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舍@^骨董*倉 第十 

岡田三郞助著 

卷 





一、本書は『書畫骨董叢書』の第十卷として、岡m三郞助先生の講述にょる、わが國に於けるエ藝美 

術、並に乙れが應用たる室內裝飾に關する槪略を收錄するものである。 

一、木®の述漭岡田先生は、現に帝國美術院會員として、美術界最高の地位に在る洋畫大家であぅ、 

同時に装飾美術の方面に於いては、最も精通せる權威として、何人も認める所てある。先生、今や 

本刊行會の爲めに特に忙中を割いて此の講述ある、吾人のM外の大幸として感謝する次第である。 

1、本書は必ずしも歴史的變：邊、時代文化の狀勢などとの關係に就いて重きを置かず、專ら古來エ藝 

の進展の跡と、乙れが名作と、及び乙れが應用とを、出來得る限4正しき出典に據6て網羅せんと 

してある。只、エ藝美術はをの範圍非常ic廣く、古來の遺品も隨つて乏しくなS上に、傳歷等の明 

瞭を缺く埸合尠なからぬので、偏，2 く講述の對像となし得なかつたが爲め、/?のづから種類、細目 

等に制限を加へられたのは遺慽とする所である。 

一、殊に、頁數の限6ある爲めに外國のH藝美術に論及せられざしと，實例の寫眞版をf.'.i'ほ多く揭載 



例 凡 
し袭かつ-^とは？物足らs所であるが、乙れは憲若しくS補の際に？くに審せしめ 

ょぅと思ふ。 

一、K^li固ょぅ獨立して講述せられ/2ものではあるが、しかも第八卷『骨董の知識及鑑定法』、第九 

卷『茶道茶器及陶磁器』とは、關聯的、相助的のもので、隨つて茶道に關すtの、陶磁器、古物 

等にしてそれらの卷中に讓つて黄祓を避けたものも亦尠なくない。 

一、本螯の體裁、柿繪、項目及び講述の大體については、全然本刊行會編輯部の責を负ふ所であるZ. 

とを、特に明記して置く。 

大正十一年十月 

編輯 者識 
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エ藝美術及室內裝飾 

總 說 

L美術一玆にエ郵美術及び2.れが應用なる室內裝飾に關して、何かを語らラとす 

るに^iつて*先、つ3ふを要するのは、エ藝美術とか、美術的エ藝といふと、われ^^の日常生活とは 

一特別なる、S美の世界があつて、貧に乙れらの美術が存在するかの如く犯はれ易いのてあれど、 

說一そS、われ{父間生活その物以外に、看した別奚術が装すfQでなSとSふことであ 
一るJ15換へれば、エ藝美術—ものは、人間の生活の、外的様式をの物の一部分に過Iい。われ 

jわれの行住坐臥す〇所には、必らずエ藝美術が存在して£)るのであつて、意識すると否とに拘はらず* 

われ等はX難-美術の中に、K接に且つわれ-^^の生活の一部としてそれVJ取扱つてゐるといふ^とで 

ある。余が謹H先つて特に夏するfは、世人fすれS術、fH震？以て、何 



か民衆一凇の生活とは特殊な、美術家とか物ずきとかの玩弄凇であるかの如く考へるからである。隨 

つて、何か一癖ある、普通とは違つ穴ものとしてこれをiiやぅとするからである。決して美術といふ 

|ものはさぅしたものV-はない。殊にエ藝美術に至つては、われ<の日常生活と分つ乙との出来ない、 

j生活その物なのである。 
總j一 衣食住とエ藝美術!—I故に例へば、ふ6かへつてわれ等の衣食住を见る.がょい。をれ等は悉く 

エ藝美術をの物ではないか、或は當然エ藝美術たらし1Tべきものばか6ではないか。衣服は、すでに 

|エ藝美術にょる織物であつて、その染織、模樣の圆案、仕立ての意匠、時代の流行などは、悉くエ麫 

美術をの物なのである。住宅も亦然ぅで、建築といひ繪畫とい3、彫刻といふものも.應用的方而か 

ら兄れば乙れ凡てエ藝美術たらざるはない。われらの住む室內が、天井に壁に敷物に、机に調度に、 

說一電燈の笠や煙草盆の末に至る^で、一としてH藝美術たらざるなしである。のみならず、如何に事務 

的なる鈒行#社官廳の室に於Sても、そこには必らずや一切の物エ藝美術的に修飾せられてゐないも 

のはない。食事に就いても同様である。膳部器物、皿鉢の末に至るまで然6で、食物^の物も亦、美 

'的方面からしると立派なエ藝美術に外ならぬ。一步、家を出でんとすれば、履物もステキも道路もIIJ 

莳も、一本の燈柱、一臺の。ホスト、すべて乙れH藝美術品た>bざるなしてあつて、實R人間はエ藝美 



說 總 

術その物(C包^されて，Qると；jnふべきであ〇。 

一一—エls,l^1術の發達 一のI。1_術(と限らず凡てS美術が看ではある 

一が)1は、分化的文明の今：！：にJて暴•特別なエ画術家その他—門家の手にょつて、寺 

一にエ藝美fして作られるQで—が、怎發繁跡—ど1れば、決して— ?はなく 

一て、人r;0が生活上の必要から生じたもの、そり物がITLに货用品であるとIn]時に契術品であつたのだ0例 

一へば家が看でI。今日ではいろくな、I的には無用—飾等が附け加へられて、美の爲めの 

I炎としてのみ存在してゐるのであるのが、それ等今日における非實用的無用の裝飾も、その發生の起 

一Uに-^かのぼつて男へれは、悉く實用的意義を布してゐるのである。卽ち雨露をしのがんが爲めに屋 

一根生じ、f、へんが爲めに柱、風を凌がんが爲めに壁、屋根iが爲めに瓦、瓦の雨— 

|ごんか5めに樋といふ風に、進化論的に出來たものばか.CNな.のである。だから、エ藝美術は、藝術家 

|や物ず—、f Sる缓としてfベtQV—くて、實Hわれくの生活の.形式を规整する 

j f.K切—:::—IIとしてf くては—2。隨？乙れが一般的の知f?® くとい 

古とは、美術などの意味以外に、常誠として缺くべからざるものなのである。 

S—m^^0^しかし乍ら、所謂エ謹術の讀は非常に廣いのであつて、乙れのみの 



一大百料全書を編しても到底收容し切れるものではなsc故に兹には只最も主婴なる部分の中で、特 

に本叢書中の他の卷になSとMK：の名の、例へば金工とか木工とか、染織XとかいふやぅなものRつ 

一いて、甚だ不滿足ではあるが、偏頗な、しかも槪論的なものに止めてMかなくてはならぬ。又錄初は 

j現代のX藝美術JCつSて、今少し親切に語ぅたかつたけれども、頁數の都合と、おょび原稿作製上の 

總|關係から、それもmふ樣には行かなかつたのである。只、幸にしてそnicょつて、エ藝美術の何物か 

一R觸れる乙とを#られば幸である。 



第一編金工の沿革 

I 
/ 

气： 第一章金工の沿革 

エーー神^-說と金工一我が邦に於ける金工は、祌代の■から始まる。我が对ぎ爵の祖先が 

の一阈を0めるに當つて、：：：木以外の土地よ6金屬及び金エ法ゲ-持ち來つたか、或は初めよぅ我が阈か歡 

一石k用ひて、J1つこれに加工するの法ヶ-知つて居たかは1*1?よ6不明である。たく、建國當時、g{c阙 

•.?1內よ6金^を產出し、'±たそれに技工を加へる乙とを心得て居たとは想像snる。Mし、がrの傅ふ 

軍一る所に據れば、天照大神の時に、石凝姥かとレふ神は、が及び鏡をf、またル0-一卽4といふ神は 

一刀劍、斧、鏺錢等V.造つたとあるのはその證とすべきであらぅ。而してをの;naたる鑛物は、今日11 

|掘3れる邋物等よぅ察して、銅及び鐡であつたことを知るべく、冏時に銅は乙れ&§し、鐡は乙れを 

鍊鍛したこと.これ等の金質よ-CN見て當然とすべきである。且つをの銅なるものは銅鑛が多く他の金 

屈とfl.-J石に^まれる.-と、及び發掘遺物の證明するとN/ろに依.CN、必ずしも純銅ならずして、^IろW 



エ 金の 朝 古 推 

六 

銅若くは白銅であつたZ1とを11はしめ、これに反して鐵は主として純鐵てあつたと信ずべきである。 

而してをれ等は採掘ょぅも、露頭せるものを拾a取る程度の採鑛法に依つたもの、從つて「あらがね」 

を原石として火力^て加工したものである。 

一I大陸文明影響前一然れども、神代の技工及び作品は'一 iの神器中に僅に傳へる外、摅るべ 

|き遺物がなSから傅說中の一項たる以kには語6得ぬが、たC世襲傳家の制を重んじたる當時icあつ 

|て、金エの_未毛二の族に傳へられて三韓服屬の頃にまで及んだ乙とは明かである。卽ち鑄金のエは石 

一凝姥命の子孫が鏡1部として乙れを世A、にし、鍛金のエは天目一箇命の子孫が倭鍛部として乙れを承 

|け繼いだ。例へば綏靖天皇の時に、P鹿1鏃を作つた天津眞浦は倭鍛部の族にして*'崇神天皇の時に• 

大和笠縫村R神器を移Sれるに當6、八咫鏡を模造したのは"石凝姥命の裔にして、天叢雲劎を校造し 

一たのは天目一箇命の裔であつた。をの他同じ頃に太刀十：3、鉾二柄、戧弓二張、鐵箭三具を造つて胆 

一島神宮{C獻ぜられたが、をの工人も恐らく倭鍛部の族てあつ/2らぅ。又垂仁天皇の時に、皇子五十瑣 

一敷命は、鍛工M-JK.に命じて太刀一千口.V作らしめ、乙れ5:石上神宮に獻じたとあるのも、同様てあつ 

たと思はれる。 

NNNMMNH_1!1しこ、に；するは、我が邦の金工に對して、朝鮮、siには支邮の大 



陸からのgmが甚だ-^ くよ-^あつた乙iある。^.1がH本綴化しんのは刺代で'-め2 R紀元 

後であつたか、兎にfss數の武1ち來つて丹波sf' それが寶物視せられ 

一iを見ると、1す旣てに大陸の金Sが少なからず輸入されてあつ—言ふべくi?れ等が我 

|の1よ-も優秀であつ？のと舊せられる。更に遙&ヂて^.1.鳴^:•がf蛇を退治た刀剣が、朝 

企一鮮製であつたとすれば、我が金工の由來すると乙るも®はれる。併しながら、眞に著しく彼の土H 
エj 征して、任f日—かれて以來2る。旣—神— 

-U朝に、支那の文f1じSHS博士ぎとs、Pといふ鍛冶エが歸化しSる。而して彼 

のr寺の技f漢魏六朝S—せる工法にiつ？？、明かに從來の篇部の技術よ—優れて■か 

沿一ら、—に彼——るにつれて、倭鍛部は¥;く—，ら朝鮮風の新技工が摩署れた、卽ち 

j 冶の起源でt、故に常時の遺品としS掘せられfのを見るに、鏡、i、I、馬乳 

本111支限1殊に籠の作仏か、然らずんばをのと思はれるもので—"玆に於いて、今よ 

一ぅ一千四五百年前に於ける我闕金ヱの發達は、漢魏のする朝鮮風の影贊成るものとしなく 

一ては—S。然れども、をれ等の支那の技術の源流を®Sば、更に古代。へごャその他の西部ァジ 

ァ諸_と相關係あるを龄名けに行かない。斯くして我國の金ヱは、ふ'、太ャに於して以-^界：^ 



金の 朝 古 推 

流れを酌f I基f S。——里需、P1I。I用途 

SW究今—たからずして知るに—、上述の系f屬すfのよう土層古く、」、口^ 

於の£|か否かは別，手f原始的日本に於 一5作せられfので— 

第二章推古朝の金工 

同4、金HI—上つgは—の— 

M f II天皇の士一一年に、百濟のはして金—一軀、その— 

1ィ#るゃこれ我が㈣扱の精神に一矩を黏じたfのてぁつたが、ik、金f以て—せら 
dノ—像、しか！れが人間の——Sし？？ —老も、その— —と、慶1セ 

ft奮— —つ巧しかも最初？の美！のfと為_gするS—かつfの、IJ- 

r4- 1:11$につれて、Sに自If佛If Iしょぅとの心—fif°J 

乃1峻天緣頃には百濟王の、をSの馨丁-瓦H、畫エ等と共に1エ、寧fi*tの一て 

Mtんの^初めに、彼吉金工家f ☆とし16込べた。佛敎が旣S等Qil股して、 
尸各—日と3 Iい考佛像とい——ふ、悉く邦人にはillで—。斯くて 



X藝らしきエ藝の、一段と&飲ある趣を發揮す〇に至つた。然れども、f/〇'ほ主として鑄銅、若くは打 

出しの技HにMし、未だ彫金の如き精巧なるものには及ばなかつた。 

\ fyw朝§~^—ヨつSで我が邦に於ける藝術の黃金時代は佛敎の光明を以て輝やき來つ 

|た。をれはかかル4|の漱纪朝の|:!,1一からで、をの中心人物として聖德太子の偉業のあつた乙とを忘れて 

推Iはならso先づ當時の亭HにUるに、推古天皇の二十六年、卽ち遷都に先立つ己と十三年、天皇の發 

古 一srこよつて銅像、練像、丈六佛像等各々一軀を造つた。蓋し、我が邦にて佛像製作の乙との記錄に見 

朝I免る最初である。此時の工人は&£B«、卽ち止利佛師といふ朝鮮よう歸化し^造佛エてあつた。固よ*^ 

の 一|1-*棒一人の手になつたものではなく、彼の指揮監督の下に成つたのであらう。此の時高麗の大典王は、 

金-:黄金三百兩をgじて、此の佛像鍍金の粆に供せられた。思ふに當時我が邦Rは未だ產金稀にして、これ 

を外阈に仰がざるを得なかつたからであらう。乙の佛像は私謂飛鳥の大佛にして、造建以來數度の火 

災に逢ひ、歡々修理せられて、今は僅にをの頭部に最初0,俤^殘してゐる。尙ほ明治に?-つてこれ 

Iは銅繡と共に、火和lil飛^に迷立snた元典寺{C安®した。 

-^1,#:.!ン「作」此の4如lh«抓について一言せんに、彼は當時の最も優れた名工であつた 

こ！aなく、彼の製作と稱Tる逍品、その他に大和法降寺金党中央に安®snた釋迦三尊金銅佛の如 



きがある。乙れはm.i±-子薨去の翌年の所作にして、光背の銘にをの由来が記してある(III)また法 
隆寺金堂には、藥師佛三尊金銅の像もある。Z1れ亦、光背の銘文に依つて、推古天皇の十五年に造ら 

一れたものなるC1とを知られる。然れども當時の金工家には"止利佛師及びその一派の他にも、優れ/2 

|金工家のあ〇た¢1と、今日遺存の當時代佛像等を見れば解る。而してをれ等の金銅佛像は、法隆寺か 

推一ら獻iした御物にして、東京帝室博物館に在る四十八體佛の如きがある。佛像以外の金工にも、當時 

古一は餘程優れた技術を現はしてゐる。例へば法隆寺金堂内にある玉蟲厨子に用ひられた金物は、銅板R 
朝|唐草模樣を5§:8にし、乙れに鍍金を贼してある。その他於^の金物を始め、木佛乾漆佛等に用ひた佛 

の-像の飾金物の如きも、£此、&邱、又は透彫等にて巧みなる圆案を表出してある。その最も人に知ら 

金一れたものは、東京帝室博物館にある御物の大金銅幡にして、もと法陛寺の舊藏であ6、天井から釣ぅ 

X一 下げる樣に製作せられ、長さ二丈三尺の大金幡である。全體は銅の鑄物に鍍金したもので、頂上は屋 

I根の形^なし、紐を輪に結んだ形並に小幡鈴などヒ術6、中央の長く大なる板には諸菩薩及び草花、 

|雲形、！^形などの透彫を施してある。勤し代表的遺物の一である。 

第三章天智、天武朝の金工 



エ金の朝武天智天 



て金の朝 SC天？？天 

.一二 

L天智天白一時代一天智時代に入つて、八」Xの上で最も著しいのは、鑛物採掘の乙とが始め 

、て記錄に見ぇる乙とである。卽ち天武天皇の三年に、對馬國に於いて銀を出し、#.^.ル^.の五年に伊 

一豫國よう白銀を獻じ、文武天皇の大寶元年に更に對馬阔よう金をgじ、元•ル.の和鲖元年には武藏 

一國よ6銅を獻じた。勿論、從來乙れ等の鑛物が我國で產しなかつたのではないが、人初の進1/と|«|家 

|の需用の堺す乙とにつれて、益々盛に採掘すGに至つたものであらう。殊に天武の時に、對馬銀を以て 
一 

一鑄錢の乙とが行はれ、また和銅年間には金錢及び銅錢^:缝た如き、啦に^|として造られる稃にさへ、 

|我邦に金Mの弘布を見たのである。而して金工について见る^、天智天皇の時、藤原,足の||?ずるや 

|天皇は大臣の家に金の香爐を賜a、爻たその後內裏に於いて百佛のMSWSを行はれるfeう、天皇 

一は使をして種々の珍物と共に、金の鉢5:法陵寺に奉納せられたことがある。その工人の誰であるかは 

I詳かでないけれど、乙れ等は貴金屬の作品の史上に見ぇ〇はじめである05Ik持統天皇の朝には、前後 

一十七年を费した造像の功を竣へた。現に奈良西の京藥師寺に安置3れた藥師三尊の大銅像が乙れであ 

一る。中尊は臺座ともに高rこ丈四尺"脇士は一丈三尺あつて、その姿勢の雄偉にして、手足衣紋いづ 

れも寫實に據6今日よ-^見るも傑作とすべきものである。 

-telpkbLr^l_當時の鑄造の技法を.Mるに、首と胴とは各々別に分鑄して、のちこれを 



エ金の朝武天？？天 

紘ぎ <；せ/dもので、乙れは遠く印度傳來の技法とV'ふ。當時三韓と交通してゐたのみならす、险坑と 

の交通も盛に行はれ、隨つて佛敎の本源地たる印度鑄造の抜術も、支那を經て我邦に傳來した乙と決 

一してm?.しむ^足らない。作ほ藥師寺の藥師佛三尊像と1 お統及び樣式をMじくするものには、同寺の阿 

j彌陀三尊像、及び聖觀音像、嗦た法隆寺金货なる橘夫人念持陬ふ傅へる阿彌陀三尊、及び大和長谷寺 

の法華曼荼羅銅板等がある。いづれも稀有の作.V,とすべきである。 

—芡Itl天皇诗代1更に天武天皇の時代に至つては、合Xの益々盛なることを徵すべきもの 

|がある。卽ち大寶元年に#令の制定せられるや。鍛冶司、典鑄司の如きを®かれ/2Z.とである。鍛金、 

一鎊金のエの遠く神代に發してゐる乙とは旣に述べたが、阈家の事業として朝廷の保護の下に多くのH 

|人をir:川し、金工を斯BするR至つたのは注目すべきであつた。をの鍛冶rriには正 一A、佐一人、大 

一令史一人、小令史一人、鍛部二十人、使部十六人、E丁一人、及び鍛工vitき、乙、にては事ら銅鐡. 

一雜器の類^-製作し、tた鍛戶のP 口の名鍩を掌つた。典錫司にも、正、佐、大公史、小八nalの各一人 

及び雑X部十人、小使部十A、lrL丁一人及び雜戶を-Kき、金鉛銅鐡の造鑄、M金及び铹坡璃等の製作を 

な3しめたと傅へる。卽ち當時の鍛冶司の鍛部の造つたものは鏈起、鍍金の類にして、典鑄司の雑エ 

の手に成つたものは、諸種の鑄造品、鑄造の鑄渡鍍ダ等の如きで、をの他各種の金工の發達してゐた 



佛大良奈と泉天武聖 

有樣を窺ふ乙とが出元る。元も息の時には和銅開珍の鑄雲も著し<、をの製作の菌にして、文 

《，-Tの^;i明かなること本邦鑄貨中の逸#70とするに足.^る。 

| 第章聖武天皇と奈良大佛 

~t &^l-s—デ~^—^—一然れども眞に金エの美を發揮して' 前後に比の少いのはき^-ル^-を中心 

一とする奈良時代である。蓋し、一7C*明■§都ょを？、^•蒙^.S位せられるや、 

矿土との交通盛にして、佛敎、111+、美術等頻に起.^、文華のggたる乙と前古に匹なしといふべき 

一n*oた^'にも仰^^具の製作は金工七して最も著しき進步に導いた。殊に大佛の鑄造は、流石に 
一雲天皇が、阈舒り一半を注がれた < け含て、その規模の大—乙と、世界にもgg少—所、從 

つて工人の努力を促す^とも亦極めて多かつた。 

| R__^—^—0—一 抑も奈良大佛は、Lの天平十五年、勅願を發して、衆海、來山、 

一北璧道二十iws庸Iて、1Hが弟？！^天下益財し—QHIし交のであ 
る。天平十六年四月、造兵、鍛冶の二司を廢して、それ等の工人を擧げて大佛1の乙とに從はしめ 

られた。卽ちその十一乃近江阈甲賀寺に盧遮那桃の大銅像を創めたが、翌十七年八月—つて、故あ 



つてS.s-Ki廢し、更に大和屢上郡山舍f始められた‘れ晉大S雲せられ 

る所である。をのISC6%は木？組立で&#*1となし、土砂皇漫して大佛を作つたので、天平十八年 

I十月に至る、十五ヶf费して原型の11mfk成した。此の月、天皇は大上天皇、皇后と共に大佛の在 

|る所H-せられv、jt511^の供養を行はれた。佛の前後に燈一萬五千七百餘娶點じ、夜一更に 
聖一至ぅ數千の僧をして脂燭を擎げしめたといふのでも、その盛儀の如何fしかを想はれる。斯くて天 

JL;平十八年十二月ょA造に著手し、三十六ヶ月を經て、天平勝寶元年十月、全くをのエを畢つた。つ 

iiLss一十八ヶi要し奚1年二月、怎雲成△二月十四昆始$sした。斯くてその 

奈一四月九=、來大寺に行？？文武百官を率？？設け、開眼の大法會を行はれ？ X。しかし 

i大佛のII金は此の後五ヶ年の说IIIを經て、天平寶字元年五月までにをの功を終つたもの、如くである。 
大一大墦101六此の前古露の大製作の大佛は、i4f:ム菅恭として、高市連大國 

佛i^tlJ'iK.s.、：44和ル等が大鑄師とf、身'晝丈一一一尺丑寸の大座像に仕上けたのである。をの用材 

一は、熟銅七十三萬九千五W六十斤、白十一萬二千六打十八斤、練金一萬四可^'十六⑪水八干 

一六？十兩、炭1Sハ千六百五十六石であつた。外—西i—、並迄重にして、—は—二十 

三丈八寸、两ff二十—六尺七寸Q—jつたが、乙れに盤の—各々八丈八尺二 

一五 



寸、その材料熟銅七萬五千五百餘片、白鐺四百九斤十雨、練金一千五：山十兩二分を用ひ、^れも，3:た 

鍍金したものであった。又別k鐘一口を鑄たが、をの高3一丈三尺六寸、口徑九尺一寸三分、口厚八 

一寸、乙れに要した熟銅五萬二千六瓦八十斤、白鐺二千三百斤であった。その外，今尙ほ大佛殿前に存す 

一る靑銅燈籠とが'一:!にお〇天人分獅子の透しの如さも、乙れ等大佛大鑄師の手腕に依って、當時製作 

U一せられたものである0 . 

天 1，大佛I7>llli[造3'3て此の大佛の鑄造法如何とsふに、最初造られ/2る,Mic、鑄型用の土 

と一砂を密着せしめ、乙れを取ぅ除sて、炭火を以て燒き、乙'S.に塑像の雌型を造る。更に^の塑像の外 

祭部とすべき厚さに土砂を削ぅ去6炭火を以て燒sたのを鑲とし、¢1形ヒもとの位fcに.復.せしみれば、 

& 土砂の削64Kられ/2塑像との間に空隙を生ずる.-Jそれ卽ち鎔銅の充塡する所てある。7Cして此の大佛 

佛|は八ヶ度に乙れを錄たと稱するから、大佛の高3を凡を區分して八と：なし、その一部分宛を下部から1.1 
^ く. 

|上げて'h部に及ぼしたものである。卽ち今述べた方法を八囘繰返して鑄造したものである"斯んなや 

6方は當時ょ6の鑄造法にして、鎌倉の大佛も京都の大佛もZ1れに依つたらしv'が、現今にては絕ぇ 

てをれを用ひた例を知らない、またをの镀金には、陸奥國から獻じた黄金を.以てをの料となし、けし鍍 

金の方法、卽ち金を磨曆したものを水銀に和して塗つたものである。 



佛大良祭と皇天武聖 

藏院藏地中陸 m 銅 金 



娉大苠奈と皇天武匏 

一八 

LJ^it院の御物一大佛以外にも、當時の金工の遺物 

は數多く遺つてゐる。それは柬大寺正倉院の充滿してゐ 

る奇寶珍器中の、刀劍類及びその装飾金物、獻Pび，具 

の如きものである。をれ等は皆當時の金工の！!辦を語る 

ものにして、中{Cは支那朝鮮ょ6傅來したものも少なか 

らず混つて居れど.本邦の製と思はれる！！作7PM?5-見る 

べきである。例へば鏡(Cは背面{C漆を施して、鳳凰、鶴 

又は草铊の紋様を金銀にて贴什したものがあ6、或は背 

面{C七寶を裝つたものがあ6、或は螺鈿を以て鏡背をg 

裝したものがあ-ON、皆美を極めてゐる。刀劍類には概を 

磨出蒔繪にし、金物には金銀を用ひ、彫刻に珠玉を嵌裝 

し、若しくは彫刻してをの地肌に、粟紋を蒔いたものが 

ある。殊ic此の彫金の手法}C至つては、多く此の時ic新 

意tr創めたもので、金、鈒、銅を以て鉸具類接合の箇所 



具企用所扉門寺福興舊 

蔵誼物博室帝京束 



エ全の代時原藤 

U0 

に蠘付の手段を施したと共に、金工の發達の顯著であった事實を語って^)る。要するに、今日各赛門 

に先れてをの技を誇って.Qる諸種の金工術は、奈良朝時代に旣に悉く備は〇てゐたのである。正に中 

一®以後に於ける我が美術的H藝の最頂點を示したものは、此の奈良朝時代と云はねばならぬ。 , 

第五章藤原時代の金工 

I藤原時代の金工I奈良朝にっいで、普通の美術史には弘仁時代又は王朝時代があ々、更k 

|藤原氏齡以時代を區熱する^金エには此の時代を區劃するやぅな進步を認められなかっ气殊に暫 

く佛像の鑄造が少なかった爲め、比較的大規模の技術をぎふ乙となく、僅に鎚起、鎚金のXを以て、 
I佛具、甲冑刀劍の金物、建築の金物等5:製作するに止まったが、をの代6乙れ等の小品には甚だ見るベ 

|きものがある。例へば王朝初期の作には、常時眞言密壇の莊嚴修法具等の製作の盛であっ/2爲め、杵、 

|鈴、金剛盤、寶瓶、鈷等の類{C最も形狀の優れたものを見、現に高野ill及び柬寺、醍醐寺等の古刹!C 
I傳へられてゐる。尤もその中には支那ょぅ傅へたと思はれるものもなv«ではなS。藤原氏攝關時代の 

金工は、他の技術と等しく法成寺の建築に依って一段の發達をしたらしS。しかし法成寺をの他の大 

#は殆ど全く亡失して、僅に鳳凰堂がその中期の、金色堂がをの末期の技術を語って，QるR過ぎない。 



蔵館物博室帝京朿 煊香鈕子獅形鼎 



しかしをれ等の寺堂に見る裝飾金具は、當時流行せる淨土念佛の敎をpiazして、形狀の美、模轰lox 

一共に他の時代に見るべからざる趣1:發揮して，Qる。 

一广當：代作品1(7)'賣列一今中毒金色爸一?示覽に、此の堂は天仁二年にE-歡きの建立 

jした佛殿にして、內外に金箱を貼ぅ、柱梁枓桷には何れも彩藻を繼い、螺鈿をggし、世に「光る堂し 

一と稱する名に背かざる莊嚴の美を極めて，Qる。殊にをの須彌壇を裝飾した金具の如きは、精巧眼を絜 

Iふものにして、その他香狭間の孔雀形に半肉の毛彫を加へ、上下のg{c打った金物を透彫となし、 

一形狀と模様とR共に言a知らぬ穩雅の美を示すものである。鳳凰堂の天蓋及び堂內の各部裝飾の金物、 

一紀伊阈淨明寺の須彌壇の金物の如きも、殆ど金色党と同様の作である。又鏡鑑に、船11和式の新風を開 

|き頗る見るべき名のを出したのも實{C此の時代にして、鏡の形狀と模様と、共{C當代を以て最もgo 

一とせねばならぬ。松鳴鶴、山吹等の紋様も此の頃に用;:Aられ始めた。 

I一—そ…の他^bL,r_をの他當代の遺品としては、河內國土師神社にある11煎{C齡られた彫金 

一物は、菅公の遺物と稱せられ、延喜の頃の製作であぅ、伊勢國豐當崎文庫の.が大神宮へ獻納 

した飾付の太刀金物も、此の頃の作に疑rsQosて平家時代に至っては、一面に裝飾の華美を好IJ- 
と共に、他面に武器製作の進歩じたために-剛柔相俟って美術の！に向って居た。その華美なる方 
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藏經寺尊中 壇彌須角八鈿螺 



エ念の後以代時倉鎌 

二 H 

面を代表するものには、平氏納經卷の裝钸金物がある。安藝嚴島神社の所藏にして、三十餘卷各々 

裝飾の'#匠を異にし、軸は寶珠形に作つてある。又五輪の塔婆に凝したもの4ある。mg:物にもまた 

唐草、龍、竹、佛器等に繊麗艶美なる技HVJ示し、何れも細かなる透彫を以てしてある。また此の經卷 

一を納れた两も、烏銅にて龍と雲との彫刻置金物を裝つてある。他の剛健なる作品は卽ち武器、殊に甲 

一冑及び刀劍であるが、しかも甲冑は尙ほ優美に近く、刀劍は寧ろ鎌倉時代に於sてをの發達の頂にあ 

つたから、共に乙、には語らない。 

I 第六章鎌倉時代以後の金工 
\_ 

-SLr^^一八，—鎌倉時代に於sて、最も著しv>發達をMた金工は、日本刀の鍛鍊であっ 

一た。卽ち今日ょぅ、古刀として珍重せられるもの、多くは、此の時代の製作にか、6、名鍛工の輩出 

一したる乙と、擧げて數ふ可からずであつた。その他甲冑武具に關係した佘エ、及び齡娜の金具等も未 

|前の發達をなして、武人時代のエ藝たる所以に歡かなかつた。をの他齡<&その製作を紀ちた佛像の鑄 

作も、亦此の時代に入つて二三5:見る乙とが出來た。卽ち乙れょぅ先き、安§•か.の治承四年の兵亂に 

奈良東大寺の大佛殿が燒失して、大佛の頭が地に落ちるとぃふ一大事があつ'/2。乙、に於ぃて養和元 



ェ金の”後以代時倉鎌 



エ佥の後以代時倉鎌 
年にそのHを起し、壽永一一年二月、大佛の右手を鑄、その四月には佛頭を鑄て、五月に至-cs鑄造，VJ竣 

つた。前後鎔銅十四ヶ度にしてその功が成つた次第てある。その用材は熟銅八萬三千九百五十斤、镀 

金用の黃金千兩、押すと21ろの金箔十萬枚、水銀一萬兩、鑄エは宋人陳和卿以下七人、口本鑄物師¥• 

部是助以下十四人{Cしてし鑄造したとSふ。をの他法隆寺金堂西の間に置く阿彌陀像一軀は、貞永元 

年八月、佛師康£の作つた木像{C依つて、銅エ平國文が鑄たものであぅ、相模國鎌倉深草の里なる阿 

彌陀勿來の大銅像、卽ち鎌倉大佛は建久四年、鍛工丹治友久がf«/2ものである。その他當時の作品と 

しては、水瓶、花瓶の類R、飾金物の類に、或は鏡鑑に，藤原時代の制式ょ6出て、、別に新機軸は 

開かなかつたけれども、また見るべきものが若千遺つてゐる。例へば大和法基寺1Cある浮i4銅花 

瓶は、牡丹唐草の浮模様ある靑銅の鑄造にして、座は蓮花形となつてゐる。をの浮模様などの肉合最 

も美はしく、圖樣もまた巧みである。奈良春日神社の緋緘甲冑、同じく手向山八幡宮の飾鞍など數へ 

立てれば精作に加ふべきものは甚だ多S。然れども刀劍、甲冑等は、別に欄を設けて說くから、乙、 

には略して置く。 

一.，室町特代の金工1—1斯くて室町時代に依つて、武人の勢力益々盛なるに及びては、金工名ま 

た武器殊に刀劍の技工に著しき發達を>iたのである。その最も有名なるは彫金の術に入神の春のあつ 



エ金の後以代時倉鎌 

た後藤祐乗である。彼は货(^刀劍の裝飾金物^1種の新機軸を出したもので、をの天禀の技倆は前代 

無比、精微巧妙を極めてゐた。加ふるに後藤の一派、後に至るまで名工を輩出し、その家連綿として 

終lr.明治の代までも傳へて來た。卽ち方乘に至るまで十六代、此の加賀及び京都その他{C同派の工人 

が頗る多S。後藤と共に、室町時 

代の初めに甲胄H明珍寶宗安があ 

つて、Mれまた武具の工人として 

は稀世の名を博した。乙れまたそ 

の子孫が德川時代にまで及んでゐ 

る。それと共ic刀劍の附屬として 

鍔(又繹)の製作盛となう、徳川氏 

の初年にかけてをの工人が頗る多 

い。而してこれ等の武器の製作と共に、別種の金工品が.製出せられた。中にも茶の餳S流行1Cつれて 

茶の湯釜の名作が多く出でるに至つた。その最も古きものは筑前蘆屋ょう出づるものにして、乙れを蘆 

屋签と稱し、後小松天皇の應永年間ょう盛に鑄た如くである。足利義政の頃には、菊桐の紋様を鑄出 

二七 



エ金の後以代時倉鎌 

二八 

して朝廷に獻じ、義政の東山k退隱し、珠光等を師として謀h茶事を玩んだ頃には、土佐光信に命じ 

て下圖を描かしめて乙れを鑄造し、嗦た畫僧雪舟の周防、長門^往來するや、蘆屋の鑄Xはこれに乞 
^ . 
| Sて下繪を求め/2とSふ。をの他茶道の附屬品として、色々の物が出來たけれど名、大作物は餘6多 

j くなか0/2。 

一桃山時代の金エ1ついで桃山時代{C入つては、織E信長の安土城を築き、更に1i.i*H*0 

聚落第，大阪城及び桃山城を構築し、ま穴諸大名の築城頻繁なるに及んで、建築物に用ふる金工作品 

| 夥しく製出せられた。而して^れ等は皆所謂桃山式の特色を備へ、釘隱しなど頗る見るべきものが 

一あ0た。最も有名なるは、桃山城百間廊下に吊3れたる鐵燈籠等で、をの鑄造者は辻與次郞實久であ 

る。彼はもと近江國辻村の鑄エの家に牛：れ、京都に出で、道仁を帥とした。今京都豐國神社にある鐵 

燈籠、及び知恩院茶場の雲龍の大釜は、共に與次郞の■傑作てある。一方、此の時代には戰國時代を經 

過し、世は尙ほ撥の姿を續けたから、武器、甲冑、をの他刀劍の裝飾等は頗る發達し、乙れ等 

が相待つて德川時代に於ける金工精華の源をなしたのである。 

第七章最近代の金工 



エ 金の 代 S 最 

% 1< 

1' ■ 
■V- 

聚落第所用引手 

SS 0 -S 

i _川時nの金J一 德川氏が幕府を江戶に開いてから•世は 

三百年の泰平に入6、一般の文物大に進歩したが、中にも金工は 

長足の進展を見た。た<、をの主として抜巧の一面に偏し、跟琢 
まつぎ 

の末技に力を入れたのは惜しむべきであつたが、しかも貴金屬の 
3とん 

彫刻術の如き此の時代に於sて、殆ど空前の隆盛を致した。從つ 

て諸名工の輩出するものも頗る多く、卽ちその初期に於いてはIJI 

城_廣瀨村に廣瀨淨林出で、その他の釜師に大西淨淸あ-CN、淨淸 

は两村道仁の門人として多くの名作を遺した。淨淸の門下として 

は、能登阈に宵g寒雉がある。その子孫は世々加賀金澤R住して 

今に至つてゐス〇その他茶器を作るチ；に中川紹益の家、金阪五 

郞三郞の家があ6、龍文堂と號する四方安：斗の家があ6、皆代々 

京都に住した。：.龍文堂ょぅは、支那周漢の古銅を模するに巧みて 

あつた秦藏六を出してゐる。また三具足、五具足等の佛具師とし 

ては、大阪に中尾宗貞あぅ、京都の村上長兵衞は、所謂鍋長にし 

二九 



エ 金の 代 近最 

釘 隱溝口禎次郎氏藏 

三C 

て、宗貞の門ょ4出で、ゐる。页に文 

化文政の頃江戶に出でた名工に利田整 

珉がある。その門人にも名工が多S。 

また木村渡雲及び正常の如きもあ-CT 

寶子山宗珉は整班晚年の門人である。 

別に、乙れょ*CN先き延享の頃に、長崎 

に德乘とSふものがあ气Ml»g嫩を 

業とした。その子龜女もまたXをg；み 

にし、世にその製作なる黃銅製ll^0r^; 

籠等を傳へてゐる。尙ほ裝劍彫金工と 

して、德川時代に入ると、後M.家の外 

に奈良派なるものが出來た。要するに、 

Mガ時代には、諸般の金工大ic面目を 

發揮し、繊巧の嫌sはあれど名、頗る 



エ 金© 代近最 

釘 0 舊小石川7K.戶邸/!J 
見るべき％のがあつた■ 

東!••;帝M博物館藏 

:f 

代の金工_然るに明治の世となる{C及んで、時勢は急變 

して武門武士の特權階級を打破し、i|爪命の制定あ-CN、西洋文物 

の輸入あ6、爻た德川時代の金工ををの儘に持續し得ざるic至つ 

た。故にその工人等は保護者を失a、生計の途R窮し、彫金師は 

煙草入の金具を製し、鑄金工は鑄浚の業に轉じ、また甲胄Hは鐵 

器の製造者とな3、釜師は茶道の衰頹と共に、鐵瓶の製作{C着手 

し、以て辛くも糊口の資を得るの有様であつた。けれども、海外 

との交通は彼等に種々の餘澤を與へ/2。例へば鑄銅品の如きは、 

古代の作品を始め、近く文化、文政時代に名をItli51せたる4於一派 

の作品に至るまで、頗る外人の賞玩を博し、をの末派多く¢1型鑄 

造品を製出して、海外に輸出するものを見た。^の多くは東京の 

製品なれども、他に鑄銅品を出す地は、加賀の金澤、越中の高岡 

尾張の名古屋、及び京都、大Kの如きを主とする。また佐渡の4 

三i 
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間琢齋の如き、別趣の作品5:出せる現代の名工である。尙ほ明治大正の時代に於Sて特記すべきは銅 

像の製作である。由來我邦には佛像の大鑄銅は乙れあうと雖ど％、人物を鑄た^の、大像はなかつた。 

然るに西洋文0/]の入るに從つて、彼に習つて此の種のものを造られるに.至6、叽治二十四五年以後、 

年と典にをの製作龅になう陸軍砲兵工廠及び東京美術學校等"官設の鑄工場に於Sて製作せられるも 

の最も多く、明治二十七八年以後に至つては、一工人の小工場に於Sて鑄造する等身銅像の類枚擧に 

1fkなS。實に鑄金の大作のiSせると、をの技術の進步せる乙とは奈良時代以前に比すべき盛觀と 

言はねばならぬ。 

rw治乙れ等の金工家にして、德川氏の末葉から明治の初年に瓦つて最も名を 

知られたのは、後藤一乘、加納夏雄、河野春明の如き彫金家がある。殊に夏雄はをの習得せる圓山風 

の畫技を直に彫金に應用して、片切彫を完11じ/2者である。明治二十三年、東京美術學校に彫金のI 

科を設けられるに當う、擧げられて敎授とな6、又帝室技藝員K任ぜられた、帝室技藝員に香勝勝廣 

塚i秀鏡、豐川光長あ6、海野勝珉も亦彫金の名手であつた、是等の人々の製出したと乙ろは、廢刀 

以後、指環茛入の金具、鈕釦、香爐、铊瓶、人物等の彫刻を主とし7'2。咬た鎚起は古來多く見ざる製 

品を作るに至6、置物、茶器、花瓶、香爐、花盛器、珈琲具、その他西洋室内調度類があ6、をのエ 





金の 代近最~ 

人の名ある者には、平田重光、平田宗幸、黑川榮勝の如きが知られる。鎚金の工作に至つては、nJJ治 

に至つて一進塊を呈し、時計の鎖の如きをの最も進步したもので、その他鉦釦、婦人頭髮裝飾具等い 

づれも西洋と交通して後の需要に應じたものが多い。その他煙管の如きは、現代に至つて美術的なも 

のを多く製出し、頗る見るべきものがある。要するに、貴金MXの盛なる乙とは現代に及ぶものなく 

金銀赤銅等は勿論、白金の如き新材料を以て精美のrを競ふものあ6貴金屬を巧に交混し、寶玉を，：：！ 

曲に嵌めて、技の極に達してゐる。^たアンチモ-1tの如き本邦特產の金屬を鑄熔し、若しくはア， 

ミニユムの如き便利なる代用品を以て一般の需用に應ずるなど、現代の金工は各方面に涉つて發展し 

た。而して乙れ等の勃興を助けたるもの、先づ明治二十年代に美術協#、柬京彫刻X會のあぅ.つい 

で、美術學校に於ける鑄造、彫金、鍛金の諸科の置かれたるあ6、また明治三十三年1C日本金:[:協會 

苋京彫刻3:會等の設截せられるあ6、更に近く束京鑄金會の設立をiiて、機運は益々向上した。 



派 の乘祐迤後 

第二編裝劍及び甲胄エ 
一， 

. 第一章後藤祐乘の一派 

| 一.後-藤—派—の解說一近世に於ける金工で、最も發達したのは刀劍及びその—S航^！である。刀 

| につSては^I項に略述したが、乙れか裝飾具卽ち裝劍エなるものは、刀劍にもまして大に見るべき 

|ものがあつた。蓋し刀劍は*來實用と共^„修飾の目的を加へたもので、殊に近世に於いてをの齡 

一向益々喪しき(C至つた。わけて、muf時代に及んで後藤••といふ彫金工の世に駆はれ、その%11の 

一技倆を裝劍の術に施してょ--、所謂後藤家Mtが前代無比の巧妙精微なるものを出し、以て裝劍エとし 

一ても、彫金術としても我が金工史上に一大革新を開くに至つたのである。故に先づ、彼のt齡：^ら語 

\つて行かねばならぬと;，LIふ。 1 

\ S—藤祐乘の傳」後藤祐乘は姓を44とぃ3"實名は£通稱は11郞兵衞、薩_の產に 

して、從五位下右衞門尉後藤某綱の嫡子である0生れたのは永享六年の乙と、幼名を4办ルとい；5、 

天性彫刻を好み、八歲の時土砂を以て猿の形を造つたと乙ろ、^|^|飛び來つてをの土猿を甫へ、空中 



淤 の乘祐藤後 

i一一六 

に去つたと傳へられる。成長の後、將軍義政の近侍に擧げられたが、十八歲の時、朋輩の土にをの才 

智をMsまれ、義政4CSま^-讒言Sれたので、義政は怒つて彼の官を罷め獄に投じた。時に偶々盛夏 

\の頃であつたから、獄表彼を憐れんで一顆の桃を與へ、炎暑の渴を潤さめした。をこでJH*奥は乙れを 

一喜び食a、咬たik小刀を請aて右の桃の核^三王七社の神輿、十四艘の船、及び六十三頭の猿を彫 

一5て、乙れを獄士に與へた。然るに獄士乙れを見て非凡の作たるic驚き、義政に獻じた。義政一見し 

|てその技藝に感じ、獄ょ6出して刀劍裝具の彫刻を命じた。乙れょ-正奥は剃髪して祐乘と號し、法 

一橋に叙せられ、下繪を狩野元信に求めて謀ら裝劍具の彫刻に從事したのである。SIに此の事後花園天 

一M«の韌聞に達し、法印に陞叙せられた。義政もまた深く正奧の技藝を愛し、近江國坂本鄕の內{Cて食邑 

一二}：1貫を與へた。永正九年五月七日、年七十九で歿した。山城愛宕郡上品蓮蕞寺石藏坊に葬つた。 

\一祐乘の作品一彼の彫金に於ける、龍、獅子、人物等、肉高く鑽强く，其刀痕疎なる：fん 

I如くにして、' しかも密に熟視すHばおのづから神釆の活動して，Qるのを見る。晚年の作に至つては、 

穩雅にして益々品位の高Sを添へてゐた。殊に龍の-作の如きは手爪に非常の力を籠め、眉、唇及び顋 

の如き、緻密に工夫を凝らし、ょく目貫に適する様に四方を低く、肉の高低を加減し/2如きは、をの 

意匠實に嘆服1C堪へたるものであつて、唆乙とに齡1:の名工と云はねばならぬ。彼の子孫は十數代打 
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ちつVき，明治の-fit:に至る，Stで7»e)刻風を傅へてゐる。彼の代表作には前田侯爵家の俱利加羅龍三所 

物、同家の濡烏目貫、稻垣子爵家の三番叟三所物の如きがある。三所岬とは目貫、小柄、笄をいa、 

へ乙の俱利加羅龍は秋田龍とて前田绫に傅はつたへil名なものである。^た濡烏目貫も後藤名作中の名作 

一にして、最初明智光秀が後藤家に懇望して乙れを獲、つSで織田信長ょ〇豐臣秀吉に傅はぅ、咬た加 

j藤淸正の手に入ぅ、つaに前田家の有となつた由緒のあ.'〇ものであ〇。 

一一宗乘と—乘眞ーニ代目は後藤宗乘といa、祐乘の子にして、法眼の位に叙せられた。永 

一祿七年八月六：：：、七十八歲を以て歿したといふ。をの技は闽ょ6父に劣らないけれども、作の佳なる 

jものに至つては、父子何れであるかを分別し雛いものもあ-CN、あのづから穩雅の趣を具へてゐる。そ 

\ の子乘眞は卽ち三代目にして，永祿五年二月六日、年五十八歲にて江州雨坂本Rて戰死した。その彫 

|刻は1i痕銳くして、山高く谷深く、弗だ剛健の趣がある。前田侯爵家の蓬萊圖小柄、柬京今村氏の瓢 

j箪餘目貫の如き世に知られたる乘眞の佳作である。 

\ 第二章後藤家の子孫 

一光乗、^!m乘'—榮w~i後藤家の四代目は光乗といひ、乘眞の子にして名を光家、一に祐伯とい 
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三八 

ひ、通稱は四郞兵衞であつた。父乘眞が永祿五年に江州で戰死したから、をの後を繼いで法眼の位に 

叙せられた。彼も亦名工にしてょく元祖の風を守つたが、殊に肉高く緊密にして、JLつ品位ある彫法 

|にて、上三代の精を集成して後藤家の技術を完成せしめ六ものである。元和六年三月十四日、年九十 

|二で死んだ。をの弟元乘も亦名工の中R加へられ、その作に武者を彫刻した小刀柄の如きがある。彼 

|は眼を造る^目打鑽を川ゐた痕が見ぇる。蓋し乘眞の頃までは滑劍鑽を用ひたとの乙とである。五代 

目後藤德乘は光乘の子Rして、名は光次、のち正家に改めた。法印の位に叙せられた。また豐臣秀冇 

|の寵を受け、天正九年その食邑を某鄕に賜はつた。豐太閤の用CAた紋章の桐は德乘の彫つたものであ 

|るとSふ。故に後世此の風の桐を德乘榈と呼んでゐる。また天正十六年、豐太閤の命{C依つて大判金 

小判金を製し、をれJC光次の刻印を用aたが、此の風德川時代に至つても襲はれた。その彫刻は穩和 

にして、往々光乗の作と紛れるものがある。寬永八年十月十三日、年八十二で死んだ。彼の門人野村 

一正時は阿波敝の祖にして、德川時代の末期まで子孫に技法を傅へてゐた。六代目は榮乘にして徳乘の 

|子である。彼％法眼の位に叙せられ、をの趣は光乗、德乘の風を折衷して、一m素朴の風があつた。 

最も人物に巧みと3れる。 

r顯乘、卽一菊、程忝一七代目は^•乘の弟顯乘が繼sだ。彼は名を正繼といふ。乙れょ6先後藤 



家ょ寬永年間ょ.csIJli*州^•の祿を受けるCとJCなつたので、優秀の作品はあのづからIni侯の手中に歸し 

2。M.m-はすべて活勧せる彫刻の風を好か、最も武者の彫刻ic妙を料て、後藤家中興の祖と稱せられ 

|る。4ル於1-ハ水所藏の熊谷敦盛小柄の如き、彼の得意の作である。寬义三年、年七十八で死した。八 

一代目は^'m*の男.务にして、名は办3'、十五歲の時、七代のあとを襲つた。後藤家^の名人にして、 

後一^-や办务と共に一一一作の一に數へられる〇鑽法昏乘の風があつて頗る_健の趣を備へた。惜しいかな、 

藤三十二歲を以て、寬文八年十一月十三Uに死んだ。稻垣子爵家の賴政鶴退治目貫の如きその代表作で 

家|あらぅ。九代目m-i-im*は七代目.IS-1.の男である。その彫刻に光乘の趣があつて、鑽痕頗る深く、强 

〇一 いけれども甚だ8|にして戤妒がある。謝心.齔家の三所物狂獅子は純金彫刻の精品にして、圖様が 

子|活動してゐる。同家には他に義經弓流小柄、廳圆小柄の如き彼の精作が遺つてゐる。延寶元年、年七 
、(十で死んだ。—因に、か蔽象では、此の九代程乘までは、をの品高く、一見家風なる乙とを識別3 

一れるけれども、十代目の頃からは、當時別に橫谷家が勃興したため、おのづからそれに壓せられて寫 

一生風を混じ來つた。 

-一產桊、^通乘、その池I十代s：はm*«»M.m'といひ、八代目卽乘の子である。名を光信といひ、そ 

の作，？?.-m«こ比すれば0!の風がmrいけれども、なのづから一種の雅致を伴つてゐる。彼は寶永五年八 



s 

十二歲まで長命したのて、從つて作品も多く、また多くの門人を養成した。尙ほ此の人から^を江p 

に移し、家風をも變じたこと前述した。十一代目の後藤通乘は名，V光壽、初め通稱を：f-ハj±-、のち 

一四郞兵衞と改め、程乘の弟仙乘光淸の子にして、十代のあとをついだ。此の人"雕琢の術に心懸けが 

I厚かつたから、每朝食前にまづ鑽V」取ぅて靑海波を彫6、終つてから食事をしたとSふ。彫刻華麗に 

後Iして廉乘ょ6も細密である。光r€.、卽乘と共に三作に加へることもある。當時橫谷宗珉の作が世に行 

藤|はれて、家風が將に壓倒せられんとしたので、元祖の風を一變し、繪風をも加へるに至つた。享保六 

家一年十二月二十七日、年五十八で死んだ。彼の子の壽乘は十二代にして、たく家の技をS3?するに止ま 

の| $、寬保二年、年五十五で死んだ。十三代は壽乘の子延乘にして、光孝といa、その鑽太く、ILつg 

子 一く、往々上作のものもあるが、をれは下彫師に戶張富久とSふがあつて、頗か妙手にして代作をした 

孫一からであらぅ。此の時代に > 武家の進物及び引手物等には小刀柄、笄及び目貫等の贈签盛に行はれ、 

|ために家風作品に光孝の極銘のあ-6ものが多Sとの乙とである。天明四年、六十四で死んだ。十四代 

|目は後藤桂乘といa、彫法光孝ょ6も劣つ?2。享和四年、年六十五で死んでゐる。十五代目は後藤眞 

乘と稱し、彫刻は桂乘ょ'^も；!J'に劣6、後藤家の衰微rjvic至つて、極まつたのである。 



第：二章後藤家以外の轿金エ ：： ， 

i 5很ゎ——1»1立一以上がm-s-’の大體であるが、德川時代に於ける裝劍の工人は、後藤M-- 

一の外に冇力なる數家の崛起を見たのである-J,1し元和偃武ののち、金工もまた諸侯のあ抱とな6、重 

R一祿を受ける乙と、なつたので、航々その技術を贈く乙とを得たのみならず、上下一般泰平に慣れて刀 

家一劍もよ64裝飾R重きを®いたから、前代に比なさ精美を盡したものを要求し、乙、に家風を守 

2一れる於4一家の外に、名エの輩出を見たのである。卽ち寬文元祿の盛世に及んで、橫谷宗珉等出でて 

の一奶财以外に&Mtとて、畫の筆意を彫るの巧技を娜め、をの謀らW間の需要に應ずるところよ*^町彫の 

崭I名稱があつた。また別に奈良風彫とて、太V-鑽を用aて一種の風趣ある圖樣を彫るの風起6、各々門 

个一人よ6門人を出し、支流よ6支流に分れ、をのHAつaに幾百千を數へたのである-今左に、後藤家 

一以外の名工を略說しよぅ、 

\ 一後.藤の分派I先づ後藤家の弟子にては、後藤德乘の門弟に野村正時がある。號を宗徳 

-といひ"をの彫刻の風はぎの如くにして、金色燦ぎ‘、事ら華麗なる趣を發揮したものである。そ rt 

れについで&40|1!>が出でた。意德と售し、寶永五年に死ん'たが、彫刻甚.た巧にしてノ鑽痕もまた極 
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めて强かつた。ついで野村正矢、號を友喜といふもの出で、乙れまた金色の濃厚なる製作を好み上手 

の聞ぇがあつた。i•藩に招かれて彫工とな-^、乙れょり阿波彫の名がある。享保七年に死んだ。野 

村氏は!-•矢の後、正吉、正行、正道、正忠、正次、正光等、相繼Sで業を傳へてゐる。他に津尋甫な 

る者がある。はじめ野村正道の門に入つて鑽法を受けたが、のち通乘の弟子とな6、後藤家の家風を 

彫刻したけれども、元來名人にして、一流を出した。殊に當時は晝風、奈良風等の盛んな頃とて、本 

家&4すら家風に畫風を加&した時にあた6.、獨立して家風を彫つたのは、實に一見識と言はねばな 

らぬ。從つてその彫刻は阿波彫の體をIへるけれども、至つて高尙で世に賞せられる。たC、正眞の 

もの少くして贋物が多S。寶曆十二年六月年四十二で死んだ。本所業平橋南藏院に葬る。 

第四章奈良派の名工 

一奈戻彫の1111HI—I奈良風の彫金は奈良利輝、周防と稱するものに始ま6、此の人、寬永元 

年に幕府へ召出3れ、乙、に一家を起した。つSで奈良利宗の子に利治といふものがあ6、1.1|水花鳥 

の類を多く彫气人物の作品は少Sけれども、鏨法齡&にして、氣力を含み、精巧なるものであつた 

此の人は4をと號し、名人撕象の師である。糾治の子に利永があ6、知閑と號し、をの門下に辰政及 



エ 名の 派良奈 
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呀阻 

び壽永等を出して^)る。而して辰政の門には土屋安親があ6、壽永の門には乘意があつた。利、7K*の子 

一宗利は小左衞門と稱し、圖樣に活動せるものの多きを特色とした。宗利の子に宗閑利:'fe.があ6、彼は 

|鑽太く、圖樣働きあうて、賞翫すべきもの5:多く殘した。七十二歲で歿して.Qる。またi:7k«の門人に 

して正春と銘する正長は、をの風奇麗Rして力があ々、薄に螳螂又は秋の野などを殊にしほらしく上 

|品に彫つて.Qる。TF-長の弟子奈良正数は江戶ょ6大阪に移う住み、螭龍の彫刻に妙を得て一派をなし 

た。 

一us—g__ U..7代!—1上に！Tへたる人々は、所謂古奈良に屬し、鑽太く、圆樣の?口肥なるもの 

\であつたが、別に奈良利&の門ょう出で、更に利永につSて學んだ奈良利壽ょ6、所謂新奈良の茈源 

一をなした。彼は通稱を太兵衞とsa、江戶本所の人にして、家風にも畫風にもょらずして、別に草花 

一鳥類の彫刻に一機軸5:出したものである。奈良家三作中の第一位を占め、世人奈良家の彫金を云ふ時 

|必ず先づ指を利壽R屈したのである。その鑽强くして働があ6、勇壯の氣溢れてしかも騷がしからず、 

實に妙：丄とsふべきであつた。元文元年十二月十四H、年七十で死し、小石川多.f院に葬つた。東京 

淸田ル藏の大森彥七鍔の如き、利壽の傑作品にして、肉高く刀剛く、しかも雅朴の趣/:'ある。また東 

京帝室博物館にある農夫圆鍔も彼の名作にて、肉んrlの兴だ巧み-xるものである。二代E利壽も初代に 



エ 名の 派 良奈 



似た所•かあC-て、鑽痕の，周到綿密なる乙と古今1Cその比•かない。5.つ彫法親切にして、初代ょ6もlir 

雅なる趣がある。明和八年に死んだ。 

| 第五章杉浦及び濱野 

杉| 粟急と土PI安親I iis:s奈良11、S-弟子にして、5:41:と號し、9氣 

®門と改めて深川^住した。信州松本の人にして江戶に住した。はじめ各a*±.と稱し、又Jtか！：と 

及|も云a乘意は肉合彫の祖とも稱すべく、奈良三作の第二位を占める名工である。彼の圆樣は唐畫をg 

び一として意匠を立てた如く、をの鑽剛直にして、しかも鰕！^の所にまて注意し、あのづから風致を具へ 

濱|て，Qる。寶曆十f年九月二十四日に死んだ。麻布妙藏寺{C葬つた。次に±«i-かis*は通稱を，S.A.とい 

野 一a、のち剃髮して東雨と號した。もと出羽庄內の人にして、江戶に來ぅはじめをか如斯に〇き、；MR 

一奈良辰政の門に入ぅ、幾ばくもなく出藍の#を得た。をの作は棒11に似た所があれども.別{C家風を 

|兼ねて一派の刀法を創意し、奈良三作の一に數へられる。をの彫風は高雅{Cして風流を節とした。常 
へ せら 

に、彫刻は下繪圖取を專一にする^あると云つて居たが、をの圖樣如何にも^•か0如く、一種m?漱{C 

して妙境に入つたものである。延享元年九月二十七H、年七十五で死ん•た。淺草誓願寺中林宗寺1C葬 
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つた。二代安親は初代の子にして、その彫風父に似て見分け難く、只銘は父ょぅも大きく、安の字が 

堅に長い。 

\ 野—-一 家一尙ほ奈良の弟子筋にして、濱野一家がある。濱野政隨は奈良利壽の弟子に 

一して、鑽强くして自ら淸爽の氣象の現はれ/2ものを彫つ7^2。師の風を學び得て、終には一派を起し、 

杉|多くの末流を出してゐる。た<、その鑽が奈良三作に比べると稍下品を免れない。明和六年十月廿六 

滞一日に死ん、た。大阪平瀨氏舊藏の千鮭目貫、月波小柄の如きがある。彼の門人濱野矩隨本また、師風t 

及|學びて、をれょ6も却つて穩かに綺麗に細密に作る乙とを#た。肉合には乘意の風がある。その大作 

び一として傳ふべきは、天明年中に麻布天德寺の雲州侯廟前石玉垣中門の靑石扉へ彫刻した十六羅漢があ 

薄一る。をの下繪は狩野榮川であつた〕矩隨には門人が順る多S。また岩間®C-盧とて、初め遠山直隨の門 

flに入6、後(C濱野誠倍等R從ひ、また奈良利壽及び濱野政隨の押形を臨模して一家を立てたものがあ 

|る。をの精巧なものに至つては、政隨にも敢て劣らないと云はれる。故JC世人彼を呼んで政隨坊と異 

一名するに至つた。彼は又家風の彫工町田盛重とも懇親であつたからr家風をも知る乙とが出來た。多 

年苦學の功成つて、終に人物或は能面及び動物の類に、先人の未だ成3<る新奇の趣を創意するに至 

つた。天保八年八月十四日、年七十四で死ん•た。 



第六章橫谷の一派 

\ i黄昏德川時代に入つて金工界に新風を開sた最も有名な一派は橫谷氏であつ 

一た。^•ハかの祖は>7>la-といa、京鄕の人1Cして、通稱を次兵衞といひ、實名を盛次、^た友周と名いa 
横一寬永年中江PR下.^、正保ょ-〇幕府に仕へて扶持を賜は-^、御彫物師となう、神田に住し*。世に乙 

谷一れを®:S:!:といふのは、へg:の子にへ1:といふものがあるから、混じliSめであつた。元祿ご一年 

一十一一月十七Hに死んでゐる。をの彫刻はかiの14颭を學び、殊に祐乘の趣を會得して、當世に應じ、 

のiif匠^扣ヽたものてあつて、鑽法に最も力があつた。彼の子には宗知があう、父宗與の後をついでS 

一|府に仕へ、貞享四年に死ん"たが、大名をな3べかつた 

\ r^lolr^'—とその^^m-か家をして最も名を現はさしめ/2のは實に宗现にょるのである。彼れ 

一名は«-や、通稱はか4#.、1-^«と號した。京都の人にして、貞享中江戶に來う、横谷宗知の養子とな 

一う、驁に仕へ.^が、別货ふ所があつ§で、元祿年中病と稱して幕府の扶持を辭して、後藤■故以 

一外に町f iめた。ggとはfsi〆在？人の需に應ずるsfして、—の—に對してS 

た名稱である。をの技藝の精妙なるZ1とは、祐乘以來の名人と言はれる、宗s(は分ic^f機軸をHす乙 

四九 
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とに力め、徒に模造(C'陷る乙とを厭ひ、如何，にもして名を後世に遺s'んことをねPS、 

~よう、或は英一蝶にちなみて、下Mを求め、繪風鍍金といふものを創意して、&R'、一 &5:'わいか。、又 

一片切彫とSふことも、從來ないのではなかつたが、宗珉に至つて始めて妙味を加へたのである。傅へ 

一て言ふには、寶永の頃、、紀文大盡が宗珉k牡丹の目貫をのぞみ、手附金十雨を送つたところ、三年を 

一過ぎて名你ほ彫らないので、紀文は待ちわびて頻うに催促をしたが、をの仕方が宗珉のAskかなはな 

谷 いとて、手附金をもどし、その後や>過ぎて彫6上つたのを"をの頃紀文とならび稱せられた某富豪 

のWに與へた。某は<1れR對し五十雨を謝禮とした。宗珉はをれよ4一輪牡丹を彫らなかつたから、世{C 

.|乙れを一品の名物としたとSふ。享保十八年八乃六UR年六十四で死んだ、淺草本願寺中等院に葬つ 

一|た。子がなかつたので、橫谷宗壽英精の二子宗與友貞を養つたといふ。宗珉の傑作として世に知られ 

派一たもの{;:、朿京淸田氏藏に仁王目貫があ4、同今村氏藏に朿坡小柄がある。你ほ宗與友貞は、鑽の風 

|よく宗珉を會得して劣らざるものがあ$、作行きの稍溫和なのを異うとする。その作R兩種あつて、 

\ 一は宗珉と見兮がふもの、一は純然たる宗與の作と見ぇるものである。安永八钜六月二十八日に死ん 

ざ〇 
*7 



派 川 柳 
第七章柳川の一派 

「柳川の 一家I彫金工柳川派なるものは、橫谷祖父宗與の門んなる柳川政次に起る。政 

一次は享保六年二月十五口に死んだが、をの子E政あとをつぎ、江P神田に住して、通稱を三左衞内と 

一言つた。初め吉岡氏を師とし、のち宗珉上足の弟子となつた。當時名人と稱せられ、頗る上手にして 

一宗珉と>i^がふことがある。但し人物を彫るZLとを好まず、最も得意なのは野馬及び獅子である。殊 

一に獅子は最も勝れて、柳川獅子と稱せられる。納子の如きものも精巧てある。をの手際綺麗にして、 

一魈痕に力があつたから、古人はをの作を評して「石はしる瀧のあた6JC、紅葉のさかぅなるを望ひが 

一如く、ii事にしてすごきと乙ろあ6」と云つて.Qる。寶曆七年十月九=、年六十六で死んだ。彼の門 

|人に柳川E光がある。彼も師につぐべき手腕§:冇し、isに橫谷風を兼ね、毛彫も亦巧みであつた。鑽 

|痕に勢あつて、且つ瀟洒なる趣がある。文化五年十二月十五日死んだ、年七十六。その子直春もまた 

|宗珉に類似し、作品の出來榮ぇも直政{<:遙にすrれてゐる。彼には門人Mる多く，最も頭角をあらは 

したのは河野港明であつた。 

I河 野 春 明I柳川一派の門からは、別に一家を成した人が多く出て、ゐる。先づ、柳 

五一 



派 の 川 柳 

五二 

ilhli:-^*の弟子に、M-if*^«o«*と田ii-伴正とがある。^明は名を韶といひ、通稱を文藏といひ、別に^翁， 

ーブ4、,4'などの號があつた。^.泰の高弟にして法眼の位に叙せられた。常に雲遊を事とし、蹤を定 

めなかつたとSはれる。江戶-ic歸る時に本所柳岛に住したといふ。後藤一乘と時代を同じくしてIII西 

こ名を擧げた人，Vある。はじめ柳川流の繪風彫刻であつたが、のち古い後藤の風を味a、乙、に一種 

の繪風と家風との間に於いて一機軸^出し/2。蓋し靡明の天明年代は宗珉以來の傅にょ6、彫法が微 

町このみ流れて、卑賤に陷つて居/2ので、彼は家風の如き粗朴なる太き鑽用ひて、一種の趣味ある 

彫刻を始め/2のである。然るにをの作が大に世上の賞するとZ1ろとな*^'、名聲遠近に聞ぇ、妙手と稱 

せられるに至つたのである。 

今一人のE-泰門下、田邊伴正は、をの彫法すベて橫谷風にして、柳川風 

ょぅは溫和に、且つであつた。s¥{cして死んだから、遺品は少いけれども、非凡の名作もない 

ではなS。また4ルを&の弟子には、絡;11*をかがある。彼も橫谷風の彫刻に少しく家風を混じて靜穩 

な5ものであつた。寶勝十一年二月に、年四十二で死んだ。菊池常克はをの門人である。彼は高彫の 

上手にして、^^もまた賞すべく、鑽自在にして片切及び毛彫の法則を亂さず、ょく齊つてゐた。爻 

/2i;ll*E*a.の門下には/h.^.#*lt-^*を師として^•lef'li:.好が出でた。江戶に住し、秋元侯の御抱へとな'^ 



その彫刻^品位商く、柳川風ょ办tp却って家風のaがあった。をの門人もまた多い。次にJ;II«it*かの 

孫弟子に當って石黑政常があった。彼は下畫に意を用ひ、時好に適し、彫刻丁寧1Cして、鑽細かく、 

一硏綺麗にして上手なるものであった。彼の子孫A業をっV:た。文政十一年七月、年六十九で死んで，Q 

|る。柳川直光の門人にして、菊岡光行といふのがある。i'lして沾凉とSCA、その彫刻緩和!Cして品 

ゾー位高く見るべきものがあった。此の人俳諧を好み、深くその道に達してぎ！^Jなった。寬政十二年歲 

森一五十一で死んだ。 

派 . 

\ 第八章大森派その他 
そI_ 

の一一大森英昌.、^英秀Iをの外江戶時代に所謂町彫の金工家中、名人が順る多かった。例へば大 

他(森一派の如きがある。乙れは橫谷派ょぅ出で、一派をなせるもので、初代四郞兵衞は小[<1藩士にして 

一劍道の達人であったといふ。二代si>光は三井寺市兵衞の門に入6、のち安親にっいた。而して大森英 

一昌は此の重光の甥にして、橫谷宗珉に師事し、小刀柄網m様の彫刻の如きは、宗珉の作に等しいもの 

があった。肉の彫方穩kして、常にか與と位骰が同じい>見てょい。門人が頗る多い。明和九年、年 

六十八で死んだ。彼を以て此の派のra祖とすべきである、その子英一は、四代目となって家をっいだ 



他 の そ 派 森 大 

五四 
9•V# 

が名を知られず、*1:日の贼なる紀纪、五代目として英昌の養子となぅ、宗班の一輪牡丹を擬して]11に新 

船1 思を加へ、世に賞せられた。又大森波と稱する波の高彫も此の人ょ4まつた。殊に武S頗る妙 

|を得て居^。寬政十年四月、年六十九で死んだ。長子秀永、五男英滿を始め、子孫門人に業V」つr者 

一が甚だ多$。 ズ 

一|その他11|1!—勤1M-M-tiは大學頭の藩士にして、^1英秀の門人である。彫刻はをの專 

|1ではなくして、/2<餘暇に鑽をとるに過ぎなかつたが、色給笑しくして繪A1の^穿色の好があつ 

'た。一時京阪の間にてれを&&する者があつたけれども、凡H!輩の及ば1であつた。他に 

一齡祗を開5た取、1-|なる者がある。、か壽は筑後久留米の人にして、はじめ江^に來つて极谷英料のド 

jに人つ/2。のち^-ハ^-が^-の?3きとな6、馬或は獅子の如きはょく師風を守'^、宗與に說らな1/-作が 

一あつV、甚だ溫和である。彼の一生の細工と傅へらる、は、嘗て藤州侯の大小刀の鹤へ百疋の馬を高 

(彫にして、金百兩を贈つ/2ものであるといふ。次にへ石か1-寬とて1宗珉の門ょぅ出で、はじめは納子 

一を好んで%いたが、のちは草花禽獸をの他、人の體めるに仏せて何でも彫つて與へた。何れも絲跪k 

して巧みであつ-^。此の人は享和元年九月に年五十八で死んだ。文政天保の頃世にあつた菊ハ宗士ぃも 

菊をしづめ彫にする乙とに妙5:得て、litに菊彫長兵衞と賞讚せられ、その作をょんで長兵衞菊と稱し 



々人の 派 忠 it 
一 第九章埋忠派の人々 

ル 

|一埋忠重宗、重隆、重〗pi裝劍金工の中で、特R&に於いて知られる人令^は、埋忠の一家をり他 

|がある。iし鍔エなるものは、足利末{C至つて大に進歩して、一門の專業を開いたのて、中にもパ劍 

Vエ埋忠の家は、夙に鍔の製作ic巧にして、その重吉、重宗、重隆の如き最も知名であつた。埋忠重I1!* 

一は三條小鍛冶宗近の末孫にして、代々京都に住し、劎エを業とした傍、裝劎具^造る乙と{C巧みであ 

\つた。將軍義滿に仕へて、命によつて鍔緣頭を造つたもの、今も上作と稱せられる。ついで埋忠重宗が 

一出でた。宗近十九代の孫と稱し、稱光天皇の應永二十三年勅命によ$、初めて梅多mといつたのを埋 

一^•と改め、fnl時に家紋を定められた。蓋し梅多mとは宗近の領地の名であつたの.た。埋忠重吉は、宗 

一近の二十五代目と稱し、十三歲の時將軍足利義昭の近習とな6、のち明壽と號し、豐臣秀吉及び秀次 

|秀賴に仕へた。乙れより先、裝剣製作の術が久しく表へたのを、重共の出でるに及んで、諸_の劎Hの 

來6學ぶ者Mる多く、殊に鍔の製作及び彫刻に妙を得て、世に珍宽せられた。彼に於Sて、鍔の材料 

は鐵のみではなくして、眞鍮、赤銅等を;11ひ、形名21様も一派の意匠を劍めてゐる。降つて慶長年中 



人の 派忠 埋 

五六 
に、長州に住した埋忠正知なるものがある〇 の弟子にして、^•!•がの初めであつた。江ぢ 

一代に人？—f、fM*4s*ぎ知られ5奮は江S度住し、1S彫工にし 

\をQf-ぱCし紙金嘉く施い乙れを！jはがしたるが如き古色を附けてある。^'た目 

I T'f.^fす• 117て*4ス说たょぃ。その他 一5彫工には、s:wの前kTE-办があへs-l# 

一後に—ラ轉就蓮、蒙及びE、挲零翠_ t等があ？、皆；1風の彫刻 

|で|-|°?の一家で造つ2、赤銅等の龍の晏は、をの風雾8の龍に似て、眼の1に| 
一s、nfしてあべ1も細微—ので—。豐は寶勝五年、年七十九で死んでゐる。 

一sr I ノぇと十六化と稱する利け畫義がある。禱の位に叙せられ、頗る上手にして、®様一々意匠 

一を凝らし、その技術も蒡細密であつた。寬文の頃世にあつた。 

一一-^-^:::HB仰ほ鍔作の名家—めれば、同じく足利時代にf起した.^氏があろ。 

一一4し貪萩QSの、元您して、翌衞門と稱し、防州.^口に住した。怎製し奢S鐡地に透 

一⑽多4<f彫出しにしfのiる。地美はしく、11黑く、fの圆様—はしSるが、たtMf 

韶に乏しくして、上作の物|ない。また歡に先立つて、山城伏見に初代§-,と稱するものがあつ 

た。その姓—かにしないが、蓋し足利時代の初期に世にあつたらぅ。その製作の一は、fしてr 



々人の 派 忠 II 

鐡の質柔らかに、銪赤くして原く附若し、J1つ明珍信家の作つた鍔よ6も古い、圖様はM草雲等の棋 

様類ではなくして、!II水人物草木禽獸绦を彫刻して見事なものである。たとへば騎馬郊遊の圆にて、 

™金で點々と象嵌を施した鍔、或は鐵地に松の透しある鍔の如きである。形狀も亦他と異ぅ、中に®f 

一のものが最も趣を^して愛すべきである。又耳にも大小があつて巧{C出來、すべての方面で意匠に富 

(んで.qる。次ic叨珍の家に於sても此頃甲mNの外鍔の製作をなし、殊に信家の如き名家が出でた。彼 

Aは阎よぅ鐵の鍛鍊に妙を得たので、鍔の如きも亦手に應じて口在に造つた。地紋に棚'中、瓢箔、唐草 

一弓八幡等種々のものがあつてMV爪ひず、槌wのIjiはれて：Qる上に、錆びn然{C牛.じ、しかも滑かな 

一澤を冇して，gる、をの味甚だ貧玩に價するものである。明珍信贞はをの門人にして、作風信家に類し 

一て.qる。ほ元龜天正の.tnの人に、k蘭軒山吉なる表が、伊勢國桑名に住して鍔を造つた。鐵の鍛鍊 

一よく、作薄くして小Sい透彫があつた。亦槌Bを顯はし、鍺而に古びの乘つた趣に一種の妙味を有し 

\て.Qた。 

-ft^^^^^正：：次一豐臣時代の鍔エには堋忠一派の外に岡木犮治、小m原正次の如きがあつ 

た。友治は慶長年問の人{Cして、長州萩の岡本家の元祖であるといふが、その遺作は甚だ紀である。 

正次は州州小ra股に住し、慶長の頃51に肥前の唐律に移つ/a。鐵及び赤銅鍔のPの元祖であるとい 

艽七 



ふ、彼の子孫は或は江戶、或は唐津R住し、すべて細透に妙を得て.Qた。故に後世乙れに傚つたもの 

を皆小田原鍔と稱する。 

第十章江戶時代の鍔H 

友、恒、友次忠正等I江戶時代の鍔Hでは、長州萩中井氏の家R友恒があつた。善助と稱し、 

中興の名手と稱せられ、山水、人物等精巧なる彫刻又は象嵌にすrれてゐた。享保の頃世にあつ/2人 

てあらぅ。同じく長州岡本家には、岡本友次があつた。岡本友義の門人にして、しば-^江戶に來6 

てをの業を硏究し、順る熟！!してゐた。元祿の頃の人であつた。また江戶赤坂鍔Hの祖に西川忠正な 

る者があつた。鐡の®%ょくして、一種の鍔を出し、殊に多くは透彫であつた。赤坂鍔とて、世k賞 

讃せられるもの乙れである。明曆三年に死/だ。をの弟子^は守政と忠政とがある。 

i 专梦、正恒、若芝一江州豸双彫の祖と稱せられる喜多川秀典は、多く武者や仙人等を柿透に 

して現はし、且つ衣裳R布目象嵌を施し、しか本をの圖稳の簡單にして頗る古樸なるものがあつ穴。 

他に喜多川宗典と呼ぶ者は、秀典の後であるともsa、また秀典晚年の號であつたとも傳へる。藻柄 

子と號し、京都八幡町にあつて江州彥根住と銘し穴ものを造つた。伊藤正恒も、江戶に住して鍔エを 



以て幕皆こ.士へて，Qた。此の人は細透1:彫る乙と古今獨步の手腕があるとされ、一流の祖となつ/2 

をの死したのは享保九年である。他に長崎にか^•のあつた乙ともfしてはならぬ。若芝は二代續き、 

一初代かをは|^&|’とぃひ、戳爾の細エを學び、乙れを鍔に應用して彫刻したのであるが、ーー代目 

\群||は初代ょ-<^も優れた^かあ4、支那風の山水、遠贵の人物、或は風竹又は魑龍等を、渴筆寫竞の 

平一趣を&して彫つた。殊に蕭索として古色ある竹の如きは一派の價値ある1C足るものである。大に世 

\ 賞せられ、此の風に似たものを、すべて若芝と稱するに至つた。 

t 第十章甲胄 エ 

\ 胄エの一班金工中、裝劎エ、鍔エと共に語るべきは甲胄である。蓋し、鎌倉の時代 

■刀劍の裝飾には未だ名を知られたる工人なく、僅R南北朝の顷、相州の劍エ新藤_家の男に大進法祐 

一•のあつて、刀劍の肌に切紋と稱へて簡跟なる彫刻を施したもの、あつたに過ぎない頃甲もエには 

比較的見るべきものがあつた。旣に源平の初めに、京都に^•wai*®*守といふ名工が顯はれ、近衞天皇 

〆ょ-〇峨.街が號を賜は-ON、E-冑の製作を!§|としたのである、乙.れ_街の家の起源にして、文治年中賴 

辦の顆紆ヒ鎌^(C問くと共に、移つてZL、にあ.ぅ、「鬼毒」といふ名甲を始め、多く〇甲胃を作つたとい 

五九 



ふ。子孫十數代、明珍を稱してその業をついだ。 

一明珍の 一 罾—一足利時代に於ける明珍の家には、をの中興の祖ともいふべき宗安が出で 

、ゐる。卽ち明珍十代目にして、九代、宗政の子である。將軍義滿の命に依うて、白星金甲及び唐綾 

緘鎧を造う、重祿を賜は〇た。をして、初代宗介から此の宗安に至るまでの作を、明珍家十代の作と 

稱し、世に重寶とせられてゐる。足利氏の末には明珍十七代目の義通が出でた。大永享祿の頃、京都 

j 一條堀川及び常州府中又は上野等に移住し、名手にして後世三作の一人と稱せられる。その子義高も 

一また名作を遺した。又前に鍔Hの條{C述べた明珍信家は、初め名を安家とS3、明珍十六代目義保の 

子にして、右近將監と稱し、永正天文の間、上州白井よ6甲州府中^經て相州小田原に移6住んだ。 

|その製品中、「諏訪法性」の甲は最も有名である。常のが：よ6長く、裏に詉訪法性大明神の銘がある。又 

|卅二間富士 mrpがあ6、六十二間勝山甲がある。裏に般若心經を一面に彫つてあるので、心經甲と稱 

するもある。世に十四代r長、十六代義保の弟義她及び信家を加へて、明珍三作と稱するのである。 

\ I江戸時代の明珍I 14の家、豐臣氏時代には十九代に宗家、二十代に宗#があつた。宗家 

は久太iと稱し、天正の頃江州安土{C住し、德川家康の命によつて大圆平頂山尊靈甲を造つた。宗信 

は大i#と稱し元和の頃、攝津大阪よう江戶に移6住んだ。然るに江戶時代に至つては、中胃のエが 



X 宵 甲 

漸く袞锨し、明珍家の如きも早乙女家と共に僅に家名をルめるのみで、甲胄を造る事は殆ど絕ぇ、却 

つてその技術を他の需川にrpjけて應川し、鐵或は銅の打物を以てU川品を造-^、精巧の作を出したの 

である。をの明珍二十四代宗介の弟子，1C、明珍宗察があつた。式部と號し、江戶に住して精巧の作を 

出し、鐙金物の彫刻等に见るべきものがある。享保頃世にあつた人である、^た元祿の初年越前侯に 

抱へられた明1 ノ吉久は、小左衞門と稱し、世に越前明珍と呼ばれるものである。甲育の外、鐡製にて 

龍鳳の類の、仲縮自在なるものを作う、何れも精巧を極めてゐた。斯くして、明珍家は鍔その他の小 

物師の家となつて了つた。 

|「早乙女家の人々I甲胄Xの他の一家なる早乙女家は、足利の末に起る。卽ち明珍信家の門 

|下に早ひ^•なる者があう、下野早乙女の人{Cして、のち信家の女婿とな6、相州小田原に住して 

家をgし、つSで常州府中に移つた。をの子孫徳川時代の世に至う、水戶家に仕へて代々兜の佳作を 

一出した。-Rほ天文中家次、家親等の、別{r早乙女と稱して中窗5:製するもあつた。同じ頃常陸にあつ 

一た.1和、^*№1*とは別の家である。しかし此の¢1以後の早zl»か家には特に語るベ$名Xも出でず、J1る 

べき逍作もなかつた。 

六一 



エ金彫 他の 其 

山ハー】 

第十二章其他の彫金工 

I後藤隆乘とg宮長常I乙れで武器に關する金エ家は一通ぅ見たが尙ほ京都にあつた諸家に觸れ 

て置かう。德川時代に於ける京都の裝劍彫金工は、諸家諸流が入う交つて存在した。先づ後藤の一派 

には、後藤光乘六代の孫に後藤隆乘があつて、圆樣に一種の風を出し、繪風彫刻に巧であつ/2。中に 

は後藤通乘の作に紛れるやうなものもあつて、當時の名人と稱してょい。享保八年九月七Uに死んで 

ゐる。稍降〇て、京都隨Iの名工と言はれる一宮長常が出てた。彼は越前の産にして、京都にあつて 

^•井氏の弟子とな$、また古川善長にも〇いて學び、且つ古作を硏究練磨し、苦學數年の後、oaに 

一派1:創めるに至つた。殊に彼は幼少の頃から繪畫を好み、その道に達してゐたから、彫刻をffl:門と 

するやうになつて後も、箏、土筆、蝸牛、蛙等の寫生を得意として人目を驚かし、終には龍、或は獅 

子、人物等を、時に11み心に應じて縱橫自在に彫琢するZ1とが出來た。嘗て光格天皇の朝に、御衝立 

を調進し、をの賞として越前大椽を受領し、乙れょ-CN一宮越前大椽源長常と銘してゐる。又天明年中 

朝鮮國王から淸の乾隆帝へ獻上のための手爐の製作を依賴せられるや、長常は大に意匠を凝らし、下 

給を應擧{C乞CA、手爐の火屋には八重菊の透彫を施し穴。をの精巧なるZ.と、見る人として感賞せな 



r渚はなかつたとSふ。故に時の人は彼の彫金を以てM«I.の繪畫と並び稱し、また橫谷宗班と東西相 

對して呼んだ。天明六年、六十七を以て死んでゐる。 

\，—大月光興、池田興孝、岡本尙忠か!&•は、享和の頃に一時江戶へ下つ？ともあるが*をの前 

一後は京都にあつて知られた。下紛にたくみにして、名手と稱せられ、をの門下k學ぶ者が頗る多かつ 

其た。i•の如iれである。:は性酒を磬、甚だ■であつたが、IV彫るのk最も妙を 

他|柯、その彫法器用にして&1在に活動し、圆様も亦趣味に富んで居た-明治初年の大家加納夏雄は實 

"に此の伽^.の門から出で、ゐる。fs]®^*f^»^»も亦當時の名工である。彼は辦屋i?治の弟子にして、§桃 

彫|を1齡£-|とss、f is-sと4した。鐡の鍛冶に於いては古來此の人の右に出でf、 

t獨步と稱せられ、その作大に世に!^.§られる。元來、鐵鑽エであつたから金、銅、赤銅、K分一等 

Iを材呼として作つた裝劍具も、をの一®は綺麗なれど、何となく鐵露の趣味を齡し切らない。彼の 
H W 

死んだのは安永九年である ？ぃ 

I油171汝？、永蜂、宗田又兵衞、後藤一乘」M-is!?'は、もと家風にて、毛彫象llliとITふものを創# 

して一派をなした。高彫にも粒Maにも、各々精妙なるものがある。^^樣は元祿風にして、例へば四條 

の納凉、又は花見、又は乘合船等の、人の群集した布樣をぎ繪とし、毛彫片切を施した繊麗の技術が 
六三 
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六四 

あつた。、1iといふ人は、その姓氏等5:詳にしないが、二代あつ/2といa、父よぅも子を世に知ら 

れる。その彫法は甚だ奇麗にしてである。殊に武者人形など勢を含んだ人物にすぐれ、顔面の表 

一現などには特別の注意を拂つてゐる。宗田又兵衞は納子Xの名人にして、所謂大名納子といふものを 

創意してゐる。乙れは一筋は蚋子、一筋は®yし、^た一筋は納子といふ風に"段々に納子を蒔いた 

Iもので、をの納子の間を磨く乙との技倆は、甚だ困難なものであるのを巧に仕上げてゐる。此の人が 

一死んでから又行ふものがなSとSふ。後藤一乘は京都にあつて後藤家掉Mの名をなし/2人である常 

時江戶の本家後藤には、十六代目の方乘があつたけれども，家風が漸く衰へて世に行はれなかつたが 

—••&は於iM«m*の子として生れ、大に'2.のことV:鱗じて下繪R意を用a"新Is]を案じて當時の名畫家 

一&池容齋に下圆を乞ひ、繪風を混じて一機軸を出し/2。爲めに名聲一時に鳴る乙とを得た。怡名當時 

一江戶には河野春明があつて繪風よ$出で、家風に入ぅ、世上よ6大k賞讚を博してゐる時であつたの 

一で、東西期せずして名工の；を見た。彼はIJJ-I治九年十月十七：^、年八十七で死ん’た。 

\一大日釜調、宗田直道、墨江武禪I轉じて大阪の金工を見るに、釜調、直道、武禪の三人が最も知ら 

'れる。火0«を1.は人と爲-CN肥ぎにして、數慰に居て船6に名作を出した。をの作風眞卒奇拔にして見 

る人をして自b快活ならしめるものあ-〇、大に時人に賞せられ/2。彼は又俳人としてをの名を遠近に 
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エ 企 彫の 他 其 六六 

知られた。か03«||31.は、人物の彫刻に妙を#、高彫肉合彫共に力强き特色あるものを遺してゐるが、 

をの航2については詳にしない。墨江武禪は天明中の人にして、大阪舟町に住し、をの遺作には浪華 

®頭與兵衞作と銘したものがある。毛彫の上手にして一流をなしてゐる。又畫をょくして名を知られ 

る故に下繪.の如きは自ら乙れを試みて甚だ自在にして、大に見るべく、その作至つて風流である。 

一一辻充昌^江戶時代諸國H松せる裝劍Hも亦少しとせなv»。卽ち迁充昌は近江の 

一人にして、江戶に出で、橫谷宗與の門に入-^、咬'/2奈良風をも學んで、忽ち上達して一家をなし•故 

國に!!■つてをの業に從つた。をの彫刻、美麗icして墨tts風の象i又は高彫、毛彫等のものがある。少 

し於弱の感はあるけれども、決して凡作の及ぶと乙ろではない。彼は安永五年十二月十九日に死んだ。 

美濃(Cは光曉なる者が住して.Qた。をの姓名を詳にしなSが、作法は模樣高く、深き彫6方にして、 

|金鈒赤銅等を用ゐ、秋の野などを彫刻してある。をの緣の如き、天井までも金着にしてゐる。加州金 

j澤には與四郞鍔の工人以後名家が多い。中(Cも吉重は五郎作と稱し、國永と共に彫物に有名で、繪は 

一金森宗和の畫エ宗佐に學び、寬永の頃^•州侯ょ$各i五十俵5:賜はつてゐた。吉則、吉國、森方、吉 

次、吉平等はその末流として知られる象嵌Hである。 

一泰山元孚、矢田部逼壽、萩谷勝常陸の水戶も亦金工の31，であつた。先づ泰山元孚がある。此の 





31 企 彫の 他 其 

: 0 

人は四分一材に和漢の武者を彫刻する乙とを最も巧とし、その外賢人仙人の類^彫ぅて、乘意の風が 

あつた。殊に奈良風の模造に妙を得、をの技巧綺麗にして賞玩すべきものが多い。天IJiJの頃を最も盛 

|ぅとした。九十歲Rして死/Lだが門人は頗る多い。矢田部通壽は同じく水戶にあつて•功K-彌のP'J人 

1てあつたが、のち奈良利あ¥師として一派を開いた。最も氣象ある彫刻にして、氷戶^於いて所謌中 

一興開山なるものである。明和五年六月一日に死んだ。最近の水戶の金工としては萩谷勝平がある。彼 

一はをの地の藩士にして、彫刻を兄勝久に學び、ょく古作の鑽法を會得し家風繪風及び奈良風等を、各 

一各區別して模刻する乙とに巧みであつた。明治十九年、八十三で死んだ。海野勝珉はその門から出で 

jてゐる。 



第三編木工(漆H、蒔繪ェ)の沿革 

第一章木工に就て 

\ ^^^木工は石工’金工とfnjじく、原始時代よ6行はれたものと言ふべく、f 

H |の材料たる樹木は、陸上の大部分に於％し、^挺■するを将たのでぁるから、地方に 

に一依つては却つて金石のエよぅも夙く知られ且つ發達して居たかも知れない。殊に我が邦に於ては、金 

一石の利川は稍特殊なる技工と認められたるに對し、廣義の木工は寧ろ普通のあぅぎれたる技工とせら 

就|れた<1と、昔も今も變-CNはない。卽ちその最も著しき例は建築である。建築は固よ6木工の專業にMT 

てIして.Qないが、しかも我邦に於ける建築は、をの殆ど大部分が木工者の手(C屬してゐる〇乙れは古今 

一をMじて然-=Nである。金屬は勿論、石質土質を主材とする建築は、過去のU本に殆ど見るところなく 

|彼の最も木邦建築よ6遠ざかれる天主開の如きも、主要の材料は皆木材である。船んや寺院、支那風 

建築の如き亦然〇で、彼の地にあつては石質若しくは土質7r以てするもの、我れ(C於いては木材を骨 

皮とするV;常とした。現に近來に至つて泰两の建築様式多く輸Mせられ、をの材料ic鐵骨、或は鐵筋 



て 就 に X 木 



を用ひ、龄虹をぼみ、石を築き、或はt凝士の如きを塗ると雖ども、それ等すらfMJ'ほ多量の木材5:用 

Sるのみならず、様式形體は金石土質を用aる如く見せかけて、をの實は木を骨とし、筋とし、或は 

一皮として、i"ごまかしたる建築の、如何に多きかを見れば、我邦の建築と木材、從つて木工との關 

|係の頗る！^なるを知るであらぅ。 

古一311rtHMMH更に、それ等建築の內部の装飾、日川の調度、儀禮の備品等に至つては 

一をの殆どすベてが木工に依られたものなるを知る。金工、石工のものも、勿論古くょ6ないではない 

| •か、如可こ占Rであつても、今；：：！と同じく、金石品の木口Sに對する割合は、十が一にも足*^なかつた 

の一普でbる。をの千年餘を經たるもの、、今日に傅はらないのは、木質の比較的腐将し易く、殊に風土 

木一に暴露する時は、十年^」待たずして形を止めざるに至るからである。されば、神代前後のもの、今に 

一傅はる木工は全く見ずといへどち、木工のf齡的發達してゐた乙とは、伊勢神宮¢0-御料品などに依つ 
一ても明かで—。太ホの飮食器、容器等には木工の手になつ交のが非常に多かつたに違ひない。 

\ 第二章古代の木工品 

一法pil,#l玉蟲厨一^一今z.、n等の物の中で、最も古しとすべきは例の法隆寺玉蟲厨子である。 
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乙れについては旣に、繪畫の部をの他で述 

ベてあるから、繰返すのは煩Sいけれど、 

I通ぅ語つて置く。乙れは現に大和國法隆 

斑寺1Cあつて、推古天皇の御物にして、もと 

橘寺にあつたのを同寺衰微の後、乙の寺 

に移したと傅へられるが、一說には、さぅ 

厨ではtくて、元來同寺のものとも言はれる 

何れにせょ純然たる飛鳥朝のものであるM 

子 
と、をの速築の様式繪畫の特色等から動か 

衂し難い。乙れは背殿形の樣式を供へ、高き 

£臺座があつて、全體に漆を逾6、柱、頭貫 

組物の小口等{Cはすべて金銅透彫の金具を 

打ち、宵殿の方の金11-の下には玉蟲の羽を 

伏せてあるので、此の名^有する。^して 

七三 
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臺座の足には密陀僧を以て彩色の模様が描かれてある。その模様は龍を圖案化したもので、ぅまくg 

廊內を埋めてゐる點は、實に嘆mすべきものと云はねばならぬ。しかも全の色も高r.1.]'にして、曲線の 

性質强く、龍を模様化したものとしては、美事な出來である。又須彌座の天地{Cは歡_があるが、それ 

は後世のものとは形も違ひ、表面にはホニIサックル?:歡，M5で描いてある。宵殿屋上の聪愿も匬め 

て鮮やかなエ作で、形も頗るょく出來てゐる。要するに、此の玉蟲厨子は、木エ品として、我邦最古 

の遺物たると共に、美術エ藝品として頗る價値あるもので、殊に、漆工の起源を語る作品として、特 

筆大書せねばならぬ。f/.]'ほ木工品の範圍に入れるのは如何であるが、木彫といふものも、東洋(C於い 

て最も進步した藝術品であつて、その最古の例を同じく飛鳥時代{C見、法隆寺夢殿如意輪觀音像等數 

多く遺つて居るが、乙れ名亦「彫刻」の卷に！!つて、以下その方面は餘3語らない乙とRして猾く。 

武時代の木工Iっ5で法馨の？られた1:!21:}||の頃は、空の著しく雲した時代 

であつて、彫刻その他エ藝美術の一般にf日?7^て金材を用aる乙とが多かつたから、木工品として餘6 

多く si皇なぃ。しかし办&客の大寶年中に器を定められた際、■に畫エ司、！111擊も 

置かれ、同時{C漆部司といふのがあつたのに見れば、木工、殊{C漆器Xの重んぜられた乙とは認めら 

れる。た <、をの時代の遺物としての、避?#0傳來品はないのである〇然るに.ルル.の天平時代に 



X 木 の 代 古 

Aると、所得美術上の黃金H.lf代であるから、各棟のエ藝美術、異常なる進步をなし、その眼覺ましき 

光彩のは、今に正倉院の御物をの他ic'b^つてゐる。先づそれ等の木工品中、第一に擧rべきもの 

は木彫である。木彫は]ILに二大別して佛慄彫刻とをの他とにすべく、而して佛像については別卷彫刻 

の部にて語らないが、をの他の木彫中最も著しきものは伎樂の面である。311大寺に二十面以上あ 

I ,, -るが、f i法 

f mH 一 

txJ 

こ 

ある_ 

鮮やかにして、潑揦た 

る表現は後代の舞樂面 

能而の及ばざる味を出 

してゐる。次2Cは東大 

寺の勅額てある。中央 

金光明.四天皇護國之寺」と一一行に御き、緣に天部の彫刻を施した、可なう大きな、立派なもので 

象 ̂ ^ ^1次に佛像の知1^^、木彫の佛像には.多く木ェのものを収付けてぁって、 

をれ等にMれたものが数ぁる。例へば法—の紀■の^^唐招從寺千手響の光背の如き、f 

七五 
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代表的のものである。彌勒像のガ齡以、後世の柄鏡の柄を廣くしたやうな形R上部を圓形とし"をの 

下方こ長方形の部を述接してある。をして圓形の中央には鳳凰を現はし、周圍に.雲を配し、下方は寶 

一相華を彫う出してある。をれ等の意匠が巧みであるばか'^でなく、技巧も極めてすrれたものであ 

一る。千手觀音像の^^、圓形ではあるが、てれは木の露になつて、中央に蓮花を現はし、次に放 

射狀の模樣があう、次に忍苳模樣を現はし、更に寶相華を廻らし、猶ほ乙の外廓にも寶相華の様な模 

j樣を突出してある。そして、忍客模樣も寶相華模樣も一つ宛纒つ穴ものが、間隔をもつて輪をなして 

一.Qるのは、此の光背の特色で、その一つだけでは餘6面白くないが、全體としては、ょく圓形を塡め 

Iて，Qるのである。その他光背ではなSが、}IX大寺法華堂の天蓋は、中央に蓮花を作{、寶相花を星の 

やうに八方に附けたもので、!k蓋としては頗る面白い意匠である。 

第三章正倉院御物の木工 

|一正倉院の御物(上)一次に擧rべきは正倉院御物中の木工、漆工品である。その伎樂面は東大 

'寺のものとは種類も異6、すぐれたものもなか-^多い、又樂器類^、螺鈿、象牙を篏入し、或は彩 

色畫を施した如き、極めて精巧なるものがある。一二の例を示せば紫檀に染象牙を嵌裝し々•琶琶があ 

七七 
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七八 
i-ft;めん ごAで.，, 

る。そS表の撥而は皮に狩の彩色畫を描き、上に漆を施し、背而は染氣牙の花鳥模様を出してあ4、 

〈一;様ょく調ひて、牙の染め方も至つて巧妙である。同じく五絃の琵琶にして、1糸gJC.gの模様を彼 

一し、撥面はm甲に螺鈿を以て駝背に跨-^て琵琶を彈ずる圖を裝したものも、全體の製作精緻を極めて 

jゐる。又阬咸がある。紫檀{C螺鈿を篏裝したもので、ggには三婦人の阮咸kgずる彩色繪があ.^、 

背面は華蔓を啣んだ鳥の圖の螺鈿模樣を施してある。その外二個の箜篠，の殘缺、木製でなくて竹製で 

一はあるが笙、尺八の如きもある。 

一^—倉院御物(ITIrl又碁局も逸すべからざるものである。r<_れは紫檀製にして方一尺七寸二 

分高S五寸二分あぅ、盤面の界線、側面、脚部等の装飾には何れも齡沪を傲|?し、精美の艇ビ至つて 
^ iVめ^•フデ 

|ゐる。ム、の侧面の染象牙にて篏した圖には、獅子狩又は駱駝を率ける樣などを現はし、又碁石を容るべ 

一き筒は二つとも龜形をなし、環を摘んでその一を引き出せば、同時に他の一方の筒も突き出されるエ 

夫を施してあ4、又此の碁局の宮は鼈甲張にして、金銀彩色の模樣を施し、龜甲形の界線を象牙を以 

|て施してある。次icは木彫の盤がある。身及び蓋共に木彫にて、アサンサスの葉{C類した草花式の彫 

刻を施し*金銀張の彩色を加へてあ1作にして透彫があ6、形狀の美、技術の精、共に大に見る 

ベきものである。 



エ木の物御院倉K 

1—1その他の御物(木工)I正倉院御物中にilる木工品 

中には、右の如く木而あ'^、^;-.Jあ6、s.fc比^をの他の 

樂器あ々、木盤あぅて、その種類も多く、且つ技法の 

上icは彫刻の外に象雜の法盛に用ひられ、殊に螺鈿 

と象牙の箝入との技術に至つては、當代の特色とし 

て注意するに足るのであるが、更に面白いのは彩繪 

である。卽ち此頃繪具を以て器物を紛钸するにU主 

として乙れを|1]ひ、大寶令に定められ穴盡エ司の如 

き、謀ら乙れ等の粉飾を業としたのであるから、色の 

配合模様の描き方等極めて巧1Cして、其美麗なるC 

と後世の及ぶところてはない。且つをの繪具は容易 

に娜&することなく"又薄く面に漆を施したものも 

あつて、今=你ほ新調の物をiiるが如き生彩がある。 

をの主なるものには、綠地彩繪営とて、木製の小宮 

七九 
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八〇 

にて地を白綠靑Rて塗：々、花鳥の模様を描き、裏は錦を張つたものあ3、蓮花形彩繪盤とて、蓮花 

形の盤一對、每瓣の表 

裏とも、極めて美麗な 

る彩繪を施し、ム、の圖 

には菩薩あ-^、伽陵頻 

伽あ3、鳥獸草花あA 

塔菩薩の天衣、鳳凰の羽 

翼の如きは、木の葉を 

以て巧1Cをの形{C模擬 

してある。又花形彩給 

臺とて、縞柿にて造4 

緣と脚とは蘇芳色k塗 

A、金鈒の泥繪を施し 

甲板並に脚の形狀、彩色繪に對してよく調和したものがあ6,八角彩繪臺とて、十數種の極めて濃厚な 

參一議 
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る色を以て、緣及び脚部に寶相花を描いた、花形の緣を盡く曇澗，V■以て彩色!,た精美なるもの等があ 

る。N；れ實R、當代木工美術の耥の鞑なるものと稱すべきである。斯く旣に天平時代に於て木工の發 

達著しきを見たのであるが、しかL未'た漆及び辟繪の技法は進んで®なかつた、をの方面に一條の進 

一步を示したのは實に、平安時代に入つてからである。 
\ 

一 第四章古代の漆工 

I漆器の淵lill!l_l漆器は云ふ-iでもなく漆を塗つた器物の乙とであつて、漆そのものが束 

|洋特有のものであるからして、漆器も亦朿洋、殊にU本に主として產する。支那の太古に於いて、漆 

|を以て竹簡に蚺蚪の文字を#Sた事實があるを以て兑れば、をの起源は遠く同時代に起つたものの如 

I くである。舜は漆を以て食器を製し、禹は祭器を作-^、周代JCはillを钸{、弓1途A、{?'.室を裝飾し 

一たと云ふ^とである。しかしその法は我が邦に傳來せずして、我が漆工の技は、別^:發達したもの、 

|如くである。而してをの技工が、神代に於いて旣に存したものか否かは、徵すべきとZ:ろがないが、 

矢の根を繼rlc漆を川ひたかとMはれる形跡もあれば、或は旣に乙の用途の知られてゐたかも知れな 

い。しかし諸神の中に、特に漆工^因んだ名(i見常らない樣である。 

八一 
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Sに依れば.我が邦にて始め 

て漆の發見3れたのは‘貧ぎ御代にぁつて、 

日本武尊が大和の宇陀の阿貴山ic遊獵し、手を以て 

木の枝5:牽き折6たまひしに、をの木汁黑くして| 

はしく、^の乎を染めた。尊が；0がAs艇杭かきを召 

し、此の木汁を以て飯好07物を塗.つて奉らしめ、！！ 

に宿彌を以て爲した。A我が國霞S 

めであるとは、「本朝事始」に見ぇてゐる。けれど4 

ム、れに先ちて、**1:へ3御代に、11:^*^-とぃふ 

者があ4、物部氏にて、乙れがg^r連の祖であると 

傅へられる。をの子孫世に業を傳へて、漆工をmし 

て思たらしいから、蓋し日本武尊の漆部官は、#'の 

漆部にて.孝安天皇の御代の漆部を以て、我が邦g 

漆の始源とすべきであらぅか。然しその時に製作し 

八三 
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八四 

たものは何物であつたか詳かでなS。 

I奈茛朝の漆工I孝德天皇の御代ic至6、漆部連の漆工を督する^罷め、页に漆部司を置 

きて漆工を督せしめ、又諸國の漆部をして、をの製すると乙ろの漆器を輸して、調に充てしめられた。 

天皇又詔して、1撕の制を立て、棺を漆.V」以てその際層を塗らしめ、又冠製を定め、冠の背に漆塗の羅を 

用aしめられた。乙れょ.り器物に漆を施すこと益々多さを加へたのである。次に、天智天皇の御代ic 

.(i、始めて赤塗を用aて器物を裝成tるに至6、髹漆の法も頓にI變した。文武天皇の大寶元年、別 

して漆器は凡て工人の姓名を顯せしめ、粗製濫造の弊を絕ち、又諸國の民に漆工の業を勸め、戶每に 

課して園地に漆樹を栽裘しめた。乙れよ-〇髹漆の業大に進み、聖武天皇の御代には、或は漆を以て繪 

畫を作う、その他の進步した技WをMた。しかし、未だその頃には漆工が大に發连したとは言ふを得 

なかっ/2。乙の最も見るべきもの、出來た5は，平安朝以後でぁる。 

第五章平安朝の漆工 

平安朝の黍II_平安王朝に入るや、風俗漸く華美に流れ、エ藝も精巧昔日に倍するも 

のがあ6、漆器にli殊に蒔繪に於て見るべきものが!II來て、平塵、末金鏤、+昨繪或が應用せられた。 
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八六 

ilatとは細末の金1:器物の全面に溢く撒いたもので、末金鏤とは漆の上に金の鑪粉を撒いて繪模樣を 

作6、再び漆を塗つて其の模樣を磨ぎ出したものである。又後世平蒔繪と稱するものも盛に用ひられ 

た。而してをれ等は種々の色彩を漆に和し、或は金銀1:交へ巧に模樣を彩つたのみならず、をの模菝 

一の描き方に於いて、始めて日本的の趣味を顯はし、彼の支那風の規則的に相並んで變化に乏しく、配 

平|色の繁IIIにして眼ic煩はしさものと異な6、自然の筆に任せて變化を弄し、一輪の花、一羽の鳥にも 

安餘情を圖樣の外に呼び起Sしめるが如き一種の裝飾圖をば描き出す.に至つた。 

朝一I平安朝の遣品Iそれ等初期の漆器の代表的遺品としては、京都の仁和寺にある踌繪法文 

のI册子宮がある。乙れは弘法大師が入唐の時に求めて來た眞言密敎三十帖法文の冊子を納れる爲に作つ 

漆一た宮で、蓋の表にその銘がある。全體は黑漆をかけ、/-、れに金銀の蒔繪で寶相華及び伽陵頻伽を現は 

e して.Qる。卽ち伽陵頻伽を主とし、Z1れを圍つて寶相華が全體の空地を塡めてゐる。多少の形はある 
n!一 * ひっしゅ 

一が、先づ散らし模様と云つてょく、その圖式は唐風であれど、筆趣は旣に日本的な優美な樣を表はし 

■一 且つ時代の%かな.るものであるから最も貴重せられてゐる。同寺には他に蒔繪の寶珠宮がある。乙の 

宮は宇多天41の御遺物と稱し、寶珠を納れた宮である。全體に損傷の箇所が多いけれども、黑漆に平 

祖を蓓き、金銀の蒔繪を一;き出したものにして、間々附誊を以て圖を補つてある。その寶相花と鳥との 
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描き方は、筆が輕くして、宫以上に日本趣味を表現してゐる。但し製作年代は册子宮に後れてゐるら 

しい。延曆寺kも此の二つとIM'Jじ形式の蒔繪經宫がある。同樣に蒔繪t以て寶相華を現はし、一つの 

|中心を作つて蜜相花4:圓く配した大きい模様が宮の上面及び左右側面ic二つ宛上下兩侧面に一つ宛、 

j描いてある。 

平| |平安朝の後期一更に藤原氏の攝關時代に入れば、器具その他に髹漆描金を應/IJすること 

安|益々盛となぅ、や.の世に延喜式5:制せられるや、美濃、上野、越前以下十五國に、その產する 

朝一と乙ろの漆をSSがしめ、又內匠寮に於て使役する漆工は他の業に遷る乙とを禁じ、漆器の製作を獎勵 

の一せられた。漆工の業は乙れょ61層の進步をなし、漆畫•蒔畫の技術もいょ'^精巧加へるに至つた 

漆一のである。彼の、繪畫建築等の意匠に長ぜられた花山天皇は、親ら蒔繪の器5:作らせられ、硯宮に蓬 

エー萊山及び手長、足長の圖を描き、時人をして共の技の巧妙な〇に1 〖喚せしめられたといふ。又同天皇 

一の頃から、歡抓の氧數に伴ヂて、薛繪のエも益々精密を極め、地は梨子地の外に沃縣11とて金粉を以 

一て全體を塗-めたものも製し出3れ、又磨平蒔繪等の外に、金銀の截金又は螺鈿を篏裝する乙 

'とも行はれて、遂には乙れを器物に施すのみならず、佛寺殿堂の柱梁檀楷等の裝飾に用CAOに至つた。 

一凰虱1と中l-tI字I卽ち今日に現存する鳳凰堂の內部、天蓋*资Ir&寺は、黑塗に螺鈿の焚相 
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£• 

華を街_し、中尊寺金色堂の內部は悉く金梨子地k螺鈿の模様を施し、をの柱には辟繪の佛像を描い 

てある。斯くて此の頃ょ6單に器物のみに止まらず、室内の裝飾として盛1C蒔繪法を應用したのであ 

るが、乙、には當代木工の實例として。先づ木工には、鳳凰堂本尊天蓋がある。乙の天蓋は、内部を 

折上組入天井とし、軒は透彫で、唐草模様を現はし、51R木彫の垂れを〇けてある。乙の垂れも、 

寶相華の51Tし模樣で、その線は一して輕く、木工としては頗るすぐれ穴ものである。の代當の傑 

出したものである 

『他の遺品I次に漆工として、高野山金剛峯寺に&る蒔繪經唐櫃がある。乙れは經卷 

を容れる、脚のついた唐櫃にして、金梨子地に澤邊に、菖蒲の花が暌Sて、小鳥の飛び遊んでゐる圆 

を蒔繪にし、鳥と花とは多く^5船を用ひてある。脚部、『盡裏等にも蝶鳥唐草の模樣があ6、殊に懸子 

は巧妙の作にして、精密なる金銅透彫の圓き花形模様^彼し、螺鈿をも點裝してある。藤原時代中世 

の作とSれるが、優秀のものである。大和當麻寺の俱梨伽羅龍蒔繪錫杖宮は、佛家の用aる錫杖の頭 

を納れる！5であつて、墨塗に俱梨伽羅龍の蒔繪がある。蓋-俱梨伽羅龍とは、不動明王の化現した形 

である。地は梨子地にて、繪はすべて觀妝である。その火傾.など、巧に濃淡を作'^、精緻を極めたも 

のである。恐らく乙れは當代末期の作であらぅ。をの他、前に述べ/2鳳凰堂佛壇は、黑漆の上に螺鈿 



を施したものであるが、今は螺鈿は少しも殘らず、 

た<船Sを止めてゐる。又法界寺阿彌陀堂一卷柱は、 

柱を布て包みその上へ漆を塗*^、Z.れに^藤の11を' 

描き、像の間には唐草模樣を描いてある。またもと 

法隆寺に傳はつて、今は御物となつてゐる蓬萊111を 

111に蒔繪しS、同じく御物でt螺鈿に鳳形の 

wgを彼入した大形の唐櫃、同じく御物である水に 

於8Sを？SiとしS箱.柬大寺sf螺k S 

相花を彼裝し左机などは、何れも有名のものRして 

當代中期の作と認められる。 

第六章漆近世の漆工 

1111倉以降の漆工I次に鎌倉ょ6北朝時代に入つて 

は、一般の藝術が次第(C降6下になつ*如く、木工 

九一 
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九四 

殊に漆工品も鎌倉の初期にf/.Jほ藤原時代の面影を止める外、別に新祓も出1かつた。卽ち辟繪の如 

/前代の緻巧，^.襲3、粉の蒔き方などは益々手際がょくな6、又金貝など5:多く篏裝して、華麗を 

一增したのである。しかしをの國樣は多く模範を藤原時代に取6、葦手に換へて漢字kて詩句を配し、 

をの意^描い/2ものなど％行はれた。穴く初期の作は特に精緻にしてMる見るべきものがあつたが、 

中頃以下漸次粗製に流れ、南北朝の頃に至つては餘程惡くなつた。をれ{C拘はらず、調漆の法は、 

一末年R至ぅ頗る進歩を！一はし、根來塗とて紀伊の國根來寺の僧侶の手にて食器の類に朱又は墨漆を施 

|し、或は墨地{C朱塗を加へ®Wしたものなどを作6出した。をの質堅牢{Cしで、色澤頗る美しいもの 

である。又木製の器物R模様5:浮彫icし、乙れに彩漆を施し穴ものも作り出Sれ、ZLれを鎌倉彫と稱 

|するのてあるが、その作は至つて手荒いもので、圖樣も素朴なものが多い。 

|一當代の遣 PH尙そH等の中ょ6、美術的遺品の一二を擧げて骽く。先づ徳川(義親)侯 

一爵家所藏の長生殿蒔繪手宮がある。乙れは畏生殿裏春秋富、不老lJIJ前日月遲の文宇を配し、をの詩意 

一を蒔繪とした手宫であ'Qて、多分當代初期の作であるべく、圖樣細密Rして、趣致の優美なものであ 

る。此の他當麻寺にある蓮池を蒔繪とした一丈一尺餘の曼陀羅厨子扉は、當代の初期の作にして、そ 

の寄進者の內、蒔繪師左馬允藤原貞經の名を記してある。又伊豫W三，S神社の櫛営は、詩句を題とし 
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て蒔繪したもので、中に小竹|14類も附艇し' 至つて精巧の作である。それから、松平(直亮)伯爵家て. 

藏である蝶旃草蒔繪中宮、土井子爵家所藏の浮線綾紋篏螺鈿の手箱等も皆有名なもC/Iであつて、鎌倉 
V 時代前期の作と見ねばならぬ。 

遊足利時代に入ると、 

萊他の美術品は比較的衰へたが、漆工は51 

繪に進歩して盛なる勢を呈した。殊に高蒔 

宮%及び梨子地の作法は全くZ1の時JC大成 

し、又icl制；の使>ij法、黑塗の術の發達等 

大に見るべきものがあつた。元來、鎌倉 

足利の時代は禪宗の全盛時代で、をれに 

つれて支那宋の文明の影響を受ける乙と 

が，著しかつたが、aと6漆器に於ては 

必ずしも3ぅではなかつた。成る程、當代の初めに支那の輸入品が頻ぅに迎へられ、美術H藝上にも 

火な〇影響を與へた中にも、推朱推黑の種類は彼の阈に於ても最も發達した時代てあつたから、をの 

九五 
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輸入せられるに當つて、一は目新しきと、一は素朴{'C且つ雅味あ〇が爲めとで、大に珍重せられ、門 

入など、いふ工人が堪ら乙れを模造したのであるが、をの他の漆器蒔繪に於ては亭：も影響を受けず、 
^ • • 

一却つ-C明の宣德天順の間に於て、彼ょう漆工を我邦に送6、蒔繪の術を(*習せしめ、又將軍義滿が明に 

|贈進するものは漆器が最も多かつたといふ如き、以て當代の髹漆術の發達を知るべきである。 

嵩 

紛 第七章蒔繪發達の時代 

發|一 高蒔繪の發達一而して、高！b繪の法が發達してその成熟に達したのは、當然であらうけ 
逢 

れども、また一方、當代の筆意筆力を尙ぶ宋元風の畫の發達が乙れに伴つた乙とを、忘れてはなら2。 

I蓋し、從來の如く優美を主とする日本繪樣を顯はすには、一#塵、末金鏤•平蒔繪等が最も適當の法で 
時一 っS 

代一あつたらうけれども、宋元風の繪畫の如きは、附書、若しくは二度書きの如く、平蒔繪では十分にそ 

一の趣を現はす乙とが出来ないから、をの必耍に迫られて、肉を盛-^上げとなし、その勁健なる筆勢t 

一示し/2のが、つaに進歩して足利の後半期、殊に東山の頃に及んで完成を吿げるに至つたのである。 

*彼の有名なる御物「%%%sll"硬箱」の如きは、實に高蒔繪完成期の作品と認めてょからう。而して 

その技術の成熟するに從ひ、和畫風のものも、高蒔繪又は高蒔繪硏出し取Aまぜの雜製作を施すに至 



つた。故{C藤原、鎌倉時代の蒔繪法が大和繪と傾InJを131じくし、當代の負族針#の生活を背景として 

出來た如く、足利時代の蒔繪法は宋元と趣を等しくして、當時の武人社會の生活ヶ-具現したも,Iと 
I •. 

一見ねばならぬ。 

\一 梨子地101發達一又b子地の發達は、他の金粉及び金貝等の製造と伴ひて、これも全く當 

W一代に完成したものである。蓋し梨子地は夙に牛塵と云はれて藤原時代に盛{C川CAられたこと、前來說 

繪 一く所の如くであるが、その實平塵は金粉製造法の上ょ6云へば平目にして、足利時代のム、れとは異つ 
3■一 
二て以る。をの今日の所謂梨子地は、鎌倉時代の末に起つて足利時代に最も兄)べきものあるに至つた 達一 ぬし 

;としてょからぅ。今一つ、當代漆器の特色として、塗師の名が世に知られ出したZ1とである。乙れ、 

;禪宗の流布につれて、淸淡5:好irの風は道具類にも及んで、蒔繪の如きは藤原時代の精緻、若くは鎌 
ff. _14つむし • • • • 

t一一 倉時代の濃厚を欲せずして、寧ろ蒔繪ょ6もill'質の塗6方^選擇するに至ぅ、紹鷗、珠光等の茶人は、 

一各々名工を撰んで、Cら捎抓してをの好む所を作らしめたのである。例へば奈良の塗.帥秀次は紹_に隨 

\つて多くの齡を塗$、子孫にをのHを傳へたといひ、をの他泰阿彌'淸阿彌も亦良工の名があつた。又 

羽田五郎とSふ換師が京都の妙覺寺法界門5附近に居て、その製するとCるの漆器を法界門徐：といCA 

大に-titに賞せられたとsふ風に、作者の名が塗物の價値づけること、なつた。又蒔繪の圆様は從來模 
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.1.0〇 

様又は花鳥の類が多かつたが、當代に至つ1;多く山水人物を撇すに至つた。名工幸阿彌道常は、Sら 

土佐光信の下畫を用aたと傳へる如きその一例である。 

I一當代の代表作一而して當代の代表作ともsふべき器物は甚だ多いのであるが、乙、に御 

一物の「葛細道文臺及び硬箱」1:脱Mして置く。乙れは有名なるものであ〇て、昔在原業平が、駿河國 

一宇津山を超ぇ、蔦紅葉の勸れる細道にて僧の修業者}C遇ひ、歌を詠みて京なる人に消息を賴ん•たとい 

ふ意を蒔繪としたものである。東山時代に至つて金粉製造の術が進步し、ょく丸形粉を作6、篩方も 

一次第に巧となぅ*又齡献使用法も進步の船にos/2乙と、此の作を見ればょく澥る〇又從來の跗書、一一， 

I度書等は、一步を進め、肉附の爲めに下蒔、卽ち炭粉を蒔く乙とも發明せられ、梨子地粉亦殆んど完 

全に製造せられるに至つた乙とも乙の器に見られる。乙の文臺硯箱はもと足利義政の愛玩品てあつた 

一とSはれる。 

I烏丸物と高臺寺蒔繪i斯くして發達の機運R會したる蒔繪は、足利後期に入つて將軍義政の風 

流三昧と相待つて、v>ょ<精妙なる技を熟成した。然るR元龜天正の騷亂あるに及んで、世の忽忙 

につれて漆器も亦粗製濫造に流れ、一時は衰態の運を見たが、豐臣秀吉の搔亂反正の大業を樹つるや 

四方に散逸した漆工を再び京都の烏丸に集めて、製作R從事せしめた。乙れ世に烏丸物と稱する漆器 





代時の達發繪蒔 

1〇二 

にして、たV亂世の直後の乙と、て、その品質の粗造あ 

るを免れなかつたが、形狀、模様等に至つては、^-かの 

好みに應じた壯麗華美なるものにして、所謂桃山時代の 

氣分を遺慽なく表現して，Qた。殊にその時代の遺品とし 

て、京都の高臺寺に所藏3れる須彌壇廚子及び調度類の 

數冷は、背自由な意匠を用；3た、奇抜なる蒔繪物icして、 

乙れを標準として當時の製作を高臺寺蒔繪と稱するので 

ある。高臺寺蒔繪も，烏丸物ほどではなSが、しかし11£ 

を許すZ1とは出來ない。意匠ゃ圖案は他の器物になき豪 

放華麗の點はあれど、素地を精選し、髹法をnlRし、 

蒔金を嚴密にするといふが如き行き屈いた技工を凝らし 

たものではない。 

第八章近世の漆工 



梨子地竹秋草蒔繪文庫蓋表面 

IO三 



一〇四 

£"lli~~豐太公時代の漆器としては、他ic茶道具に關するものと、光悅蒔繪と稱 

するものとを§1げなくてはならぬ。由來茶道は義政の頃よ$世に盛となぅて、足利の末期から豐太閤 

|に入办て最も流行し、つひに德川時代に及んで三代四代の將軍の頃、尙ほ主なる遊樂の具とせられた 

j rJと云ふまでもなSが、殊に千利休があつて、茶道の太陽の如く輝S穴乙とは、その流行興隆R最も 

近大なる關係がある。而して利休は茶道を以て秀吉に仕へ、をの一世を秀吉の茶席に終つ/2齐である。 

世一彼れ才に富み盛に乙れを茶事R發揮して、茶具の如き、種々の好みの形を出し、曩に紹鷗が塗師秀次 

|等に於けると等しく、名工を1みて製作に從事せしめた。棗塗師盛阿彌及び二代目秀次等の如き放も 

をのK賢を受けたものであるが、遂に彼等はf口よぅ天下一の名を得るに至つたバ因に天下一の名は 

漆 一^•ル以來、天下の名工にして、彼等の御用.V勤める者に對して與へた一種の稱號であつて、秀吉も亦 

エー漆工のみならず、諸種の工人に對して此め稱號を與へてゐたのである。)勿論、茶事に用ひる器物は、 

一が%、5'^5の心持に適する歡齡が感じのものでなくてはならぬから、華美豪奢^る蒔繪類の如きでは 

一なかつた。た <、漆法に注意し、特色あるものを製し72のである。又彼等は當時茶人など、して珍重 

一^-られた陶器類の㈤齡をば、漆を以て補修するの工夫をなした。その他點茶の乙との行はれるや、根 

來塗、秀衡椀等の漆器も大に賞/Hせられ、質樸にして*11肥#?すべき地方的器物が乙れよ6世に知られ 
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るに至つた。 

一光悅蒔繪と光悅I光悦蒔繪は寧ろ德川時代の初期の產物であるが、源流は豐臣時代に發し 

™て.Qる。rJれまた漆工藝術上に一大1Sf命を起し'/2ものであつて、をの豪壯にして偉大なる特色は、當 

j代の文化狀態を反射するものにして、江戶時代漆工の發展は、是に負ふ所がMる多Sと言つてよい。 

近一光悦は人も知る如く、書晝陶工等、諸道にかけて第一流の人物であつたが、漆器も亦特殊の趣を發揮 

世一し、殊にその蒔繪は、能書能畫に依6て一種の新意を出し、鉛錫靑貝をあしら3て繪樣ど巧に造るに 

一あつて、豪華であると同時に極めて雅趣に富み、盛宴の席にも通ずれば、わびの茶座敷にも應用する 
の一 かた 

乙とが出来るのであつた。<1れより蒔繪の風一變して、をの繪樣も支那のみに偏よらす、多くは優美 

漆高T/.Jなる大和繪を下繪とし、又狩野家のものも>t]aるに至つた。光琳のすぐれた蒔繪圖様の如きも、 

エ前に光悦があつたから出來たのである。彼の傑作として傳へらU/2るもの、「忍草蒔繪硯箱」「住の江蒔 

繪硯箱」「櫻狩蒔繪硯箝」の如きがある。「忍草」は、をの名の草を蒔繪し、鉛にて和歌を顯し、蓋裏には 

貝及び鉛にて兎を圖してあ4)。をの和歌の文字は當時三筆の一人であつた三藐院の筆であるといふ。 

「作の江」と「樱狩」とは實州傅はら1:、後に尾形光琳の模造したものがある。前淆は攝津の勝地|[-:の江を 

題に詠じた戀歌に依ぅし圖を作6、波は金粉、岩は鉛、文字は金を刻し、各々その肉を降起せしめて、 



槪かも半肉彫刻の如くRしてあつて、をの趣•か如何にも豪健 

である。後者は俊成鄕御苑の櫻狩R詠じた歌を題として蒔繪 
群 らいらく ：： 3 

千したもので、その圆樣が痛落にして且つ雅朴の趣がある0 

第九章江戶時代の漆工 
ぼつぜん 

一江戸時代と漆器一德川時代はあらゆる藝術の轨然 

として發達した時期であるが、中にもエ藝美術の發達は最も 

ぎ1 見ましきものあ-CN、當代の誇-^のIつであると言つてもょ 

い。3れば漆工も亦、空前のデリヶ-卜なものを見5に至つ 

た。初め各;||.44の江戶に移るや、京都の蒔繪師幸阿彌畏法 

や、^滿休意の如き有名なるエ人が、^^3れて江^に:^,ぅ 

御用を勤め、お抱へとなつた。乙れ漆工の江戶に發達し*起 

源である0蓋し漆工の發達には二稀-あつて、一は帝都たる京師 

に#達したもので、他は各地方に現はれたものである。卽ち 

10七 
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足利末よ6急に進歩せる蒔繪術は、幸阿彌物にして、高臺寺薛繪にしろ、光悦蒔繪にしろ、皆M都で 

發達したものであ6、また會津、根來等の塗物は地方的に起ったのであるが、江戶が新に政治上の中心 

地となるや、乙、に德川時代の新エ藝品が發生したのである0而して此の時代は、政略上凡て儀式を以 

て朿縛した世であって、公邊の典式は勿論、冠婚喪祭よ6年中の行事に至るまで、皆嚴重なるI定の 

式法を以てし、又一而には茶道いよ-^盛に行はれ、香道亦興6、座作進退は勿論、其の調度小道具 

類の如き、一々流儀に依ぅ、寸法と形狀とを異にしたのである。而して、これ等の諸道具の起半'は漆 

器の蒔繪を用ゐたから、漆器需耍の多い乙と實ic此の時代の如きはなかつた。3れば製作者の業の多 

忙にして、互にその技を競ひ進步を見る乙とも少なくはなかつた。 

II漆器—『「「傾—向1けれども、此の依式的の一定の需要は、却って藝術の紀榄を£|デるも 

のであつて、爲めに意Kの發達を阻礙されるの7P止むを得なかつた。故ic當代の進歩は純然たる技術 

の進步に止ま6、思想上に於いては却つて退歩を免れることを得なかつた。たと-^、光悦の一派 

だけは、前代桃IIIの風-：!:を傅へて、毫しも此の時代の拘朿を受けなかったから、遂に光琳、破笠の如 

3を出して、益々奇趣巧妙を顯はすに至つた。これ全く、その技術が^門でなかつたからである。若 

し專門の技術者として、將軍若しくは諸侯の御川を勤めたならば、必ずや儀式的の拘朿を逃れる乙と 

13九 
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二〇 

は出來なかつたであらぅ。をして、比較的1C言 

へば江戶の漆器は一般に粗雜なるものが多く、 

乙れに反して京都の蒔繪は前代の風をついで、 

餘ぅ惡S影響は受けて居なかつたと言へるので 

ある。 

I當代漆器の特色1德川時代漆工の名家と名品 

とにつSて略解を加へるに先立ち、當代の塗物 

に於ける主なる特色を語らぅ。而して此の時代 

のものは、初期に於いて尙ほ幾分か桃山の遺風 

をつぎ、其の剛健の趣があつて、iakをの上に 

精巧緻密なる技術を加へてゐる。卽ち器の肉合 

硏出、截金使用法などは益々精熟し、をの極は 

寬政時代の大進步を來したのである。而して當 

代の名手なる幸阿彌長重の作^か、る、「初音の 
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か，フへ.< 

棚」は、Jtの時代の作品の.好標本とすべきであるから，、別項に詳說するであらぅ。ついで元祿ょ6寬永 

の頃に至ろ間は‘作風益々精緻を極め、美麗を盡してゐる。世{C五代將軍綱吉の號を取つて常恝院時 
いんら，f 

江一 
\ 

戶| 

時一 

代 

の 

0 

H 

代の物と稱するのがZ:れである。けれどもその精巧なる作品は、小るな印籠の類に多く見るところで、 

規模の比較的大なるものは餘6作られなso又刑部梨子地の發叨されたの毛此の頃の乙とである。此 

の梨子地は江戶の工人刑部太郞の製出したものと傳へられ、平目梨子地の如く、金粉が平らかに施3 

れたものである。 

I仕入式の傾向一享保以後に及んでは、初期の名家で尙ほ系統を追ふ者がないではなかつ 

方が、時好の變遷Rつれておのづから墮落の傾向を見るに至つた。た<、當時江戶城內に鎏師のエ设 

を設け、名工を集めて將軍家御用の諸調度5:製作せしめたものは、稍見るべきであつて、御小屋場物 

といa、中Rは名品も數多くある。然るに享保以後に至つては、贈答品又は賞賜品として、多く蒔繪 

物を用ゐた爲めに、需要益々多きを加へたけれども、從つてその製作品は圆様形狀の一定した儀式的 

調度を主とする{C止ま6、唯外見のみを街CA、下塗の如きもその度數を減じ、蒔繪にも成るべく手數 

を省かんとし、爲めに金銀の薄金類を用ひること'/'行はれ、金銀粉も亦少量にて大部分の場所R使用 

し得べき工夫^-なし、遂に平極と稱す〇扁平形の粉を製碑.する乙とが發明Sれた。乙の頃、京都に於 
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' J 

蔵館古集倉大 



エ名の代時戶江 ける製作品も亦同樣の傾向を呈し來$、金粉の質を惡くして、外觀の美なるものを製造する乙とをi 

れ事とするに至つた。乙れ所謂京都仕入物である。 

一他方漆器の勃興一斯くして大都市に於ける製作品は粗造に流れたので、必ずしも地方に於 

いても大都市に求めるに及ばず、各地方をれ^-自給自足の途を講ずるの傾向を生じ、都會の作nnnと 

拮抗して却つて各地方{C製作品の發達1:見るに至*^、乙、{C所謂國產品なるものが現はれた。中Rも 

加賀の金澤、尾張の名古屋は、の支配下な〇のみならず、代々の藩主が國産を獎勵した爲めに# 

に精巧の作を出した。例へば歡て3L.+«4M£.Tt*といふ名工が、加州侯に聯せられて加賀に赴き、蒔繪を 

同國人K傳へたとか、同じく京都の蒔繪師の山本正^•は寬政の頃名古屋{C移住してその業を創めると 

かして、共に東肘の兩都會に1らざる製品を出すに至つた。又此の時代から隆盛を極め、をの技術の 

雲したものに靈法、卽ち®,の雲がある。而して乙れ等も亦、主として各地方の技術家の手に 

由つて發達3せられ/2ものであつた。 

一明治の塗物界一德川時代の末期から明治の初めにかけては、我邦に於ける產業革新の第 

一步であつた。さればエ藝的美術品の如きも、天保以後世態の一變するにつれていょ<動搖を生じ 

殊に蒔繪の如きは、一時は全く地にffi."ちたかの觀もあつたが、僅かに文哉、羊遊、是眞等に依ぅて命 



エ名の 代時；5 江 

脈を繫いだ。然るに明治二十年頃ょぅ-我が美術UIIHの海外に 

知られ、續々輸出せられる{C及んで漆器6亦頻6に海を超ぇ 

て彼方に送られた。中にも精巧緻密にして^,X齡なる蒔繪物の 

如きは、一時は非常(C歡迎せられたが、それも時につれて盛 

衰があぅ、現今JCては左までに好&5でもない様である。——. 

以上を以て、漆工、及び蒔繪に關する沿茧の略說を終う、次 

に、徳川時代以後の名工と名作品{Cについて、一通.〇の話を 

して置かう。 

第十章幸阿彌の一家 

厂幸阿彌と五十11jすべて工人に、想像的の家門といふやぅ 

なものが出來たのは、足利時代の中頃、泰如將軍の頃からで 

ぁらぅ。薛繪Hの如きも然6で、^-阿^*51.||{に始まる十^:. 

家、五十嵐信齋^.始爻る五十嵐%などはその例である。か. 

二五 
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家 の彌阿■宰 

蔵館尚;®室帝京東 笛硯形圓繪蒔丹牡子獅 

は世傳に依れば、四郞左衞門と稱し、.；！ 

岐伊豆守源闕房十三代の孫にして、土^• 

四郞太夫道房の子、幼年の頃よ-CN將軍^• 

政の近習にして、近江_栗田郡にて若干 

の地を領した。義政の命によ.CVてその法 

を學び、遂に道の奥を極める乙とが出來 

たのて、專ら蒔繪を作つた。その下蒔は 

土佐光信に受け、また形狀その他の好み 

は能阿彌、相阿彌の意匠を用ひたといふ。 

(文明十年十月十三日、年七十一で死ん 

だ。)高蒔繪にも硏出にも共に妙を得、そ 

の技術'を子孫ic傅へた。二代道淸も亦幸 

阿彌を名のつて，名人の聞ぇあぅ、御土 

御門天皇御卽伩の時•義政よ6御道具の 

二七 
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家 の 彌阿幸 

蒔繪を命ぜられたといふ。その死んだのは明南九年十月三日にして、年六十であつ^。彼は土佐の 

下繪の外、自家の風をも出したが、をの寮様散漫の嫌aあれど、よく蒔繪に適應すると言はれる。三. 

代宗全、四代宗正、五代宗伯も亦、ならびに足利時代の塗師職として知られた。3£*十嵐^1*#'%同じ頃 

世に在つて義政に仕へ、蒔繪の名エと呼ばれた。尙ほ信齋の孫道甫(甫齋の子)の時、；11K*s*4に11: 

せられて加賀に赴き、しばらく留つて蒔繪を同地の工人に傳へ穴が、のち京師に歸6、延寶二年に死 

んだ。その子道甫喜三郞の時、また前田利常に聘せられて加贺{C赴き、それよゥ代冷金澤に住し❿ル 

家に仕へたといふ。因に此の幸阿彌道長や五十嵐信齋の作つたものは、時代蒔繪と稱し、また東山殿 

御物と稱して今何ほ世上の寶となつて，Qる。 

L幸问彌長111I幸阿彌家の六代は長淸といa、その子に七代の長晏があつた。彼は十五 

歲の時父に從aて豐臣秀吉に謁し、御前icて香盒に鶯の下繪をなし、御覽に入れて特の外の喜びを博 

し"鶯がたつ/e<と賞められたとSふ。のちこれを蒔繪にして獻上したところ、見る人その精巧な 

るに驚かざるはなかつ々-といふ。秀吉の命によぅて、堀久太郞秀政が烏帽子となぅて名を久次郞と稱 

したといふ。天JF-十四年、後陽成天皇卽位の時、秀吉よ6御調度の蒔繪を命ぜられた。斯くの如く秀 

吉よ6優寵を蒙つたが、秀吉は幾ばくもなく薨じ、又幾ばくもなくして大阪落城の悲運に遭つた。然 



家 の 彌阿幸 
るに慶長十五年、徳川秀忠に召し出Sれ、二百石の朱印を賜は6て江戶へ降る途中、同じき十月二十 

五日、東海道見附驛に歿したe年四十二。(一說には慶長八年歿すとある。) 

|幸阿彌長重_此の長晏の三男に、幸阿彌長重と 

いふのがある。(一說に幸阿彌十代とある)幸阿彌中最 

も名工の聞ぇのあつた人である。をの作精緻堅實にし 

て品位に富んでゐた。京都と江戶とに來住して御用を 

勤め、束福門院入內の道具、明正天皇御卽位の調度，• 

fの他德川の姬君婚儀の道具等、一代の作が少なくな 

S。入內の御道具Rは繪樣を濃梨子地に枝菊の總模様 

とし、又卽位の御調度には家光の好みkょつて、唐松 

に蔦の下繪を狩野守信に描かせ、をれを高蒔繪にした 

のである。中にも今{C遺つて最も有名なるは、別項に語るM州侯「初音の」棚である。長®は慶安四年 

二月二十n、年五十三で歿した。その子長房もまた名工にして、後西院天离御卽位の時德川象綱ょ6 

御調度の蒔繪を命ぜらUたといふ。幸阿彌の家は、次Sで長救、正峯等があ6、十九代に至る寸、で幕 



家 _ 〇 阿 牵 

5?. r,-辟‘/s笾寺垄商 



府の扶持を受け、御用をつとめて，Qたが、左して名人といふほどの者は出でなかつた。 

| 第十一章光悦光琳の一派 

j b_^^^^漆工一藝術的價値の最も高さ、漆工品として語る時、本阿彌光悦と尾形光琳と 

小川破笠との三人は、必ず忘れてはならぬ。しかし三Aとも(C畫家として旣に第一卷に語られてある 

|から、乙、には略傳と共に漆工として僅{C言及して置く、本阿彌光悦は學識あ.^、意匠あ办、また能 

%一畫能書にして、最も茶事に秀で、當時の上流、風流人と交6.、一代の藝術的能力を、多方面に發揮し 

の~た天才である。名物忍草硯箱等、彼の傑作については旣に前項^詳解した。 

一| h^^^_谦—IXIJ尾形光琳は、本阿彌光悦の蒔繪を慕ひ、をの意匠に，a、錫、鉛、靑貝 

疵一等を篏入した作をなした。をの作はもとょぅ天縦の奇才を揮CAて、風流洒落の極致を出したもので、 

一岡樣の奇抜なる乙と、形狀、配色の巧妙なること、共に尋常薛繪師の細工に異つてゐる。實に德川時 

一代に於ける破天荒の技巧といふべきであつた。光琳は常に洛PITの銀座方へ或は諸大名の出入商人の催 

した宴會などに必ず招かれて、衣服調度の意匠を授けたものであるが、或る年例の銀座方の者から 

誘はれて、嵐山へ花見に行つたが、かねて»?*樣な乙ともあらぅと貯へて置いた11-5|^に、にぎ.0飯と煮 
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_琳光悅.光 \とを包んで携へ.^が、ゃがてそQ j行嵐山に^Is時何れも今を盛ぅと金銀！fel°船v‘-影たる重の内 

を；3—て、誇-^顔に示し合つた。光琳こ、であると思つて、竹皮のにぎ.^飯を；5らSたのに、竹皮 
の裏一面に金箔を押し、I-II水花鳥などいとこまかに描きたるものてあつたから、奢侈ic耽つた銀座方 

の者も，呆氣に取らHてこれは^^とばか6驚いた。間もなく其のgも終つたので、彼はその竹皮を 

風のまに-^大瑕川に流して歸つた。怎後2經て、或る岸へをの竹皮の着Sたの>Vi拾3上げて、 
町奉行所へ屈け出でた者があつたから-かねて鈒座方の奢侈に注愈されてゐた所とて、乙れ必ず銀座 

方の仕業であらぅと、密に吟味羞げられ2に、LQ仕業と判？、爲めに彼は追放を命ぜられ 

たとSふ。以て彼の蒔繪の豪華のI班を知るべきである。 

第十二章破笠と春正 

ll^h川破势I .の作風1和;|!«1:ぎSともい；5、$-5,、1や、などとも號した，通 

稱を平助と云a、伊勢の人にして、江戶に來$て俳諧をなし、傍ら土佐¥ょくし、n.つ 

も長じた。はじめ俳諧を露言に學んだが、のち燕門に入6てそのrixfilめた。常に廳然として四方 

に遊び、®所を定める乙とが/-Cかつた。或る年木竹山中に3まょa、E5UUして衣服悉く破れ、只身に 
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一二六 

一枚の弊衣をmし竹の子笠を力ふ6て撕徊したが、^の時自ら「乞食(CもかくはならUW案山-/-か 

な」とM/Lだといふ。乙の人光悅の法にならa、更に新意^出して、漆器の中に陶器、木片•鉛-錫 

j牙、角、堆朱などを嵌入し、人物花鳥古器物を装飾して、その製甚だ雅致があつたから、時人2.れを 

一破笠細Xと稱して大に賞玩したといふ。延享四年六片三日、年八十五で残し々。弟子^•¥.^•111*は、二 

世破笠と稱し、をの業につSたが、師の技には及ばなかつた。 

春^yk—作江戶時代初期の漆工として山本春正も亦すrれたものであつた。通稱を 

次郞一一一郎とS3、慶長4■妾正月二十五月生れた。父はaI»46IE«.通稱を念rc.i.AとS3、德一し 

て了悅とSS、新羅三郞義光の曾孫、山本左兵衞尉.速江守義定の纪'であると傳へる。^IIH-は京に住し 

|はじめ木下勝俊の門に入6て和歌を學び、大にその道の^1^を極め、二十|代集類句の著があつて、 

一板本にして世に行はれる。ま/2伊藤仁齋を友として、漢tにも通じたといふ。殊に髹漆の法を巧{Cし 

て、頗る蒔繪をょく-^たから、遂に蒔繪帥を以て世に立ち、大にもてはや3れた，。晩年剃髮して法橋 

|に叙せられ、舟木と號した。天和一一年九：^八日、七十三歲で歿した。をの子か]£«、通稱はか咖ル§.、 

號を春正と稱し、父のあとをついで蒔繪を業とした。斯くて子孫世々春3E«と稱し、蒔繪師として知ら 

れたが、五代JE.令、通稱勝之亟の時寬政年間に尾張名古屋に移し、それょ6乙、に定住した。 
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滿 古 と 原 推 

1二/V 

第十三章椎原と古滿 

|推頭1太^1春正にffi:おくれて江戶にあつy?工人U椎原市太夫がある。彼は江Pの蒔 

繪師淸水源四郞の弟子である。寬永の末、加州侯前田利常^召抱へられて金澤の桶町に住し、印籠の 

蒔繪に從事した。印籠中加賀印籠とて一風あ$、細かに愛らしき、甚だ巧みにしてしほらしい氣分を 

出したものは彼の作である。-t•た世R玩ぶ加賀蒔繪の香合も、多くは此の人の作であるといふ。元來茶 

人の聞ぇもあつたほどの人故、その意匠®f雅にして、品位が高かつ穴とSふ。市太夫に三子あぅ、藤 

藏、友之進、市之亟といつた、.三人とも互に劣らざ5蒔繪の上手1Cして、職業の餘暇に、伯は鼓をぅ 

ち仲は笛をふき-r'叔は太鼓を好みて各巧みであつたといふ。 

I古liilと假面エI古滿家の元祖、古滿休意も此の頃の人である。江戶の生れにして、寬永 

十三年德川寬光に召Sれて蒔繪師となつた。寬文三年九月二十九日に歿し左。をの子の休伯も、久藏 

と通稱し、德川綱吉{C召されて父休意の職をつぎ、元祿十六年九月麴町四丁目^百二十坪の屋敷を賜 

ひ、正德五年八月十日R歿した。乙れょ6代々江戶將軍家の蒔繪師とな6、f綿として十一代に至る 

まで家を保つた。古滿家の弟子にして、德川時代の末期R世に知られたのは古滿寬哉である。彼はも 







滿 古 と 原 推 

(二：）箱 手 作 笠 破 



人工の 他の そ と坂内重兵衞と稱し、古滿巨柳麝の門人であつたが、夙くよぅ出藍の春があ6師家よ6古滿の姓をIf 

されたので、Z:れ以來古滿寬哉と號したが、老後は坦叟また坦哉とも號したU此の人職業の餘暇好/L 

で狂歌をよみ、眞#庵道守とも言つた。天保六年四月九日歿した。近世の名工柴田是眞は實に彼の門 

からWで、，Qる。 

第十四章その他の工人 

Iその—^1初期の工人I他ic德川時代初期の工人として、田附長兵衞、梶川久次郞、靑海勘七等 

の名が語られる。田附長兵衞は寬文延寶頃の人Rして、京都に任し、をの技術精巧にして頗る穩雅の 

趣があぅ、當代の名工と稱せられた。梶川久次郞は、梶川彥兵衞の弟子icして、寬文天和の頃、江戶 

中橋'精町に住した。蒔繪;^:以て幕府の抱へとな6、當時印籠の製作天下一と呼ばれ/2。故にその價甚 

だ黄く、をの作事の中に、刑部梨子地、又は平目梨子地のもの、殊に見事であるといふ。彼の子孫も 

相ついでをの業に從つた。靑海勘七は、漆器をよくし、殊(C波文を描くに妙を得/2ので、特に靑海の 

名があつたといふ。元祿の頃世にあつたとSふ外、をの傳歷を詳かにしないのである。 

I—德川中期の名士 I德川時代の中期に於いては、尾形光琳、小川破笠のあつた外に、鹽見政 
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藏館物博室帝京東 



衞 兵 利 i 棄桃 

••.丨丨 > I i 1二1\ 

誠、永田友治、小林S:命i&i,一•一{1:4の如きがあった。is.&iは通稱をi:i:とい；5、 
享保中京都—してIIとし气sgmf Is意であつ§み|ずぞgg—の# 

を名つくつたといふ。Mの人元來磨ぎ出し蒔繪を以て世に聞ぇたから、後世髒し蒔繪のことをgf 

辟繪と稱するに至つた。其の子孫江戶に移？、四谷附近に住し、近年まで露—したとの乙と.て 

ある。永田友治は—年間の人にして、藤—拿であ？、殊に®Lの作ftつたとい 

ふ。故に彼の作にて秀れたものは、往令にして家の所作と混ぜられるといム。 

第十五章桃葉と利兵衛 

&―^—0__^山本利iはもと丹繁田郡q人にして、實fs-iとSた。寬永の 

頃京師に出で、吉文字屋某の弟子とな.4讓の法—び、正德四年廿九歲の時i業Iいたが、包 

ち塗漆を以V天下にその名を知ら；^。殊に肇二年M.®*^M.#P.卽位の麗中、漆器の調進を命ぜら 

れた如き、當時利兵衞Q名聲のあつ？とを知らS。明和三年九月二十七：n、年七十九で死ん 
その子孫代々利兵衞の名を襲肋し、髹漆の業に從事した。 . 

6 0 0 «£•&桃Aは通稱を¥••ハといひ、のち號をLとなした。最も印籠の蒔 







繪に長じて，Qた。明和の頃、阿州侯蛘須M-首：喜よ6、代料は望みに任せて取らせるから、下駄に蒔繪 

$:せよHiへられ々•のに、桃葉はいたくその禮なきを怒6假令大r,であるとも、蒔繪は下駄icすべき 

一もsではなS、ましてわが蒔繪は印龍(Cすることであれば、何程の黄金を給はるとも、その義には應じ 

(難sと云つて斷つたから、侯もその氣節に感じ、一年あま$過ぎて後、人をして三人扶持に六石を與へ 

桃 一士分にして召抱へんとし、申恐ii*sれたのに、此の度は桃葉も侯が禮を以て遇せらnる乙とを喜び、 

棄一早速承諾し、乙れよぅ江戶椅物町阿波侯邸內に住し7<fといふ。その子孫代々阿州侯に仕へ、觀松齋の 

とI號を襲用した。二宵桃亭は寬政年中の人にして、もと江Pの醫帥であつたが、沈金彫を巧にしたので 

利一世に知られた。11S跟は漆器に陰文を彫ぅ、金末を施したもので、支那Mに傚a、享保年中長崎のエ 

兵 ' 人がこれk校作せしを始めとする。桃亭の作る所、鼠の齒を以て刀に代へ、精密なる孔雀、又は花草 

一の！Iを刻して、遂によく谷種の筆意を本表はし得るに至つたといふ。 
eJ 

第十六章德川末期の名工 

一—玉Z1緒M象—，谷— _徳川時代末期の名工としては、玉緖象谷がある。彼は讃岐高松の人にし 

て、家は世々1嗦を絮とし父を藤川现左衞門周南といふ。通稱は敬造、父に從5て鞘塗^修業する傍 



エ名の期末川德 



エ名© 期末川徳 

好んで彫刻をなし、京師の貫名彻屋、永樂保全、僧雲華、浪華のi崎小竹、讃岐の常本敬哉、阿部紹 

州と風月の交を結んだか、殊に保全、敬哉とは最も親しかつた。中年に及びて專ら意を漆器彫刻に注 

ぎ、乙れを學ぶZLと數年、遂に其の蘊奥を極め、唐山張成存淸の遺風に依4、咬た本邦古代の製に基 

き、一種の髹法を發明した。其の法たるや、竹籃或は木材を質として、緻密なる花卉草木等の模様を 

彫6、靑黃紅等の漆を以て、をの彫刻したる模様を塡め、一層その光彩を鮮明ならしめたるものであ 

る。世人0-稱して象谷塗といふもの乙れである。又堆黑は、此の人の最も#意とする所であつた。乙 

れ等の技術は天才の然らしめる所にして、名聲忽ち四方ic傳播し、つてを求めて製造.V乞ふ者批製に 

遑がなかつた。文政十三年十月、始めて藩主松；个賴恕に仕へ、をれょ6賴胤、賴總の二代に歴仕して、 

藩主の爲めに帶刀を許3れ、玉緖の姓をも授けられたといふ。嘉永年間亞米利加の軍艦某號讃岐志度 

浦に來舶した時、象谷は大盆一個を贈つたのに、艦長大にrjnを感賞して、厚く謝したといふ。明治 

二年二月、年六十四で歿した。弟舜造、(文綺堂と號す)子爲造、その遺法を承けて今猶ほ業を績けて 

居る。 

一羊遊齋J胡aTl當時你ほ他に原羊遊齋と中山胡民とがあつた。羊遊齋は通稱を久米次郞 

といひ、更山と號した。文化文政の頃比類なき蒔繪の名工と稱せられたが、江戶神田に住したといふ 



ェ名の期末川德 
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の外、をの傳を詳にしない。弘化二年十二月廿五日に歿した。^の下繪を抱一上人{C求めたといふか 

ら、此の種の風流人と行遊して居た乙とを想はしめる。多く風雅洒落なる作.Vなした。中山胡民は實 

に彼の門人てある。江東寺島村の人にして、中山金兵衞の子、通稱t祐吉といひ、幼時江戶に出で、 

羊遊齋の門に學び、殊に精巧緻密なる蒔繪をよくし、早くもをの名をAに知られた。のち法橋に叙せ 

られ、泉々と號したといふ。最も古風の作を模する2:とに長じ、往々彼の作にして古作物と兒判け難 

きものがある。又職業の餘暇茶事を嗜み、俳諧をよくした。はじめ兩國矢の倉倉に住したが、明治二年 

今戶に移住し、翌年正月八日、年六十三で歿した。彼の在世中は柴田是眞とその名を齊しくして一時 

盛なるものであつた。をの門よぅ小川松民を出し、又孫江^•今に家をつSでゐる。 

第十七章明治初年の名工 

一橋 本 市 蔵I柴田是眞を語る前(^、橋本市藏、卽ち奇人「はし一」を述べて置く。彼は 

鞘塗師又次郞の子にして、幼名を市三郞と言つた。若年の頃頗る放縦して、花街にのみ遊んだが、 

年二十二の時、父のm病に罹つy2のを見、大に前非を悔い、斷然として遊樂ヒやめ、專ら職業に心を 

ゆだねた。市藏、姓名の頭文字一字づ、をとつて、「はし1」といふ1印を捺し、又年令紺色木綿の頭 



酋琎筚荔恐岩 夺;3丰三淥 



エ名の年初泊明 巾に「はしIjの文字を染めfきて、乞食非人に施したが、此の事自然に世問に廣咬6、「はし」の名が 

高くなった。叫治元年五十にム|&し、頭髮を奴に&、し醉阿彌と號し、常に刀に換ふるに黃金造ぅの 

於を腰に差して1i!sし^といふ。をの外奇想天外よぅ.,Liでる行動頗る多く時人の耳目を引いた。 

T1TO&天性淡泊にして、黃金を見る乙とi:4の如くであっ/2から、土州侯容堂、大久保參議、木戶參議 

等に愛せられて、しば < 大金を得/2けれども、皆乙れを貧民に施し與へて、毫も惜むの愦がなかつ 

た。明治三年容堂侯の邸k伺候し、黃金の铫子に二分金を入れて與へられたのに、市藏此の金を土州 

公鍛冶橋の本邸よ6、箱崎橋の別邸に至る間の貧民に施して、侯の徳を分ち與へたと云って喜んだ。 

廢刀令の出でてよ6鞘塗の業を廢し、竹を發明して、額面、花生、菓子器、手箱、煙管筒等に 

施したから、忽ち衆人の賞翫する所となつて「はし一Jの名あまねく都鄙に知られた。各博覽會に出 

品してをの名を擧げたが、明治十五年二月四日、芝新錢座の宅に於Sて歿した。年六十六。彼に子が 

なかつたので、門人某を養つて嗣とし、二代橋市k襲はしめたといふ。 
I柴 田 是 眞一次には明治初年の大立物であった柴田是眞がある。是眞は越後の人、柴 

ra*TIr.5:«iの子にして、文化四乍一一月七日、江戶兩國橘町に生れy2。幼名を龜太郞といa、のち順藏と 

改めた。ナ1歲の時、*-_奮の門に入って薛繪を習ひ、士ハ歲の時4か#1-曾從？奢學び、天 



保元年、南嶺の書を携へて京都に上$、岡本豐彥 

蒔の門に入-^、晝を學ぶ乙と二年、Mの間賴山陽、 

繪香川景樹などと交は6、大に見聞を廣めたが、或 
扇 たつち-フ • • • 

而る日東福寺塔頭三聖寺の什寶、李龍眠の十六羅漢 

槙を見、をの筆力の精妙なるに感じ、1司に請うて 

樣三幅を模寫した。それょぅ長崎に赴く序でに、京 

^都を出で、まづ讃岐の象頭山に往かうとして、播 

磨の下津井に到A、熱病に罹つて一時京都へ戾ゐ 

東ほどなく江戶に歸う、當時名を令哉と稱し家を淺 

紅草上平右衞門町に移し、對柳居と號した。蓋し柳 

口 原に對する意であるといふ。天保七年再び京都に 
P • • • > *3 

物上6、香川景樹にあひ、此の度は專ら蒔繪の硏究 

蔵をなす旨を吿げたのに•景樹はその篤志R感じ、 

書を與へて南都の好古家穂井田忠友の許に行かし 

一四七 
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一四八 

めた。忠友は、是眞を伴つて諸寺の什寶5:見せて、つぷ3IC敎示した。是眞に取つては此の行'か最も 

利益が多かつたのである。rnl年十月江戶に歸つた。その後安政元年三月、淺草海.喊寺の客僧橋本素浮 

が來つて三聖寺の客殿車裡大破R及んだから、修繕の爲め什寶を悉く賣却しょぅと思ふと語つた。是 

眞ょつて十六羅漢を如何にするかと問合はさん乙とを請つたの^、間もなく三聖寺ょ4賣却するとい 

ふ乙とを返事した。當時是眞は、老母及び妻の重病にかかつて身まがつた後で、剩へ幻兒を抱き居3、 

困難中であるけれども、晝道熱心のあま6、十六羅漢を得んものとS心つ穴から、Sま^-金の才赀を 

した。乙、に門人の萬屋半兵衞とsふがあ4、をの志を愍み、京都の知人へあて、、爲替を振込んだ 

けれど7P、都合が惡くて間に合はず、三聖寺の役僧付添aて、安政二年駒込の勝林寺へついた。をの 

間に家財道具悉く賣却し、その外知巳の者を賴みて、あれや<1れやと才覺の末金貳百五拾雨と、役僧 

の旅費金一枚とを渡し、十六羅漢を手に入れたといふ。此の負債は文久三年まで、九年の間に元利と 

も償却した。明治三年中山胡民の歿し、蒔繪の名工は唯是眞一人となつたから、是眞に蒔繪を乞ふ 

者多く、內外の各博覽會に出品して、常に優賞を得、をの名いょ^-顧はれた。殊に主上御用の御品 

に菊花の蒔繪を施しなどして、遂に帝室技藝員に任ぜられた。歿したのは明治二十四年七月十三日で 

年八十五であつた。彼は蒔繪を業とするの外、#家としても當時世に知られ、殊にその長技としたの 
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一五〇 

は漆晝にして、靑海波の模樣は、特得の妙趣を發揮した。是眞に三子があつて、令哉、眞哉、隆眞と 

sa、皆父の業をついで蒔繪、漆繪をやつてゐる。又彼の門人にして今R存する者もある。然し、彼 

狡して後、漆工界は俄に落寞の感を加へ'/2のは事實である。 

一小11111松151一 小川松民は、通稱を繁次郞といa。江戶神田に住した煙草入の金具師小 

川忠藏の子てある。十六歲の時、中山胡民の弟子となつて蒔繪を習つたが、幸にして明治中興の代に 

遭遇し、博物館の御用を蒙ぅ、奈良正倉院の七絃琴をはじめ、諸大名が家に祕藏せる貴重の寶器を模 

造した。それ等の多くは現に帝室博物館の常備品となつて。エ藝美術部に陳列せられてある。をの技 

著しく進步し、遂に古物の模造に於Sては第一人に稱せられた。その後內外の博覽會1C出品して褒賞 

を受けた乙とも少なくないが、明治九年、米_費府に開設せる萬國博覽會に際しては、自ら渡航し 

てその道の爲めk力を盡した。然るに、天長壽を保たしめず、1111治二十四年五月三十日、四十五歲て 

歿したのである。彼と共に語るべきは、方面の異なつた木村表齋である。表齋は柴田藤兵衞の弟子ic 

して、江州高田郡の人、京都下京坂井町に住し。多く飲食器を製した。此の人もとょ6眞塗をょくし 

たけれども'^咬た®?の根來風のものnf思とした。京都の人、その妙技を稱して佐野長寬以來の名 

人といつた。明治年間の漆器塗師としては他に及ぷ者がなかつた。nH治十八年二月十四H、六十九歲 
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にして歿した。弟1-?一响、二代贵齋と號してそのあとをっいでゐる。彼の作中最も有名なるは、歿し 

た年の四月、上野公園の共進會に出した皿、猪口、盃等の三種にして、列品中の第一位を占めたもの 

であった。 



劍 刀 の 代 古 

一五四 

第四編刀劍エ 

第一章古代の刀劍 

&^^__^^刀IMI刀劍のことは神代記に旣に見ぇて.Qる〇卽ちかM-於へ叩の鍛へたる刀劍は 

三種神器の一たる天叢雲寶劎とな-^、天目一箇命の造れる刀劍も亦史に記Sれ、ii..s«がA^繼ガil 

を退治するに當$ては韓綳劍なるものを用ひたとある。卽ち武器中の最：嬰なるものは刀劍にして、且 

つ武器の護身攻敵の具として何ょ-^も大切なるは、東西の古史，を一にする所である。51に！!^•々M. 

の時に、狩穂彥が天皇を失はんとて八鹽折の紐小刀を造つたMとがあ4、又天：=槍が持ち來つた出石 

の神寶の中には、刀剣の幾*〇かあつた乙とも明かである。而して乙れに依つて知られる如く、太古の 

刀剣は、或は本邦に於いて製作された物もあつたけれど、多くは外國、殊に朝鮮ょ6輸入せられたの 

てあるOC此の項金工の沿革參照〕 

Lw^te^to^B^MJ.斯くて、太古旣ic刀劍あ$しと雖ども、孝德天皇の大化元年に、京師宮 



劍 刀 代 古 
衞の士、邊要軍№1の兵でなくては、猥に佩刀すること^得なV-*定めとな$、更に延喜式に於いても、 

刀の長3五寸以上の刀は容易{C帶びる乙と5:得ず、たく衞府のもののみこれを許と、なつたから 

中世以降は、武人にあらずんば佩刀の自由はなかつたのである。しかし乍ら古來ょ6儀禮の服裝に帶 

劍の制のあつたことは、聖德太子、藤原鎌足等のff像にみな一劍を帶びて居るので知られる。また古 

く大寶の軍防令1C、太刀一n、刀子一枚と見ぇるから、武人の間には大刀{'C小刀を差し添へた起源も 

古いであらぅ。而して此の小刀は、垂仁天a.の頃に紐刀といひ、奈良朝時代ょク「かたな」と稱SH 

藤原氏の頃には「Sすが」また鞘卷の刀とも呼んだ。蓋し此の小刀を帶びるのは、敵と組み合つた時 

鎧ひの，き問を刺し通す用のものであつたらしS。源平時代ょ6鎌倉時代には此の種の小刀は諸書に散 

在し脇差、馬手羞、小3刀、守刀、懷刀などの名があつた。 

第二章刀劍エの發達 

r^—國丨刀—瓿—の—制—一戰阈の世に至つては、公卿にも亦武家の風が傅はつて、鞘卷などの小刀 

を帶するrJと、なり、2:れを太刀、卽ち打刀に對して腰刀とも稱した。『刀劎問答』re依れば 

「今脇盗と打刀と5しをへて大小といふは、古は'yls,様の事なし、：1511の武士は常に鞘卷をさして、打刀 

一•五五 



の エ劍刀 

3す乙となし。足利殿C7>末に至-^ては、鞘卷の柄卷きたるをSす人もあ-^、祗差を.賴卷の代6に遊 

すやうになう7^2れど、打刀を差したる乙とはなか-〇し7Xう。然る間、大小といふ私a?なし。大刀打 

などは供の者に持たせしなうu° 

と、卽ち此の頃までは、武人もまた大刀を手挾むなどといふ乙となく、侍者に持たせてゐたものであ 

つて、佩刀は專ら稍卷の類——镡のない——であつた。 

品.—代刀—IM1^の制I然るに戰國の頃ょ-^漸く殺伐となる、殊に侍者R刀劍を持たせるなどい 

ふ手緩S乙とでは間に合はぬので、打刀を帶し、脇差又は馬手差の小刀を差添へるやうになつた。斯 

くて此の風は德川時代に入〇て武人の常裝となう、兩刀を帶するものは卽ち武士、武士に非ずんば兩 

刀を帶し得ずといふことにな〇た。而して武士の大小を帶するは慰时、袴の通常服であつて、ちS'允 

紋の禮服^着用する時にも乙れを帶した。將軍、大名の、g¥戲雖を着した場合には、絲卷の太刀に 

小さ刀鞘卷のI種を帶するを法とした。また農工商の輩とMC、外出Rは脇差を帶すスiとを許sn 

た。をの苜時、專ら刀と稱したのは、長さ二尺以上のものを云a、一尺九寸までは大脇差と稱した。此 

の制德川三百年を通じて變らなかつたが、明治四年に至4て廢刀令出で、I般の帶刀は禁ぜられ72る 

も、軍人、警官及び或る種の官吏は宵制として帶する2.と、なつて，Qる。 
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第三章古代の刀鍛冶 

厂僖統let^の銘エ ー5て、乙、に語る刀劍は*中世以降徳川時代まで、所謂刀鍛冶の手で造 

られたものに關してVある。先づ、刀鍛冶の話から始めねばならぬ。一番古いと乙/)は神代の：iB*--** 

箇神等であらぅが、古刀鍛冶としては^|_が最も古くて有名である。や^*は天寶年中の人にして、大 

和阈宇陀郡の產と傳へる。深く鍛冶の業を勉め、當時の川上、漢人兩派の鍛法を折哀して、|1!0"鍛に 

直燒刀の傅を發明し、以て一流を開いたときいてゐる。後世各地に^.?拉して、一流一派を稱する表は 

皆此の天闕の法を承けると稱してるが、しかし天國及びその門下の遺作などの-it?つて，Qるわけでは 

なぃ“S-重寶小烏丸が、彼の作でぁったとれる。やi門：>には露、办や^:、?:、 

天行等の名があつて、上一は後年陳奥に下6、同地に一派を！gいたなど、稱する。また當時^-[^.と並 

び稱せられた洛に、佐備大赝とて、常陸阈{C住したとも傳へられてゐる。その後大同年間に、5v前國に 

祌/J.があ-^、伯脊阈に安綱があ-CS、{女綱の如きは於亂流ょ.cs出でて別に新天地を㈣航し、始めて.肌鍛 

冶に亂52.を工夫し、]iiにをの法を子の眞守に傅へたと稱せらUる。けれども、^ょ6今：！：乙れ绮のg 

證を探6桫るのではなS。 

一艽七 
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一五八 

HP^前と大ついで、刀鍛冶に一段の發展を見たのは、天座から壽永の頃、卽ち源平 

二氏の網iIr伴つ/2ものである。先づ備前阈ic、、友成、助成の三人が出でた。傅に依れは.a'l成 

|は天曆の頃^.1.、§4は永延の頃の人とせられる。¥-ヤ、!1-や、助平、正恒等、所謂古備前の一.門と 

稱するものが、此の頃長船の地R崛起したといふrJとになつてゐる。蓋しその始祖は大和の天^に出 

で、早く此の地に移住したのである。備前は伯耆、石見と相並んで、當時旣に砂鐵を產し穴から、原 

|料の點に非常な便宜があ6、乙、に一派の181を見たのであらう。而して此等の作は何れも一致して 

大和傳に伯耆s*iの風を加味して、贼亂うの挺0"鍛冶に小亂、丁字亂等の紋に美を競CA、花實兼備 

の各作が多い、後の備前傳と稱するもの名亦、此の範圍を出でないのである。 
一I奧州その他一更に奥州にあつては、2-|の一門が此の頃ょう起う、出羽にあつては月 

111*の一派が出で/2。乙れ等は皆上一の風を傳へて大和傳を主とし、乙れに安綱の風を加味し。肌鍛ょ 

| う一定にして、「あやす4肌」と稱する一種の風を出してゐる。けれども實用を主として虛飾を避け穴 

一のと、地の^5にして見聞に概かつた爲めとで、古備前諸土の如く名聲を馳せた者は稀であつたが、そ 

の见||^至つては、決して纪るものではなかつた。後の奥州鍛冶は何れも此の風を傳へたのである。 

次に大和はその本國だけあつて康治天養の際にあ^-^、先づ千手院、行信出で、大和傅へを主として 



愈々精妙の作を出し、相ついで重弘、重永、重村の如き名工を輩出した。山城も亦永延の昔三條宗近 

あぅ、地鐵は大和傳へを5IR京の水に洗錬し、5L文は古備前に似て、沸きと匂aとに一段の進歩をな 

したのである。をの子か家名エの名^放つたと共に、門下^五條兼永、有國あ*^て、何れも出藍の春 

1が高かつ六。遠く九州の地には、承保の頃{C筑前の三池R光世があ6、薩摩1C正國があ6、二者何 

れ名大和傳へを承けて當時西海の泰斗と稱せられ穴。又保元の頃には、大和の刀工外藤といふもの、 

美濃靑墓の故鄕1C歸つて濃州鍛冶を開いた。その後、長甚以下の門下の漸く盛1Cして、關鍛冶の基礎 

を固めたのである。 

第四章鎌倉時代の刀劍H 

I謙倉初期の1M1エーつV*で作刀の甚だ見るべきもの、數多く製出せられたのは、元曆よぅ弘 

安に至る問、卽ち源平の末期よ-^鎌倉時代の前半にかけてである。蓋し此の間は刀鍛冶の全赖期とも 
稱すべく、源平の戰亂は鍛冶工に多大なる敎訓を與へて、殊に丸鍛は折れ易き恐れがあるとし、此の 

taよ-〇各派何れも生鐵1C幾多の鍛鐵を加へてZ:れを心とし、別にをの上^鍊鐵にて包むの風を生じ、 

根本の於_をなした。加ふるに1*か羽院の刀劍を好まる、や、粟田口久_、備前信房2兩鍛冶を召し 



エ劍刀の代時倉鎌 
て、親しくをの業VJJ4Cけさせられた乙と3へある。][iに：謙位の後も、備前の{:>J父子、0中t江のJ'c- 

洲等十二人、二十四人の番鍛冶^召Sれたので、天下の鍛工何れも奮起してそのilic入らん乙とVJ欲 

し、乙、に空前絕後の盛運を開いたのである。 

I諸派の勃興|先づ福岡には一文字一派の諸士があつて、匁文に齡，を召し、京の粟田 

口諸エは又地鐵無双と稱せられる。備中鍛冶は備前よ$出で、地鐵本同よ6も强く、濃州鍛冶は大和 

よぅ出で、地鐵更に銳いものであった。更に承久の亂を-Mては上エ益々輩出し、大和に!•«•和を院 

手掻、保昌等の一類があ6、山城に來、大宮、綾小路等、備前には長船、農田物、その他奥羽にはi 

山一門、備後には三原、九州には行平一類あつて、終に至るほど極めて盛であつ穴。特に鎌倉中期に 

特筆すべきは、備前の光忠、長光、京の右光、國俊V)四名工である。何れも弘安年代の人Rして、光 

忠は長船の住近忠の子である。此の人、古備前以降その備前傳と稱するも0、ぎを柚き、丁字51に妙 

を得て千古たC一人とも稱せられる。長光は光忠の子にして、また父に劣らぬ地匁V:鍛へ、その火*I4 

減の鹽梅を得たのは、古今無比と稱せられ、切れ味の快利なるMと、前後に紀であると3れる。か^• 

は粟irl*!;吉の円下と傳へられ、從來刀剣の地鐡はM.田口を隨一とする中にも、吉光はをりまた歡^ 

の#が•めつた。？！俊は京の來の子、その傅を異Rして長光と伯！；の間にあるとSはれる。 



|~五郎IEl-alli~17)出現I斯く後鳥羽天皇の頃までは、刀鍛冶の全辎時代(cして、名工繪出し、頗 

る眼覺ましき活動をなしたのであるが、それよぅ再び下-〇坂とな6、工人の出づる乙とも少なく、槪 

\群の技倆を發揮するものも次第に少さに至った。をれでも鎌倉の執權**4£きが、1*4阶,の番鍛冶の 

|制を校して、命を下して天下のH人を招頃には^:ほ名H多く、備前よ'^はE*40*i6、il5:s.i 

今|宗、粟田口よ6は國陶、來よ6は國次、日光よ.〇は大進坊等が鎌倉に來って、門戶を張ったのである 

J而して大進坊の弟に行光あ6、行光の子が彼の有名なる3i.,§£-•ホである。JT-かは幼よ6をの技{C長じ 

代j國綱の子國光^っSて備前傳へをS敗い、11IJC諸阈を§船して發見すると乙ろも亦甚大にして、正應 

の| の頃銚倉に和州傳の一派を開くに至った。 

^―l(t^^^蓋し從來の刀劍には、多く反が深くして形細く、實戰ic際して往々缺け 

エ|損じ易かった。正宗は乙、にiiるとZ1ろがあったので、比較的幅廣く反少く地鐵は大板目kして沸荒 

一, く、^'文は大亂れの壯快なる$:-主として、匂aも亦深く、全く古風を一變するに至つたのである®玆 

一に於ぃて天下此の風を好み、當時一流の名エと稱せられる者は、爬慰としてその門に集まつた。例へ 

ば越中からは松#-鄕を弘、か服鄕^、大和からは一1:寒及びか$;-筑前からは£-1|:一|:*-^* 

前よ6は長船兼光及び長義、III城からは長谷部國重、石州からはE*lなど常代の名匠と云はれる程の者 
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一六二 

は皆彼の門下に學ばなS者はなかつた。且つN1れ等の門下が各自の鄕に歸るや、盛にをの一派を相傳 

したから、爲めに京、大和、備前等の諸傅は忽ちにI變する乙とVなつた。 

| 1 .古：刀鍛治—の一末—I斯くて鎌倉には、正宗の克行光、眞宗、廣光等が相ついで父の業を完成 

し、大に天下に鳴つたけれども、應安の前後ようして鎌倉の地の衰ふるや、秋廣、秋義を最後として 

一また見るべき刀を鍛へる者がなかつた。をの外、金重、兼氏の二人.が鎌倉からの歸るSに美濃に止ま 

|う、#«&、#-办、#'-&等を出すの素地を作う、また42£*は伊勢に、£-4は備後に、をや4や1、 

|長盛等は備前に、左の一類は筑前^、延壽の一門は肥後Rあつたけれども、恰かも,^gの打ち〇くく 

一世となうて、供給は需要{C追はれ、次第に粗製濫造の風を生じて、太刀を造るものはあれども，刀 

;を鍛へる者を見ざる有様に墮し終つた。足利時代の狀勢は要するに上述の如くであつて、後{C應永よ 

jう、天正SS備前g.I:、取や霞等、11-:や4^、#-や#*^.等、京に暫き^4等 

があつて、古刀鍛冶の終末を示してゐるに止まつた、たV應永物は、實用的の物にしてのよいを 

一以て後世R評判がよかつ/2のは、文よ.CNも質1:採れる當時の製作として^/a然るべきであつy2o 

第五章近世の刀劎H 



代の新刀—一Jla.t.氏の半期、文錄以降は新刀の時代である。固よ6鍛法には前代以來 

と大差なけれども、鑑刀家は大別して此の以後の刀は古刀とは異るものとする。先、、つ、天正の頃に、 

一京{ci^.l-fiなる者があつた。一一•一條宗近二十五世の末流であると稱し、をの家傳について硏磨の功^ 

一積irz.と年あ^'、遂に要ffl«口 •當麻等の古作に伍して劣らざるR至つた、殊に明壽重吉は彫刻{C妙^得 

J よう)lifを賜はうて愈々斯道に丹精した。阈廣、忠吉の如きはその門下の名Hにして、國廣は 

ft一 日向の人、後京に住してその作正宗、志律に似ると云はれ、忠吉は肥前の人、直39.に長じて國俊に比せ 

の一られた。實に彼等は共に新刀中の第一の稱がある。その他美濃兼氏の九代の孫に兼道があう、京に出 

1で、關傳を以て名を知られた。その子金道、吉道、正俊等は志律の風を唱へて永く流風を傳へた。SI 

に大和の1:-^*は、卜搔包永の末孫と稱し，故國にあつて古傳を唱へ、尾張の政常は關よ6出で、越驾 

のm-il-は江州よ6114、備前の祐定、備中の阈®、安藝の輝廣等%、各地に於いて當代の華と稱せら 

れた。しかもをの作風は槪して應永頃の傳に依6、素樸にして實用を主とし、時に沸匂{C風情を添へ 

る者もあつた。三州の鍛冶廣繁の如きそれで、彼は慶長の頃世に在$、初めは駿府にあ6て後ち江戶 

に出で師傅の依るベ3なくして神來の妙技を發揮し、新刀正宗を以て稱せらた。 

id—川—前—半"^TUついで寬永以降、德川時代の前半期は、太平の餘澤に狎れて文弱の趣著 

一六一一I 
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しかつたが爲めに、刀剣の工人も世に多く輩31したと雖も、徒に末技のみを弄するの風とな6、京it 

も江戶にも、その他各地に武士道の精神を體現して、華實兼備の名刀を鍛へる笤がなかつた。たV特 

に注目すべ^jは大阪の工人である。蓋し大阪は豐公の氣を受けて成れる都府である。秀M.の時城陷つ 

て天下の中心は朿に傾い/2と雖も、尙ほ元諷の殘るものあ-CN、且つ關西の咽喉を扼して繁龅k維持し 

.一たから、京の國廣門下の國眞の如きが此の地に移つて業を起した。國眞の子の國定、後に^•如といふ 

J もの、沸の名人として當世を風靡した。加賀守眞則、土肥眞了、北窓治Sの如きは、その門下にして 

j寬文の頃大に世に稱揚せられた。別に河内守國助があつて十字33.の名人として知られ、國定も此の地 

刀一に來つて、その子國助、をの門下國輝、助廣等と共に知られ、助廣の子又助廣といa、世に丸津田と 

劍一 へられ、匂の名家として眞改と並び關西ic覇を稱した。その門下の助直も亦艇概であつた。SIMJC 

エ| 江戶を砧るに、德川家は嘗て越前の康繼を招きて御用鍛冶とし、以下數世相繼S、たが、別ic虎徹と稱 

\ する者があり、名は與里、江戶の人^して、のち越前に移ぅ、更に江戶R來ぅ、越前闕の風を受けて 

一地鐵强く、加ふるに神來の趣味あ6し、後世ょ6松#•鄕と相雜把せられて，Qる。殊{c£ll侃に至 

つては、古今第一人と稱せられてゐる。由來、新刀は古刀に比して！^るものとsnて，qるが。た <虎 

徹のみは古刀に伍して劣らざるものがあると云はれる。 



A 德川時代の後半は、武道の旣k地に委しつ、あつ/2頃で、士人に士氣な 

く、刀劍失つた。蓋し元祿以後は刀鍛冶の名を擧ぐべきもの極めて稀にして、僅1C享保年中に 

一於いて薩摩の£^-、をル等が歡をの技の秀でたるものあると、齡に後年、文化の頃に至つて出羽の人 

\;|!-,かか卜、7£*をが、復古刀と稱して相州備前兩傳を得たといふけれども、をの作ま/^見るに足るも 

J のてはなかつた。又文化の頃、江戶四谷に信州の人山浦淸丸があつで、正秀と並び立つたけれども、 

^虛飾に過ぎて內實の充つるものがなかつ穴。斯くて明治以降に茧つては、大阪の月山、因州の包則等 

\歡R*をの％似"を存するのみにして、世に旣に刀劍鍛鍊に精を盡すに適せずなつてしまつ/2。 

の j 第六章刀劍の槪說 

，一新刀と古刀I右の如くにして我が國に於ける刀剣は、大體に於いて新刀と古刀との二 

Iつに分け、又別に太古の刀剣類^區別する。新刀とは氏時代以後の刀鍛冶の製作したものにして 

I乙れに對してをれょぅ以前にi^Iへられた刀劍を古刀と稱するのである。而して•见に古く、支那の文物 
一r.ふん はつぐつ 

の渡來するtilまでに、.，本邦に於いて製せられたるものにして、古墳ょ6發堀する刀纫がある。新刀と 

古刀とはをの制式に於いて大產はなく、'たん!^に時代の區劃をするのみであれど、太古の刀劍に 

一六五 



說 槪 の 劍 

一六六 

■至つては、著しく異る7Pのがある。卽ち後世の刀劍がそ反-CNあるに對して、太古刀はlit線形になつて，Q 

る。その他柄、鞘等{Cも異形の部分が多いのである。乙れ等太古刀に關しては、旣に「骨董の知識及 

び鑑定法」の卷中に說明せられたがら、乙、には專ら中世以降の刀劍-I所謂H本刀として、武士の 

魂とせられた''6のに關して語る。 

LE__M__先づ刀劍の構造ょう說かんに、これを大別すれば內部、卽ち刀の^及び 

その延長せる部分と、外部、卽ち柄及び鞘、鍔等ょ6成る部分とに分つ乙とが出來る。今外部にMす 

る名稱を示さん}C 

11柄頭に當たる部分icして、普通、金具を附してある。 

目釘刀心と鍔(镡)とを留める丸い竹釘の樣なもの。 

目貫柄卷の下部(Cある金具で、左右に各一個敗あう、金、鍍金、又は「きせ」等て、甚だ美麗なる 

細工を施してある。 

镡柄に附いて刀心と刀身との問にある。敵の刀の手{C當るのを避ける爲めのもので、鐡、銅、赤 

銅等の金屬にて造られ、紋ぎの刻んであるのを普通とし、中には慰齡が物もあう、その形には丸 

5ものと角なものとがある。但し短刀には附：igしない0 



劍 刀 

鬆iの8出内部に紐！所の金具にして、輝よ-^刀身の方によって裝はれる。 

M镡の上部にある金具である。 

IKni鞘のnのところをSふ。 

齡F下緖を鞘に結*ふ爲めに、稍の外部に^4起した孔の乙とで、乙れに下緖を通して置くのである？ 

下緖栗杉こ'通す緖にして、事ある時はZ1れを捣に代用するのである。 

鏢鞘の最下部にあたるとZ.ろで、普通、金具を裝つてある。 

次に內部について見るに 
は稍の內部とな-^、以て刀身を支へる部分にして、Z1れに目釘穴と銘とがある。然し銘のな‘ 

| きもの名多く、所謂無銘の刀である。更に 

一刀身の部分について尖端よ1語れば 

\ 抓^Iは刀#の最上端の邊ヒいひ 

\ 帽子は、切先中(Cある燒XIを指す。 

帽子の刀背に沿ひ、上部に向つて斜に右折せる線をいふ。 

横手筋小鶴の下部よ'^の方に向つて、一文字に左折した線をいふ。 
一六七 



一六八 

鎬小鎬と橫手筋との集中する邊から、下部(C向つて長く 一E線に垂下する線^いふ。 

mが鎬よ6左方に當る部分にしC、右方はすべて鎬である。 

贝文匁方の中に、波紋の如き模様のある邊をいふ。 

平匁文と鎬との中間の部分の乙と。 

關刀身と刀心との境界をいひ、乙れを 

楝關とて、柿の方icあたる部分と、 

匁關とて30.の方にあたる部分とに分つ® 

橄刀の背面の乙とにして、乙れに角棟、丸楝、三棟等の別がある。何れも其の形よ6來つた名ic 

して、また庵ともいふ。(三椋は文眞の楝とも稱ずる。) 

重匁の厚?:sv»a、楝に計つて®:ね何分ともいふ。 

膨双方の橫手筋の上下二三寸の間の33.先の丸味をいa、此の勝味の多きを「膨付」、その薄Sを「膨 

枯れと稱する。 

物打橫手筋よ6以下六七寸の間をSふ。乙、が刀の要部である。 

反刀の先よ-^關の間に於ける曲-^の多少をSふものにして、中央部の最も多いと乙ろではかる。 



の 刀 

踏張關の邊を押し試みて、彈力の有無を檢し、ggが、强いとか弱いとかいふのである。 

第七章刀劍の造法 

一—^—^__次に刀の造ぅ方及びをれに關する術語を略說丁れば、先づ刀の鍛方は古 

來幾多の變速を經、且つ流派が莊だ多い乙と、次{C述べる如くであるから、一槪ic說く21とは困難で 

あるが、大要乙れを分つて古法と今法との二つにする。古法といふのは、また^"||へとも稱して、火 

も?:ム以て^材/f」7u分に溶がし、ifer底に溜つた鐵で製す57Pのである。と乙^が此の法に^ると、鐵|± 

の非^に緻；松となるため、取扱が容易でないので、それは何時の頃からか慰れて、今法、卽ち!！！If 

法に依る乙と、なつた。卽ち鐵塊を爐中に投じ、大熱を以て充分に乙れを柔軟にし、！!にて打ちのば 

し、折ぅかへしては打ち延ばし、荊度を見計つて更に#2giL稱し、輕く燒いて打ち延ばすのである。 

乙れV祇鍛と稱する。外に、板0木工目と稱するもの、如きは、伸ばした鐵を四つ五つに明縱横こ 

mね、又は火熱^以て十分k燒き、又打ちぎばしする乙と四五度にして、M?0ftの如何を定め、適度を 

計つて打ち伸ばすのである。而して此の伸鑠にて、大方の豫定の寸法に打ち，ばして骹き、その次に 

は級透とて、銃にて寸尺、姿などを思ふ儘に削るのてある。削-〇終れば粘土を全體に0ぅ、51方の土 

一六九 



法 造 の 
のみVJfJ箆で落す。そして此の土のない所が、卽ち後に燒匁となるのである。十分に土取うをしてか 

ら32.渡しと稱して火を熾にしてa1先から切先までJMのないやう{C燒き、燒いて了へば乙れを水乐こ入 

れる。此の水舟の水の冷溫の加減が最も困難なもので、各鍛冶の流派R祕傳があ3、所謂湯加減の極 

意なるもので—。をれから銑にて■ょい?E心を體う、家傳のM?ビかけ、■にて目釘穴t息. 

ける。而して最後k平鑽，V以て銘を切.^、乙れにて刀の鍛冶の製作を仕上げるのである。 

5—^—0—斯くV作らnる刀Qf方S類には、例へば戀パ5通fも 

の、外、m蒲造とて、古代鮎と稱したる、橫手筋のないものがあ.^、齡齡造とて、一ug紀^J稱し、 

又烏造ともいa、Mれも撗手筋のないものがある。平造とて、鎬も小鎬も橫手筋もないものもあれば、 

切32.造とて、今普通に稱する刀と同じ造うのものもある。それから刀の疵といふ<1とも、ぃ#て置か5 

ばならぬ。疵のある刀は劣等品なるのみならず、疵に依つては取るに足らざるものもある。乙れこも. 

震が多Sけれど、大略を列擧すれば帽?;Q!ffi'Lco月。の®0、,i0a0等がぁ气乙れ等は少しで1逃して. 

はならぬ。又立疵に楝われ、立われ等あれど、乙れは實用上kは左程の辑はない。大和物、又は關 

物の古身には間々あるものである。膨れは地鏹の上に少し萵くふくらみの有るもので、乙れはg{cょ 

つて取れる。又反對に硏に依つて出來る疵もある。、堆、め、金は後R鐡をうめたもので、乙れも嫌ふべさ 



§である。匂ひ切れは、匂の中斷したものである。<1れも好ましくない。贝切れ、しなへ等は如何に 

小さくても最も嚴重に吟嗽せねばならぬしかしまたI種の疵にて却〇て世に珍重せられるものは、矢 

•一及び切込V•ある。前者は刀の平に矢の當つたもので、後者は戰場Rて切6合つ穴疵跡で5る。 

第八章刀劍の見方 

I刀[MII0I見所Iさて、乙れ等の刀の見方であるが、乙れは昔から甚だ難かしい乙と、さ 

れて、近世は本阿彌を家元として、をの專門家が幾人もあつた位である。先づ何から見るかといふに 

地鐡の異同とSふZ1とを知らねばならぬの京、備前、鎌倉等、その流派に依つて地鐵を異にしてゐるの 

みならず、同國にても、一人每に多少の相違がある。また刀の形にも各自特有のものがあつて、中に 

は反のなきもの、反のあるもの、或は關の上で反るもの、中程で反るもの等種別があつて、同一の鍛 

冶の作の中でも、或る刀は反があぅ、または反がないといふ風で、Z.れもょく知つて居らねばならぬ。 

次には調子である。目利については乙れが甚だ大切な事柄で、多年の經驗icょらなくては會得し難い 

ものである。到底斯く斯くと說nljする2.との出來ないZ.とであれど、辩^去つて刀を才手ic^Rt.--ち 

徐々として上下して見る時は、一刀每に自から相違のあるZ.とを發見し得るのてある。鐵色といふも 



一七一一 
のも、經驗备んで始めて知るべきで、初めは容易に見分けのつか？のと3れる。それから男乂を 

め含、 
以て0利の第一とする位に、大切なものではあれど、乙れは其の時につれて如何様にでも出來るもの 

) 、25や3: 

\てあるから、乙れのみ1:標準とすると、却つて！iる乙とがある。けれども手癖といふものは如何なる 一 ^ V 

一名工にもあるものだから、直31を得意とする鍛冶がitI燒く折には、直匁式に亂れるので、幾分か手 

刀|癖が見ぇる。 

-^-肌.一匂と沸とも亦、古來極めて主要なるものとSれてゐる。セとは^と地肌 
lcli 

との界目、33.へかけて露の如くほんの6と匂；sか、つ/2のを云；5、水火の調和その宜しきを得て、鐡の 

精華の現はれたる、金氣本然の神魂{Cして、最も貴重のものである。而して此の：母M淺いものと深い 

ものとあぅ、また二重に立ち覆つた如きものあれば、八寅霧の湧き立つた如きもあつて、上作ほ：5^ 

方| の見事なものである。また沸は、銀砂を振りかけた如くに輝き、荒沸は星の如く、小沸は霧が草葉に 

下，9て露となつ/2如くである。而して茺沸は小沸ょ6.も下品と3れる。沸のない刀でも、^yR變ぅ 

はないけれども、匂のない刀は切れた乙とがなSとSふ。次に地鐡肌に〇Sても知らねばか、らぬ。肌 

には征目、板目、梨肌等の名があ6、征目は木の®の目の如く、板目は鍛aの杢ボの見ぇるものをい 

CA、梨肌は梨VJ切-^割つて小口ょ-cn見た様な肌合のもので、上作の杢Bには鈒筋の現はれる如きもの 



方 の 劍 刀 

がある。肌冷は硏ぎ上げてWく白ける樣な心地のあるのは上作にして、靑いのもよ、、羽二mの如く 

地つま-^、底に靑みのあつて美しいのも^た上作である。けれども黑みを帶んだものは下作なものと弭 

してよい。上作は澄み渡〇た水の如く、透き通つたmilt"があつて、何となく柔かく氣品が備はつてゐ 

る。重令しくて黑みあみ、品位なくして且つ匂口のはつき6したものは下作とせa_{rならWO 

&心と中心銘一中心と中心の銘についても知らねばならぬ。先づ中心の鑪Hの事から說 

かんに、乙れも古S時代の刀{Cは中心が多く杇み、又は手摺れて鑪目が判然しないし、磨士物に至つて 

は全く§1があてにならないから、驢目を證據として判ずる譯には行かない。たV、橫鑪の中心先劍形 

なるものは誰某の作、橫鑪栗尻なるものは誰某の作といふ風に、筋違鑪劍形、又は栗尻、勝手下ぅの橫 

鑪栗尻、大筋違鑪栗尻、檜垣鑪栗尻、鷹の羽鑪、同じく谉鑪、鎬筋違鐘、取橫鑪、雉子股、細などと 

いふ風に、乙れによつて大蹬の作風を區別する乙とは出來るのである。次ic銘であるが、乙れ{Cは古 

來僞銘を切つたものが-^た多くして、宽政以後、僞銘の切.0,方が最も上手になつて、中にも®*^*、^* 

fどの銘は、始どf近SQでtから、容S見別け難Sが、又!11し三見直に僞銘たるこ 
とを^兄し^:るもの，pある。けれどもその鑑定は、刀劍家もM々誤る所であるから、初、いの人には殆 

ど不可能と言はねばならぬ。たて、略次の如きこと^心^}可きで5る。 



J1 の 劍 7J 

一七3 一、銘の文字Rゆがみのあること。 

一、無理な鑽の使a方のしてある乙と。 

一"銘の字の緣が崩れ、又はまくれてゐるZLとC 

一、後か^^を使a足し/2形跡のあるmと。 

一、鑽の字に筆勢なくi«力なきZ:と。 

乙れ等のものは、先づ僞銘の物として標準を立つべきである。 



說 m の 物 織 

第五編織物X 

第一章織物の槪說 

LP1物の神話的M說一我邦(C織物といふもの、現はれたのは、旣に神代の遠き^ょぅのことで 

ある。卽ち天照太神が、機織をして居られると乙ろへ、弟神の素盞鳴%かやつて來られて、その雄々 

しき御氣性の爲めに、姉神の御機にかけられた絲を斷たれたといふ如き、をのI證である。尤も、?1れ 

は！,r史に見ぇると乙ろではあるが、神話的傳說と言はV云はれぬ乙とは>3:い。何しろ、織物の材料に 

は、すべて植物性又は動物性の繊維を用CAる上に、我が邦古代の織物には動物性ょ6も植物性の材料 

を;|]ひたのであるから、その性、永年の保存に適せず、今：1:^ては神代は勿論、一千五六百年ょ6以 

前の織物類は全くiiるを得なSのだから、實物に徵して、何時I啜から-我が民族問に織物があつた 

かを知る乙とは出來ない。他の全T品、殊に銅器とか、土器類陶器類などになると、をの性の鑛物質 

であるだけ^、今も古拟を發掘した6などして、數千年以前の遺物に以のあた6接する乙とを将るが 



說 槪 物 織 
••/•一 

一七力 

織物はさうは行かない。隨つて、一番古sと<1ろは傳說的(C考へる外はないのである。 

L人：類文化—と織物|しかし、衣食住は人生の三大要諦にして、殊にA間が、暖地ょう寒地に 

移住し、若くは氣候の激變に際會して、身^寒冷を覺ぇる{Cあた.CNて、を保護せんが爲めに一重 

の被褪物を必要としたのは、原生人類に旣に然-CNである。而してをの最初の被覆物は、或は渦葉樹類 

の葉、又は樹皮などを用；Sたるべく、或は野獸を屠してをの毛皮を着た乙とであらうが、IIに知哉の 

進む^つれて、植物若しくは動物の龈維組織を取-^て、それを組み合せ跋6八；：せ/2る名の?:用ひる乙 

との便利且つ保續に堪へる乙とにも考へ及んだであらう。<1れ卽ち織物のSSMRして、今も南洋の土 

人などには、斯かる極めて原始的な組製式の織物を見る、我がァィヌ人の製するァッシの如きも、概 

皮の耝なる纖維を以て、簡單{C組み織$にしたものに過ぎない。 

S^0^^^^然るに人類2技巧の進步するにつれて、手にて組み合せる代6に機械の 

力を應用し、精巧に且つa速に•乙れを製造するやうになつた。乙れ卽ち機織の起つたと乙るで、細 

絲を用ひて經とし緯とし、細かに器用にZ.れを排列織成するに至つた。しかも、その材料たるf?ll(i&も 

最初は粗なる樹皮等に依-^しもの、或は蠶を養CAてその口ょ-=>絲をly:11かしめ、或は羊の毛を剪うて乙 
上ttI 

れを撚6合せ、或は棉花を作.^てこれを紡ぎ、或は麻幹を取うて乙れを,しなどして、動値物各様のも 



說 槪 の .物 後 

のょ6材料を集め、乙れを再製し、精製し、精練し、以て光澤の燦然たる絹織を製し、# gにして彈 

性に富む毛織となし、强靱にして陕货なる綿麻織となすなど、ます<進步せるものを製するに至つ 

たのも、蓋I、遠き昔の乙とである。 

(Zi^n-T技^d發sSXにはまた乙れ等の材料を織製Tるに當6て、纖維の細大、組織の紀齡 

に依うて實用と美觀を適當ならしめるのみならず、織6方を様々にして、手織、綾織ょ$、變化ある 

地紋を織*^出すが如き乙と4、旣に千餘年の古{C盛に試みられてゐる。また織6絲に色彩V施す乙と 

も、夙に行はれたと乙ろで、黑、赤、黃、靑、その他の鮮麗なる色彩を染め上rるばかうでなく、或 

は織-〇絲に金鈒帛を卷きつけ、或は織上げ/2る布に、紋様を捺染し、或は經緯{C耕染を施して、乙れ 

を織うて非常に巧みなる紋様を織6出すとsふが如き、驚くべき加工技術の發達は、これまた千年以上 

の古代{C於いて行はれた2.とを考へれば、織物——並に染物——の進步が、人類文化史上の®要なる 

一事项たる乙とを知るべきである。今、Z1、には專ぱら、我が邦の織物の沿革と、製出せられたるも 

のとのI般にわたうて叙したいとMふのである。 

第三章日本上代の織物 

1七-t 



一七八 

Irl日本織物と大陸の關係一斯くの如く、贳Sじて、織物S達したのは近世のことではなくて 

西洋には旣に古代ギリシャの頃、更に遡つてはエジブトに於いて、柬洋にては上代支那、]1>^は印度 

の太古に於いてをの精巧なる技術を見るが、我が邦にては、前に述べる神代の神話的ggなどの外、 

先づ發達の初めと見るべきは雄略天皇(I卜抒1前)の頃からである。而してをれは卽よぅ我が邦にて 

發生し、剑作せられたものといふよ6も-をの頃すでに發達して居た大陸文明の餘波を受けたもので 

あつた。卽ち、當時の支那は六梦の時代にして、比較的文化が發達してゐたのみならず、印度をはじ 

め西域諸國の文明を取6入れて、百般の!^に熟してゐたのであつて、殊に織物の如きは極めて精巧 

なるものを出してゐ72。故に、我が邦の織物エ藝も、最初には支那—それが三韓を！J銳して—か 

らの影響を最も多分に受けて;5-て日本織物史は、乙、から開けると云はなくてはならぬ。 

略帝^^の織物しかし、史家の說に依f、s-iI:s朝に先っ約五百年、ぎ 

頃に錦の如きが發達して居つたとrる。卽ち『漢書』の武帝紀に、「日本、gigを献ず」と見ぇるの 

は、をの證であるとする。然らば我が邦に錦の如き華美にして紋様ある織物を製出したのは甚だ遠い 

時代からであつたとせねばなら『何れにせよ,'|、湯”どいふものが、1£以前から我 

邦にあつたものと見ねばならぬ。而して絹とは、蠶絲を用ひたか否かは明かならざれど、普通の牛1 



のこと、解してよからう。Z:れ最も原始的なものであつて、神代以來世にあつた、絲を十文字に.If 

, 6て織つた布の類であらうと思ふ。元來、織物發達の經路を迎れば、世界各國v»づれも2.の十文字の 

) 平織に起源してゐる。羅布なるものは、乙れの眼のあらい、齡||うにしたものであつて、織う方^ど 

の點では絹とは大弟はあるまいとIII心はれる。 
I- __ 

1 \ I倭文織おこる尙ほ乙の平織の一種よ4進んでこれを染めて或る文様をliiはす乙と、な 

\ 6、更に進んで、)ii緯の織絲を變化して地文を織出すものが出來た。後世の綾などは此の種のものて 
上、 

\ ある。乙れよ6猶ほ發達しては、二種以上の色絲を用aて、諸種の地文を織う成すに至つたのである。 
代^ ~そして、をの地文を織出すZ1とも、最初は緯絲のみを以てしたのが、後には經絲をもそれに用ひるに 

J 至つたのてある。我が邦に於ける乙れ等の%11うの始ま6とIM心はれるのは、所謂倭rである。蓋し倭 
' プ 

t 文とは、其の經絲は白色であるのに、をの緯絲に或る色絲を用ひて、橫に縞目を織6出したもので、 

\我が文織6の最も原始的な形式である。そしてをれに用ひる材料の絲は、齡の皮から取つたもの、或 

\ は大麻、苧麻等の纖維を紡緖した絲である。因に彼の『萬葉集』などに多く見るとこ〇の始なるもの 

は、實{Cかくして穀の皮よ6製せられた白地の布帛のことてある。 

feそれにつsで上代に發達した文織うは"である。これは倭文よ6もそ 

j七九 



物織の代上本 日 
の組織が複雜になつて、麻又は絹を色々に染め、幅の狹い機で自然の文様を織$出してある。mし乙 

れも倭文と同じく、まだ經絲に工夫を凝らすRは至らないで、經緯に種々の色絲を用a、橫目にSま 

ざまの縞目を織-〇出してあるが、倭文に比すると一層發達した形跡は明かである。今疊の緣など 

に用ひられる暈綱緣は、乙の上古の綺の遺風を存する織物と見ねばならぬ。倚ほ此の綺の出で穴頃に 

は、旣に絹絲も用aられたやぅであろ。をれについで出でたのが、上にも一寸述べ穴錦である。Z.れは 

丹、白、黃の意であるとも、或は丹頻の義であると％いふが、何れ(Cせよ色彩の技巧が更に發達した 

乙とを示し、種々なる美しき色、殊に赤色を鮮かに使つて、精妙なる文様を表現してある。 

S^^^の遺^EU斯くして我が開化天皇の頃、すでk錦の如き華美なる紋樣ある織物を製 

せられたが、更に雄略天皇の世に、錦を織る工人超敦蹤を百濟から召し、河內國桃原の地にて初めて 

錦を織らしめ、のちまた織工を支那吳國に求め、大和國檜隈野に於いて！!の類を織らしめた頃よ6、 

織物の面目は一層iiるべきものがあるに至つた。今、法隆寺ic傅はつて、帝室へ獻上になつた古代織物 

の中^は、この頃の製かとMはれる古製があつて、綺、錦乂は綾の如き類を見る21とが出來る。固よ 

$をの中には朝鮮苦くは支邶製のものも、交つてゐるには州違あるまいが、^た以て當時の進步した 

織工を知るべきである。但し乙の時代のものだとて、矢張6緯絲夫1:凝らしたもので、經絲をも 



代 時 德孝古 推 

用aて、縱橫なる技術1:表はしたのではなく、その錦と稱するもの、如きも、紋様の複雜なるに比し 

て、その機織の技法は弗だ簡軍であつたが、しかし、をれ以來の織物の種々なる變化ある發達は、こ 

れ等の古代錦類に負ふ乙との多いのは、特に忘るべからざる點であらぅ。 

第四章推古孝德時代 

一—推古孰の織物一更に4iI:H一の飛鳥朝に入ると、何しろs:i±*やを中心.にして、佛敎の 

最も高調せられ、乙れに伴つて佛敎藝術の大隆盛を見たのであるから、宵廷又寺殿の莊版の爲めに、 

若しくは服裝を整美ならしめる爲めに、華麗なる織物の要求も亦頗る多く、をの種の製作の盛てあつ. 

た2.とは想像に餘6ある。前記、法隆寺献納の御物古代裂地類等が、今-fnrほ多く殘6て、如何に當時 

の織物が美術的{C極度の發達をなして.qたかを示して.Qる。而して當代の遺物として、織物ではなs 

が、刺繍の一遺品がある。2.れは美術史上屢々擧げられる天壽國曼茶羅と稱する刺繡を施した帳の斷 

片•てある。今現に法隆寺侧なる中背厄寺に藏せられる。Z.の繡帳は、推古天皇の三十年、聖德太子の 

薨ぜられた時、太子の妃橘大女郎の請に依6、勅して太子の往生せられた天壽國(極樂國の謂か)の狀 

を兄んとて、iの想像を浩：らしめたもので、をの畫は束漢末賢及び漢奴加己利に命じて描かしめ、そ 





れに諸采をして刺繡をなさしめられたものである。乙れは織物史の傍證として、我邦の刺繡の賤達の 

有様を硏究する據所たるものである。 

一一孝德時代の織物II乙れにつ.Sで織物の上に劃時代的の發達を見たのは孝德天皇の頃である 

一卽ち此の頃^は錦の機織法がSょ <ます.<發達した。「R太書紀Jの孝德紀を見ると、當時の錦の 

推I類に大伯仙錦、小伯仙錦、車形1、菱形錦、麒鱗錦等の別があ4、これ等は支那人が神錦と稱して美 

古一賞したといふが、餘程精巧なるものであつた乙と、今もをの殘缺に見ると乙ろである。をれ等の名稱 

孝一の中、伯仙とは博山の假借にして、卽ち支那の傳說にある、海中の博山の義である。咬た車形とは取 

德一輪の形てあつて、圓輪の中^、八本の筋を交互に引いた文樣の乙とである。小車を「5、ら」といふの 

J は、をの車のM轉する音響に因んで呼ぶ名である。後人が誤まつて、車形を御所車の形と考へたのは 

J間違クてゐる。 
f 1 _ 

一一天武文武時代Iついで、「口本書紀jの天武紀の條には、霞錦の乙とが見ぇる。'±た「文 

™武紀」に7p、isの錦を始めとして、雲錦、暈綱錦、高麗錦、軟錦、兩面錦、刺車錦、吳錦、屋形錦等の名目 

が見.tて，Qる。右の中、览とは、後世織田氏の紋とし穴五瓣の花文を重ねた唐花のやぅなもので、文 

K-lkAの御代には、文官の制服(Cは、必らず乙の文様を織-^出す乙と、Sれたのである。現に、木瓜 
I八三 



n稱せられ—瓣の花文は、元來、上に掲げるggに附け—か—つ？？、正しくは記 
一額之紋と書く 1で奢。帽額に附すべiは、をの面積と—と1、そ—狀の鬆1を 

j要するを以て在來の五瓣の管四瓣としたのであつて、もとgの紋ょ◊出で、、由來するところぬ 

き一る古いのであるり 

一，や'^とMゎしき 一?、一文武紀」に現はれ？1の觀文を織*^出したもQk小窠錦、一梁 
t錦、二窠錦、三窠錦、五I錦等がt、I前記、薦錦、吳錦の類は、高麗樣ゃ吳樣—6出した、 

代j1154那朝鮮製の—とfベ4あら5。又t錦とS—急が、灸—に地質4軟に 
の|してf出しS?とで、古來、大內裏の御障子は、この種の軟錦1て張られ—らひとなつて 

織|ゐた。因に、倭錦といふものは、神代1?ので—、傳へるけれども、そのPは疑は 

物一しい。^Hこれは綺についで製出せられた。我が■の錦の總稱である—つたらょからぅ。世 

一に一名綿錦と稱せられ、そS地の壽に、I出fのが、篇—である。(f一今泉雄— 
一の說に據る。) 

第五章奈良時代の熾物 



奈 

良I 

時一 i 
校； 

,1 

^^io淞文武天皇(約一千二]J二十年前)の世には、織部司といふもの^定められ 

當帅錦及び綾irMる工人は百五十戶あつたといふが、をれに次r元明天皇の世{C至ると、織部司の搬 
• • 

文師とSふものを、二十ーヶ國に派遣して、國每に錦を織る乙と，V敎授3れたといふから、奈良朝の 

始めには旣に盛大}i製織せられたこと^想像3れる。此の時代の遺品と见はれるものに、法隆寺献上 

御物S錦裂が多くある。それ等の1I1には種A、精巧なる紋樣を表はし、古代ァラビャ式の武人が、犯， 

のある,«rに乘つて»子を刻る紋様の支sb錦，V模したU木製のもの、或は種々なる花鳥類の文樣を織 

出した錦綾の類などが少なくない。中には支那製もあるか知らねど、一般に絲の方が柔かで、地 

八：：引き締らず、厚く柔かなる點で、日木製とMはれるものである。しかし紋様等は、外國風なものが 

多くまた純a本式にはなつて，Qない。 

斯くて元明天皇の世、織物司の挑文師をMwic派遺して、錦を織る乙と 3 れに 含 

を敎授せしめられてからは、諸國の織工いづれも錦綾を製出するに至つて殊{C支那との交通が次馆に 
ひんば" 弋ぐらい 

頻繁を來たし、新たに種々なる鹿製の織物をも舶來し、わが織工{C好模範を與へてからといふものは 
めんAぐ ゐr 

月に=:に面目を改め、所謂天平の盛時に及んでは、錦の栂織法が精巧の域に達し/2のみならず、綾の 

製法も.'S:た大に發速した。それ等は今：：：、正倉院(/;寶庫についてiiられると共に、}IX京帝室博物館に 



一八六 

至れば、法隆寺傳來の献上御物が數多拜觀Sれる。をれ等の織物中Rは、支那製もあるが、日本製と 

認むべき各種の錦裂もまたをの數甚だ多く三四種ょ6十種に至る色絲を組み合せ、鳥獸草花の模様を 

一造う、或は金銀絲を交へ、中には眞珠を織り込んだもの、又は^れ齡に依つたものなど、今日の織物 

一師が見ても驚嘆に値するやうな品が頗る多いのである。 

本1Lj^種織物の發¥1又當代に入ってから、錦、嫩等の原地の織物の外に“、嫌,'|等 

一の、薄地UIものも製出Sれる^至つた。羅は、地質が最も薄くして、頗る絲目の緩いものであつて、 
^ み，つごろS 

セー俗{C水衣と稱せられるものである。Z1の羅は、足利時代の頃までその產を見たらしいが、今日では却 

一つてこれを織る術を知つた人がなく、絕ぇて製せられないといふ。^た羅といa、紙といCA、或は嫌 

®j絹といふ類、いづれにもその無地のものと、織文のあるものとがあつた。現に東京美術學校所藏の尬 

物一去現在因果經の包装{Cしてある裂の如きは、足利末期に織う成された一種の^1M6である。 

\ S—纈.籐..■纈：—夾歷尙ほ天平時代には一般に薄地の織物を-何んだ/2めに、染物にも異常の進 

\步をなした跡が見ぇてゐる。卽ち染エの方法に、縐纈、藤纈、夾纈の三があつて、皆頗る3|^したも 

のであつた。織纈といふのは、今日の絞染のやうなもので、繪をば絲を以て數箇所、適宜{C括6置い 

て、乙れ?:染液に浸して染めたものである。また藤纈とは、絹地にまづ蠟5:以て適宜の文様を1mき、 



乙れを祕汁に浸してからのち、その蠟を脫し、以て文樣をあらはしたもので、乙の染め方は支那の製 

よ6も精巧にして、二重三tlrに各種の色を染め込んだものもある。次に夾纈とは、板に模様を彫.〇つ 

\ け、その板二枚を以て繪を夾み、彫6透かした分を染めるもので、Z1れにも二重、三重に染めて色を 

\ 加へたものがある。また中には、以上の三法5:-色々と應用して、極めて手數のか、つた、面白いもの 

Jが随分多S。先づ我が古代の織物及び染物は、これ等の天平時代のものを以て最とせねばなるまい。 

安| 

j 第六章平安朝の織物 
J__ 

の；j宇多醍醐時代|平安王朝の時代に入つては、前代よ-^行はれた錦、&の類がます <精 

蜣巧とな6、且つをの文様の如きも前代の素樸なものから進んで、優美典雅の極致に達し/2。殊に宇多 

ゃ醍iの兩朝に事ぱら殖產の道を講ぜられ、織工の如きも大に獎勵を加へられたので、諸國の調物織部 

一司の製すると乙ろ、共に精巧見るべきものが出來たのである。當時、伊勢、尾張、越前等の十ニヶ！：よ 

. 6は、：兩而錦を出だし、伊賀、伊勢、尾張、三河等の二十一阈よ6は文綾を：Kしたが、それ等は餘程 

すrnたものてあつた。また織部司の製するところは、窠文錦、大暈■錦、小花兩面錦、高麗様錦、 

夼穀较、蟬聚綾、獅子綾、遠山綾、應葦綾等数十種の品類があつた。乙れ等も皆甚だ美麗•なる織物 

一八七 
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で當時の宮廷貴縉の間に、あの繪卷物や歌物語に見るやぅな感じをに示して，Qたのである。 

S^^_lz)l^^^當代の遺品として、今日見るZ1との出來る最も有名なものには、R都仁 

和寺藏の橫被が二點ある。共に三條ル皇の第四子•lf*^ig«3r«(ll百)の用"Aられたもので、橫被とは袈 

\裟の如きものである。をの一つは、蓮花臺に盛られたる寶珠の模様を織6出し、地には密家祕寶を藏 

平一する.標相たる羯磨、卽ち盛橫に三鈷杵を組み合せたもの/-.表‘'してある。地は藍色にして、羯磨は橙 

j黄色をなしてゐる寶珠は淡靑色及び淡紫色をなし、蓮の蕋と寶珠の齡とは綠色にして、蓮瓣と火熵 

朝Iとに赤色を用a、配合が極めて美しい。殊に寶珠及び蓮瓣火煺等はy於なる絲の組み合せ^して、そ 

の一の色をぼかした如きは、以て常時1/)機織工のを語るものである。他の一は、霰形の地に七寶文を 

織一顯はし、その中に輪寶と獨鈷とを配してある。色は黃、赤、靑、綠-橙黃、紫淡紅、白等で織6方が 

物柔かで、しかも文様の整然として亂れると乙ろのなき如き、奇巧と稱すべきである。此の外Rも、仁 

一和寺には錦製の小3い袋裂が數點あるし、萵野1-1[にル88犯の寶冠、並びに天蓋を張つた錦があるし 

一京都敎王護國寺には、綾錦の小裂數十種ヶ藏し、大阪四天王寺にsfSI知！一張つた錦があるし、嚴岛神 

■社にも、安德天皇の御產衣と稱する錦などがあつて、皆藤原時代の織物の、如何に進步してゐたかを 

物語つてゐる。 



:-^A:.織物の出現I尙、乙れ等の遺物を見ても知られる通.〇、此の時代の中葉に至つて、g 

羅、厚板、Mなどいふものが出來た。紐Mとは、羅の如き薄地のもので、その經絲と緯絲とのか、6 

\工合に依つて、その絲目が丁度、今日の袴腰の形を併列した如き地合に織6成してある。絨とは、縮 

\羅、卽ちし^■みらの轉語でもあらぅか、その織絲に、撚6の强Sものをif]aたために、航保の縮んだ 

Ml羅である。原板とは、絲の太くして、地が厚みに織'®'上つたものである。それから、藤原氏攝關の時 

害代となつては、文弱優惰に流れた折柄とて、貴妃結紳の«*は、非常な生活をして居たのみなら 

町一ず、夜の靈が多かつた爲めに、特にをの衣裳の如きも、夜の燈火に映じて美麗に見ぇfのを好ん 
iLiiだと乙ろょぅ、成は打衣とて、今日の板引きの如き招、或は齡齡6とて、今日の所謂骑齡の如きもの 

の|などを織^'出すに至つた。しかもをの末葉{C及んでは、衣裳(C螺1を施し、又はその文様を1池！；；し{C 

^ したものなどをょろ乙ぶk至つた。 
物一 

第七章鎌倉室町時代の織物 

一^..倉睁代で織物I斯くの如く、平安王朝にも、織物は盛に製出せられて、頗る>iるべきも 

のがあつたが、やがて源平の爭擗戰となぅ、賴朝が鎌倉に幕府を問くに及/Lで、武人政治の世と變つ 

一八九 



倉) 

時 

一九〇 

たので、美術工藝の上にも一變化を起したが、織物の製作は、：：多く前代の形式5:追CA、技術の點は時 

の需用に隨つて或は粗雑に流れ或は精巧ic過ぎて、多少の變化や意匠はないではなかつたが、大體に 

於いて前代の踏襲追随にして、別に新機軸を出すやうな乙と名せず。一種の沈滯狀態にあつた。しか 

し、鎌倉時代に新に勃興した禪宗、及び禪宗の僧侶が支那と交通する21とic依うて、織物界(C新象 

を生じた。をれは、當時支那で製出させて金襴の類が輸入Sれ出した乙とである。實に日本に金襴の 

入6.來つ穴2.とは、エ藝美術史上に特記すべきであるが、しかし乙れは主として支那產にか、う、且 

つ骨董の部に於いて今泉氏が說を立て、居られるから、乙、には省sて徵く。兎{C角•乙れを外にし 

ては日本に當代の織物の新しいものはなかつたのである。 

1.室町時代の0—^鎌倉時代につr室町時代は、政治史の一段落であるが如く、織物史にも 

咬た一段落をなす時代で、上の鎌倉時代ょAまた更に生氣を缺いてしまつた。あの天平式の、又は平 

安朝式の華麗な藝術的な織物は何處にも見ることが出來ず、織工はあれど％模倣的の技巧に囚はれて 

し^つて、創意ある製作をしょうなど、思ふ者もなく、またをんな乙とをしても求めて吳れる人もなか 

つた。をれ故に'、織物界はた沈滯萎縮して行くばか$であつた。ただしかし、當時の人にあつ 

た一種の支那崇拜からして、支那の製品は盛(C輸入raれて、これがせめても當代の人々の藝術慾を滿 
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たして，Qた。そしてをれ等は、宋と元とで製せられた品で、多くは金襴で&つた。をれについではg 

子がょろ乙ばれた。又印金とSふやうなものも當時からあつた。 

一^:と能と.織.物iそして、足利の末から、秀吉の桃IJI時代{C入るのだが、此の時代のげ配纪 

一として、茶事と能樂との二つが織物に新しい方向•換^,なSしめて.Qる。茶道は禪から出で、齡いも 一 
一のを好む。その趣味が織物にも现はれた。殊に茶器！中にも茶入の袋に金銀欄、^^などを盛に用 

|ひ出した。一つの茶入に七八個もの貴重な織物で造つた袋，で用aたうして，qる。掛物の表装{C%zl/L 

一な織物を川aた。しかし乙れ等は大抵支那產であつたから、我.が織物史とは直接の關係はないが、ぼ 

jつ^'^をれ等の模倣品の出來かけ/2Z.とは、注y{c{sするであらう。一方能衣裳なるものも、眾に縱撇 

一を尙ぶといふわけではないが、矢張.CN金襴、純子の類が用ひられると共R豐臣時代を經て德川時代に 

一入ると、能衣裳を某とするI種の織物が大に發達した乙とを!^Sれない0 

/ 

-第八章桃山時代の織物 

1—職：物保護者大囲I南北朝以來、四海の^2fなる時とてなく、世を擧げて美術をfエ藝 

にIMJふ者とてはなかつたが、つひに應仁の亂起$、所謂戰國の時代ic入つては、兵馬の倥偬にUも乙 

】九一 



れ足らず、文明天文の頃、諸_に群雄蜂起して割據略奪をZ1れ事としてゐた。Sれば織物の如きも- 

1般^衰廢して機杼の音だに聞く由もなかつたが、乙、に天正年間、豐臣秀吉が撥亂を平げて海內を 

統一するに及び、彼れが一方に不世出の英雄/aると共に、また藝術的感興も衆にすrれたものがあつ 

たと乙ろよ6、各種のエ藝を獎勵したのてある。織エの如きも、秀吉の爲め^、祗らずも科び|ハ隆す 

るの機運に接したのてある。實{C秀吉は、近世織物保護者の劈頭に立つものと言はなくてはならぬ。 

彼れあつて乙れを獎勵保護することなくんば、三百年來の發達を見るベからなか〇たかも知れない。 

I京織物の復興I豐太閤の獎勵保護にようて、頓にをの繁榮を來し、織物發達の中心地と 

なつたのみならず、それよ^'のち、今Hk至る1Hで、長く我が邦の織物界を支，するの好運を與へら 

れたものは實に、京都の西陣である。固よう何時の世にも首都は文化の集把紀、焦點であ〇て、京都 

が桓武帝の御代に都と奠められてから、數百年の間、常に最も美くしきぎれたる織物の產地を、京都 
うたが 

若くは京都附近に有してゐたMとは疑ふまてもない。をの昔の織部司は勿論京都にあうて、帝室の御 

用に任じ時にはrf紳の服飾をも調a來つたのであるが、しかし源平の亂後次第に衰へて、室町時代 

の中頃には、をの名殘-CNを僅かに京の一隅の大舍人町に、形ばか.CN存するに!gぎなかつた。をれすら 
ぐわじん 

應仁の大亂ic逢CAて、擧げて灰燼R歸し去つたのである。しかも尙ほち3^-k殘つてゐた職工等よ 
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一九四 

sfや、世の霞になつSには、新に白雲の齡にf求めV」：ほつくと絹—？始めたので 

ある。！^しこれ、日本從來の織物が一縷の命脈を繫いで居た暇一のi-ILなのてあつた 
一一西陣_^の發達_天正十六年、*.±.ゆは、斯かる本邦織物エの一群落ある乙とを聞き及ん 

で、彼等の爲めに新在家の地を賊ひ、そ，」に移つて、±.^.御用の織物を製作せしめた。而して新在家 

桃|の地は、應仁の亂かSが、西陣を布いて矣所であるので、後世S?の麗fの地S 

III一 の樣になつ/2と共に、西陣は全國織物の本場と見られるに至つたのである0蓋し、西陣の機場に發達 

jした織物は、單に本邦在來の機法に依るのみならず、また支那の明R新興せるエ藝の影響を受けたも 

ィーのである。Z.れょぅ先き、^•棒氏の末の頃ょぅ、泉州#が海外貿易の咽喉となつてゐたので、rln^織 

一物5:乙、から輸入するのみならず、明の織X某なるもの、ま/2來つてZLの地R明樣の好射を織つて^) 

\たので、京都の工人等Z:れにつsてその織法を習a、紋紗、金紋紗及び羅を織る乙と1:習得したので 
物へ かくしん 3 
\ある。Z1れ、近世織物革新の第一聲と申すべきてあつた 

一一1江—錄^へ^I攔|_-|ついで吩/2、京都に櫟箪人といふ者があぅ、明人ょ6錦の製法を傅へて 

明風の錦は鍵、親Jをも製出して、頗る巧妙1があつた。次いて、两陣の織工にして工夫 

を&らして絲錦^織6出したものがあ6、甚だ優美なるを以て時人にょろZ1ばれた。乙れま*大和錦 



■が 

蔵寺大東 革染平天 



一九六 

の上に一進展を加へたものである。別に京都の俵屋某なるものも、一種の錦を織6出した。Z.れ所謂. 

唐織錦の濫觴にして、彼の明製の蜀江錦に由つて考案を起したもので、極めて高尙に且つ鮮美である。 

\ をの他、南蠻の織物に習つて金銀莫臥爾を織6出すものもあつ/2。而してをの金鈒線を用ひないで製 

一したものに、風通毛宇留といふもあ-^、これは婦人の常に適してゐるとて大に稱用せられた。寸•穴天 

^ 正の末年に至つては、野本某とSふ工人があつて、堺に於いて明人ょ6金襴の製法を學び大に得ると 

'一乙ろが.あつて、種々の金襴を織$出して頗る精妙を究めた¢1れ日本に於sて金：襴らしい合：欄の出來た 

一初めと云はねばならぬ。又明製k擬して緞子を織製した者もある。その織法にX-船を凝らし、文 

\彩模様5:あらはす乙とを得たのである、所謂絲緞子なるものこれである。ついで乙の工人が、技術に 
のへ 

^練達していょ{精巧緻密にいたぅ、乙れtた一般婦人の帶に適當であるとi齡せられ左のである。 

物一一—支.邵織と南蠻織一右の如くにして、桃III時代の頃、すでに京都M陣の地にはの美術的 

| の製品を見るに至つた。今織物の遺品に依つて硏究すれば、西陣再興の當初に織6出Sれたのはgて 

一あつて、乙nは天正中に織ぅ出されたらしい。fuから#X脱したものには上に述べた明.Aの抜法を受 

けたる紗綾、紋紗綾、唐織、龜綾などがあつぺついでは羽二重も、-r1,-法を齡齡じて、!ものが得ら 

れろ様になつた。一說には、羽二mの出來たのは寬文後であるともいふが、兎ic角、寬文以前、寬永 



杓織の 期初川德 

度；女の頃にすてに#に月a,bれてゐたのであるから、天正^.降る幾くならざる時代に織6試みられ 

て：^とSば1。それからW陣で、gg—承して盛に織$出3れ？Qk、釋を初めと 

して、Lbに語つ—嫌、搫、■デ、紗、精好のゃ—がある。又南變の法に依つた莫蜃類の 
外、天愁械などの出來たのは慶長前後に屬するといふ。中には、天正頃から盛こ哉らLたと. 

ふ。これは5の綾ではあるが、n本在來Sとは違つて、餘1しみの加はつS物で—。そし 

て圆様を我が邦古代の織物^取.CV、檢垣{C菊花などをJliはした。 

第九章德川初期の織物 

II綸—子W代—の—批^J页に慶長年問に入.cては、W陣の工人の技術ます{熟して、マこ 

名ある作品を作る如文も續&がた。そしてlilsf n[r因4、その織法を硏究した 

結果に出來たのが、兎羅綿緣である。乙れ綿絲に祀赶を混じて織つたもので、口本人の發叨した'刃 

の毛織てあつた。—時代k人名は、PがSたく時流の好泛投じ、そS美1布帛こW 

美なる篇あ鑫子S服が、慶長ょ〃江戶時代の芻にかけて一時の流行とf、織物史上に^, 

昤代ともいふべきもの5:现出した。斯くして.；;JI都に於いて最%優秀なる織物が製出せられ、殊に各種 



一九八 

の織物みな絲質を選み、染物を更め、をの精巧にして品格の高き爲めに、終に明國製を齡11するに至 

つた。乙れが爲め、さしも一時は隆盛を極めた泉州堺の機業は忽ち衰へ'また見るべきものなき冇樣 

となって、その織工の京都に來つて該業に從事するもの©なくなかつた。後世、京都の製品にして、 

'或は精巧を究めるものはあるとしても、到底慶長年間の作の優美高尙にして肥の大なるに及ぶべく 

が一もないのである。 

^ UK—鵞絨z^zp_行I政治上には囊二十年を一期として元和元年と—や、；#;|[-ルの時代が 

i來ったのであるが、織物の上には，豐臣時代と德川時代とに劃11以る區別を立て得ない。西陣に駸々 
期一 

Iとして發達せる新興機業は、元和に入ぅてます-^見るべきものがあるに至つた。先づ会の頃、支那 
の、 

1 の工人にして泉州堺に來〇て、金紗の織法を本邦人に傳へる者があったので、京都の織工松屋某、錢 

1屋某の二人、堺に至ってをの支那人につき織法を習a、西陣に於sて頻ぅに乙れを製作し、遂にその 

\技に達して金絲を以て橫柳條金紗を織$始め/2。精巧美麗にして品位もまた卑しからず、乙れを鐵星 
一 啓ん^ 

一金紗、松屋金紗と稱して、世人の大に賞愛するところとなつた。又慶安年中に、京都の織工Rして、 
✓■.-0?ろぅビ 

支#の製品{C傚aてはじめて天驚絨を織6試みたと乙/)、敢てをの製の支那の物に劣らなかつたので 

倚ほ織法を研究して和那天鵞絨、柳條天鵞絨を製出した。これ^た品質のgR?にして支那製に敢て劣 



らなかつたので、太R賞用せられて一時此の種天驚絨の流行を見た。 

j織物の稀l/J>!ノと高貴一さて、上の如く語つて來ると、當時の織物は非常に多量に出來たやうで 

あるが、しか一文たSうsふ譯に：，行かなかつた、—inRしても、戰阈以來、日本の養蠶業といふも 

のは、Siiし盡してゐたので、江戶の初期になつて斯様に两陣で活躍するやうになつても尙ほ織物の 

原料たる絹絲は、日本では殆ど出來なかつた。穴^<產出しても、品質が惡いとか精練也が拙いと 

かの爲めに、上等の織物には3れなかつた。されば原料は白絲と稱して、依然明國からの輸入を仰い 

て®たやうな始末であつたかち、さう-^多量に織う出すZ1ともW-來なsし、價格も低廉には出來な 

かつたのである。當時の絹織物が殊に貴前なものと爲つてゐたから、內地製と外阈渡$物との問の、 

繫ぞの等差とてネ、左したる隔うはなかつ/2のも、此の爲めである。無論、常時の人にはまた、今 

日のやうU縱纪繼などを出して、粗製祖11をやって供給を充すやうな、融通sきく頭の人間は居な 

かつたのである。 

織物10!發111斯う語ると、すでに慶長元和の頃には日本品が優良になつたので、外國 

品の輸入を待つ必要はなかつたやうであるが、しかも依然として外阈品の輸入は增すとも減じなかつ 

た。輸入品は渡り物又は卷物と稱せられ、一つの估#として^-ばれ、今日我々が舶來品に對する以上 

一九九 
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二〇〇 

S'信用を博して居たのSる。卽ち內地S來るやうになつて居た磬、Sヂ、雛デ“^S 

緬、證、天鵞絨9類も、^<幅物で輸人3れるし、をの他唐物の名を以て知られ.^7Pのには、li"^ 

羅背板、兎羅綿、全照氣辨聊、棧留縞、鹿比丹、ml妒、織街、海曹、南京、！lg、毛織(莫臥兒)、もや 

んは、呂宋、らたん等の名を見るのである。rjれ等の品物は皆外來品であるから、I々名を擧げて說明 

しないが、かかる舶來品が當時如何に幅をきかして，Qたかは、意想外の程度であつた。 

第十章西陣物の消長 

厂园陣織の發達|それょう寬永、寬文等を經て天和の煩に至ると、京都•四陣の織工は一層 

眼ざましい進步を見たのである。此の時代には、種類に新しきものをエ風すると共と、哉う方、絞”s 

综に非常の苦心をして、工人とX人との間に競a合つた。卽ち^^に華文を現はす如き¢1とも、當時 

に發明3れしは、紋縮緬、柳條縮緬を織.CN出す者もあ6_、2把撕の如きも製出^れたのである0乙れ 

一ょう貞享年間に至つては、京都織工の技藝はますく熟達し、金襴の如き、f困難とされたものも 

殊に精巧を極めて、つひic全く支那舶來品を^グ者がないほどに進步しへんのである〇これょ立兀祿を 

經て元文に至る六十年間に於いては、四陣機業の全盛時代であつて、工人の抜術は發達に發達をmね 



，一 
の一 

尾 

るばか6で、所謂元祿式の織物染物の衣裳は、江Pの花と飾られ/a。その製出するものは、意匠優雅 

Rして、繊巧緻密の華章紋様を織-出し、^た配色の鮮麗^極めたものであつた。 

一西陣織の頓挫I然るに、i、ic西陣織物の爲めに非常によSことであつたと同時に、ま 

たをれが衰述に襟く一つの機frとなつた一事に遭遇した。それは延享年中よ6、幕府が西陣機業に對 

して非常なる千涉をするやぅになつた乙とである。幕府の主意は大變よいことで、西陣織物を保1|ム 

勵するといふのであつたが、同時に乙れに依つて两陣の丁；人の競爭心を鈍らし、藝術としての織物を 

製出するZ1とよ6、形式化3Uたるた<外觀の美しいものを織る方へと轉ぜしめたのであ'.,〇卽ち幕 

府は命を下して錦、緞子、紗綾等の高仰なる織物にして、華啻紋様を織出すべきものは、西陣以外の 

機揚で乙れを製する乙とを禁じ*爻たその織製すると乙ろの絹布をして京都に輸するを止め、或はを 

の職エを傭ひ入れるの制度を定め、或は他の機場^して克特有の織物を校して織$出すときは乙れを 

罰するなど、他の工場を檢束するの法を設け乙れを肢朽せしめたのである。然るに、乙の結果は却つ 

て，n山の働を拘苑し、縮業者^しても版に安んぜしめ、，；=然に技術の發達を挫折せしめるに至つたの 

、てある。 

.京_繁梭：|7::過|1期1斯くて天正年間に；^興せられて以來、年に;ilic隆昌の勢を加へてA-rた京 



二◦二 

都の織物は、延享以來全く從來の活氣を失a、量に於sては、或は全國の高等織物を獨占したvけに、 

非常の增加を見たかも知らねど質に於sてはお話にならなsほど、低下して行つたのである。乙れ.XI- 

\ に、產業上に於けるS府の千涉政策が、大なる失敗に終つた一例であつて、乙れょ6四十年の後、天明 

\年間に至る頃ほaまでは、京都一圓の織機界には、何等の業績の見るべきものがなかつた。た<、此 

j の間aと4金田忠兵衞とV'ふものがあつて、歴代にわたぅて大に意匠を凝らし、袋物用織物を製し、 

一またその子及び孫と相QSで精巧の品を出したのは"特筆すべきであ〇た。 

一S^^^^^P:衞j金田忠兵衞は、共蓥し家代々の稱すると乙ろであつて、三世忠兵衞は 

一元文の頃(約百八十年前)世にr-つて、两陣の機業に力を盡し、種々の新様を織A出したので、中典 
i $ •た 

m の祖と稱せられる人である"つSで七世八世の父子が出でるに及び、恰かも延享の千涉の後を承け、 

« 明和、安永の頃に當つたが、aと'^大に力を意匠に凝らし、當時の洛陽一たる晝家圓山應擧をして加 

\茂祭圖或は競馬圖などを畫かしめ、乙れを繙珍に織6出し、まy2應擧の弟子なる駒井源琦をして朝鮮 

\王子來朝の圖、また松村景文、^•絢等の畫家に|1[水花鳥等の下圖を描かしめ6これを®^又は纪即に 

feRし大に時人の耳目を驚"？^し/2。恭し、沈滯せる我が織物界^1點の炬火を輝かしつ、あつ/2の 

は、此の金田忠兵衞の家であつた。殊に當時江戶の風俗として、皆美Mなる懷中帒、交/e煙草入を■ 



ゐたが、忠兵衞は2.れ等に應用すべき金入漢柬、金入更紗等を織う出，レ、をの品質、紋様の美くしき 

こと、支那輸入の物も遠く及ばないばか6の精巧R達し、大に世に行はHたのである。-f'.rほ、九世、 

: 十世の忠兵衞も、文政年間ます^江戶向きの袋物裂に力を用ひ、種々の新案を凝らし、多くの珍品 

\ を製出して、以て最近に至う、金田の家は世々に榮ぇて、M陣織の重鎭となつて居たのである。 
0 

川j 第十一章德川末期の織物 
未一 I . I _ 

:\ r地方織物の勃11_乙、に、江戶時代末期の織物を述べるに先立ち、地方織物の8Ilfと、木 

\綿織物の漸く盛んならんとする趨勢にあつたZ1とを言及せねばならぬ。由來、我が邦の織物が、支那、 

J朝鮮の影響の下に發達し、且つ政府の保護の下に優良品を出したのであるが、從つてそれ等は中炎政 

J府所reの地に盛；述を開いた次第である。然るに徳川時代は、近世デモクラシIのggせんとせる序幕 

| の時代で、一方に中央集權制度はます < 堅固になつて行くと共に、をの反面{Cは地方的勢力のいよ 

\ Sよ健やか(C前3んとしつ、あつて、織物の如きも、中心地なる京都が幕府の竹^フ內部の船船：：^ 

漸やく衰微の色の5iはれ/Iとするtnほひよ6、地方の阈齑に、徐々としてiiるべきものが出來るやう 

になつた。尤も、地方阈淹の獎勵なるものは、封雄制度の下{Cは、當然夙くから好-達すべきI1!!由があ 

二OH 
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つたの^'、各雄藩ともに、藩主の保護に依$て、國產織物は德川時代の初めょ6見られたのである* 

例へは、薩摩に於ける薩摩緋、薩摩上布、大島紬の如き、肥前地方の小倉織、博多織の如き、越後(C 

於ける上布、尾張地方に於ける有松絞、鳴海絞の如き、比々として然らざるはなかつた。 

I關東織物の發達Iをれ等の中にても、特に幕府を置ける江戶に近く"關東地方に著しく絹 

織物の發達したことは、需：嬰供給の關係と、文化中心地移動の現象とから、當然と言はねばならぬ。 

卽ち、(關萊平野、殊に上野、下野、武藏等5Cては、蠶業の獎卿と製絲機械業の發達とが相待つて頗 

る見るべき成績を示した。彼の上州桐生、伊勢崎、武州秩父等の地方に於Sて、種々の紹布が製造3 

る、乙と、なつたのは、此の项象であつて、をれ等の地R產する額は年々夥しき量に上6、現に我が 

織物產出額の優に四分の一以上を占めて&るのも、淵源の遠き次第である。而してそれ等の品には、 

京都産の如き柔軟優美なる、精妙の品は少いにもせょ、寧^却つて江戶の人士の好に適する織地、 

.紋様は、京都ょ6もN東地方に主として產するやぅにな6、乙れが爲めに、京都の機業の衰微？r:促が 

したZ.と名また、少なしとSれないのであつた。 

一,綿S織物の出現|また我が邦に於ける綿織物なるものは、すで{C德川時代に先ちて行はれ 

た。蓋し、太古？時代すでに木綿なるもの、あつた乙とは人の知る通-CNであるが、しかし乙れは今日 



の.klftとよ全く異つたもので.楮の皮の繊維よ-^製したものであるといふ。^た拷は穀の皮よ*^取つ 

•C成ったものであるべく、倭文は大概、大麻、苧麻等の繊維よ6績んだ絲を用ひて織つたものである 

\らしいが、fn]時に、他のe々なる植物性繊維が早くから織物R用aられた。彼の蓴麻や木槿等よ6取 

一つた絲ネ咬た、織物の股料中の主なるものであつて、天平時代の一般民衆は、大槪木槿の皮よ6製し 

锪一た布v:il-t:、その著衣を調製して居/2やうである。しかれども、^だ今日の木綿のやうなものは用a 

)られなかつたらしい。 

未一一木綿て栽培と利用1-1]木綿は元來、朿洋の所產にあらずして、南洋熱國地方に，=生してゐたも 

1\のであって、我が國へはs-ルル.の延M十八年3 1S R、昆崙人が三河國に漂着した際、木綿の 

のj實を所持して居たのを採つて、土佐、筑紫等の暖地に，植せられたのを栽培の最初とするらし！/-が、 

6iしかしをれも間もなく MMに歸し、遂に綿花布II世の需挺に應ずるの機を#ずして中止し/2。をれが、 

一近世に及んで、週•ojic',の世に時めいた永祿の頃、&綿種子を舶載し來つたものがあつたので、漸く 

|綿花布の廣く世に行はれるに至つたのである。しかも、をの時代には-Rほ.綿花布は稀なもので、今 

一nほどに盛に用ひられたのではない。ついで徳川時代に人つて、各地の海岸地方に览綿の栽培が獎勵 

せられてよ-^、ILつ庶Kの衣服には絹布をJHふる乙とを^じ、謀ら綿M物を著せしめてよ6、頻うに 
二D五 
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木綿織工の盛大を來したのである。因に、上に述べた木綿とt綿とは、元來異なれる植物ではなくし 

て栽培地の氣候、土質の關係等ょ6、一方は多年生の植物となって、屯幹•の成長を見、他は一年生り 

草本の觀.V呈して畑地に矮生するものであるといふ。 

第十二章織物界の悲境 

一絹祐着屈の禁令 一Sて、延享年間幕府のf一が事あって、すでR衰運に向って居た京都の 

織物界へ、更R新しS打擊を蒙1;る乙と{Cなつたのは、天保の禁令であつた。そは、當時都鄙一般の 

袭侈が、その極點に達して居て、大に憂ふべきものがあったので、幕府の有志、殊にか^•s-l^*の奶 

策に依ぅて、その弊害を匡正せ/LとIII心a立ち嚴命を下して諸方面にわたる節儉實行令5:發布した。卽 

ち庶人をして絹布を著用する乙とを禁ぜしめたのも、をの一項であつた。然るにをの影響を最も痛切 

{C感じたのは衰運の京都織物界であった。z.、{C於いて西陣の織工は頓にlixil y呈し、まsk再び戰 

阈離散の運命'VJ繰-^返さんとしたが、幸にして時勢を見るに敏なる^あ4て、一種のic?漱£を講じた 

乙とに依6て漸やくに、維持する乙とを得た。 

L^_JI物の發達Iそれは、綿織物、及び絹綿交織物を以て一時を糊塗する乙とであつた。 



乙れ實に、江戶末期の京都織工が慘檐たる苦心に出でる窮餘の策であつたが、木綿布の需Jnの'±すま 

す多からんとする時^に對しては最も奸適なるエ風であつた。卽ち彼等は經{C綿絲をWひ、綺に^絲を 

一用Sて齡一S子、槪雛齡、綿tf*多等を織6出した。試みること數;jにしてその技大に進み"綿緞子の如 

\きは緯經ともに絹絲を以て織製したものと、一見して何の筘もないものさへ出來るに至ぅ、FLつをの 

0\價格の頗る齡なるに由6て、盛に行はれる乙ととなつた。けれども、乙の時旣に两陣は姑息の手段を 

J取つたに過ぎなかつた、關朿織物^た絹綿5:用ひてよ6精巧なる、よ-^時勢向きなる巧術を發揮し、 

i中にも上野桐生の石田九郞の如き、最も熱心なる機業家が現はれて、種々の紋織を案出し、盛に佳良 

L の：：1111を出してゐたのて、當1C两陣は乙れに雁倒3れたのである。石田九郞はもとよ6桐生の人にして 

非j はじめは一個の織工{C渦ぎなかつたが、文政天保の間大に機業に熱心し、意匠を凝らし、考案を盡し 

錦の類に模様を織6出すの便法を發明し、桐生に於Sて盛に佳良の製品を出すに至つたものである。 

一染色の沿革I斯くて綿織物の發達の機述R熟するや、啻に絹織物の模擬品としてのみ 

な>hず、綿織物それ自身の獨立せる發達を企てるものも所fl-に現はれた。全國1C緋類の卓越せる品の 

現はれたのもその主なる現象であるがまた絞染等を以て特色ある綿製品の出現したZ.とも見逃すベか 

らざる乙とであつた。由來、織物に染色R(依つて紋様の美を現はすZ1とは、推古、天平の古よぅ旣R 

一一〇七 
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行はれたのであるが、江戶時代に入つては彼の宮崎友禪があつて、獨特の技倆を發揮してゐた。友禪は 

ノ寬永年中(11111)京都に在つて染物^業としたが、元來意匠に富み、畫を善くし、つaに草花鳥獸 

|を細かなる筆意色彩を以て描ける如くに染物の上に顯はし、友禪染とて大に時人の好評を博したので 

一ある。彼は、最近の調SR依つて、晚年加賀金澤に歿した乙とを知つたが、をの業蹑は永く京都に止 

一^6、友禪染は名名.Kも典に京都の獨占とな6、殊に羽二重*縮麵類に模樣を现はす乙との巧となつ 

一てょ.〇は、その華麗なる10を以て衣裳界..vioて，Qる。友禪染は、僻T£我が染織界の一生彩である。 

j一 絞染の--邀—步—一 然るに乙の、絹布類に紋様を現はす乙とに對して、綿布類を捺染するの 

技術の最も進步したるは尾張の有松絞、鳴海絞と稱するものである。蓋し、乙れの世1C出で*のは友 

|禪ょ6も早くして、慶長年間{gjg；一尾張S在松村に於て木綿に綴纈k施すrJとをX夫し、徳川義E 

一の同國の主として名古屋に入るや"をの製品を獻じて、大に美麗な〇を佳賞せられたといふ。乙れょ 

3、同村の工人その業?:つぎ、地名に因ぅて有松絞と稱したが、のち乙の業^爲すもの數十戶に及び、 

屋舍相隣$し"紅白靑綠參袭その美を競ふのtt.5:呈し、絞とSへば必らず、此の地の產VJSすが如 

くなつた。朝鮮支那の聘使の此の驛を過rるに當つても、つねにmを駐めて詩句を寄せ、その品を 

Lひ去つた'JSふ。乙れ、• a川末期に綿織物——及びその染物——の發達し穴最も著しき一例として 



X 名 の 都 京 

煨げた次第である。 

\ 第十三章京都の名工 

j lb—達彌助の^su斯くて掉尾の的藝術機織家として、两陣の伊ia*彌助を語らなくてはなら 

ぬが、をれに先立ちて天野房義と藤井庄左衞門に及んで置かぅ。房義は、文政年中京都^在つた人にし 

一て、西本願寺の家來を勤めて思た。のちむ膝と莽た。乙の頃、ii&s臣にi-ircl.i.といふが 

一あ4、共に綴錦を織る乙とを以て業としたが、をの!!gなる乙とは當時辍錦を中典し、名手と言はれ 

た紋屋次郞ル衞にも劣らなかつたといふ。房吉の作品にして有名なるものは、西本願寺のル4办筆五 

一帝の圖を下國として織つ？の、寶松M神社、稻荷神社の歡齡の麗に、影*11)のかぃた 

一神號を織ぅ出したものであるといふ。その門下に、技をょくして知られたる者は、弟51*伽、參かい/!• 

|竝に山科屋淸助がある。中にも/?もんの織$出した藤森神社の紫地錦の鐙齡gは、最も世に有名であ 

| る以-^は^^-:11本^術略史の記すると21^であるから、^れ等が现に京都に遺存するかは知ら^い0 

仰ほ、名手紋屋次郞兵衞とは如何なる人であつたか、^?らてない。 

11藤井庄左衛門I葬庄左衞£は泉州1町の絲物商でぁつ*が、天保二年五月、％藍 

二〇九 
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M?、支那製敷物などJC傚つて、彼れの考按にか、5同所絹町の泉利兵衞といふものに織らしめた新製 

品は、ょく考按者の意{C適つたものであつたから、堺段通の名を以て汎く販賣する乙と、なつた。乙 

\れ、手111段通の始めであるとする。しかるにをの業は彼の歿後一時衰へたが、孫の庄太郞に至う、種 

一種の工夫を加へて、天驚絨織法にならひて、1種の段通織法を發明し"文久三年三月漸く一帖十二枚 

を織.CN出す乙とが出來た。乙れぎ込段通と稱するもの、始めであるとする。爾来、技術も著しく、進 

邮一步して、堺の段通は敷物の覇者たるの觀があつたが、近頃は圖按や織法の他に進步したものを>iる{C 

I至〇たので、や、衰へたかの如く見ぇる。 

一I俘 建 0 劝一伊迕彌助は、金田忠兵衞と共に、京都織物の發達に大なる貢獻ある者て 

名一ある。彌助の家も亦、累代W陣に在つて機業に從事し、世々綸子を織るmとを業としてゐた。彼れ、 

エ|壯年に及びて繪晝を學び、化學を硏究し、西陣の織業を恢復してをの發達を計らん乙とを志し、わが國 

\機織の古質を採う、また支那西洋各國の織物を研究し、自らM々の新製を試み、また大に他の織工を 

一誘掖する2.とに努力した。をの古製の華紋を模造したもの、如き、伊達鍺織と稱せられ、色彩溫和に 

して品位頗る高いものとSれてゐる。その他藕絲を以て織出し/2觀音四十餘體の如き、をの精美なる 

乙と毫も繪畫に異らない。彼は明治に入うて帝室技藝Mとな$、をの三十五年五十四で歿した。 



第六編現代のエ藝美術界 

I ' 
\ 第一章その團體と展覽會 

J- 

い| I H i美一術の不振一一口に言ふと、現代のエ藝美術、若くは裝飾敷一"の狀勢は、沌として 

Lゐて、未だ或る種の步調を揃へて我が新興藝術の進Mを圖らぅといふやぅな現象を見るZLとは出來な 

J- S。酣ょ办、一概に似||數嫩してゐると瓣齡して了ふ譯ではない。現に、若い人令の間には大に氣運 

®iが動いて、或は围體的に、或は個人的に活動をなしつ、あるが、しかし他の造形美術、例へば繪晝、 

ノ彫刻などに比する時は、個人としても、大名を成した人は非常k乏しく、又囤體としても•まだ社會 

\的tc有力な勢力をなしたものはない。殊に乙れを統率し指導すべき任務にある老大家、又は中年大家 

\ •か、兎角に眠6がちである爲めに、嘗ては口本の藝術と言へば、皆X藝美術の一屬性R思はれSへし 

'たものが、餘$ic生氣のない現狀と見なくてはならぬ。 
運動の機運1先づ乙れ•か®]!C體的の運動及び仕事からiiるに、情けない乙とに、^?i政 
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ニニー 

府では、エ藝美術を以て一個の獨立せる美術的部門と，認めてくれてゐないのである。文部«の美術M 

覺會及びをの連粮たる诳阈美術院の展覽會に於いては、H藝美術部を設立してゐないのである。乙れ 

I は、多くのエ藝美術家達が、多年非常に不平にIII心つて居たと乙ろである。政府が、彼れ等を美術家扱a 

一してくれなとは、荷も藝藥術的良心ある人達の堪へ得ない乙とであるから、乙れまで屢々、3ぅ 

一した意味での文展割込運動が行はれたけれども、時勢のをれを促進しないためか、政府常局(cf'l!解の 

\ない爲めか、Sつも失敗に歸して居た。此の二三年來、殊{C美術學校出身の若S人達などが主にな〇 

| て、再び此の運動を始めて居るが未だ博が開かなS。此の一事は、エ藝美術界に布力な大家や有力な 

一圈體的勢力のない乙とを語るものであると共に、斯かる現狀であるiとが、一やがてエ藝美術界5:今U 

| の不振の狀態に置くものと見ぇるのである。 

| II農商務省展覽會_何れにもせょ、右の次馆でH藝美術には、給迸や彫刻のやぅな官設の機 

|關はなSが、しかし別に農商務竹に依4て、年々秋季にMM會を開く2.とは、形式的には一種の機關 

があるとも見られる。政府の常局者が、エ藝美術家の帝M割込運動に對する每に述べる一種の遁辭は、 

Sつでも此の農商務省の展覽會のある乙とである。乙れは普通農展と稱するが、本名は農商務展覽會 

といふのである。大正二年にをの第一同^開き、爾來引きつづいて年々捌催され、多くのXS品をm 



■饶M と仰兩のそ 

めて0る。出品渚はエ藝品を齑する地方の珩ど全部(-:亘$、漆器、鑄物、織物、木竹エ品等に至る爻 

で"各々その地の特色5:發揮すべく鉛善を盡したる觀がある。しかしながら、展覽會を經營する入が 

陳列に經驗がないのか、それとも責任感が稀薄にして、あつとめ的にした爲めか、陳列方が蕪雑で、 

何等の美術としての取扱aを受けて.Qない。しかし、をれは、作品その物も餘6見ばぇのせなS爲め 

でもあらう。今では殆ど藝術的に此のfrを顧みる者がなsほどに、つまらぬものになつてゐる。しか 

し、我が邦唯一の、官設にか、るエ藝品の展覽會であるから、左に、大正九年度の第八囘Rついて、 

藤井達吉氏が、某雜誌に試みた批評を轉載して、以てその如何なるものかを紹介して置く。 

第二章第八囘農展 

I農展の意嚮一木年の出品數は四千點近くと問く。農商務竹は乙の數の多きを最も成績 

よさと喜んで.Qる3う*た。作の如何は問ふ處でない。今の農屉は全然不徹底である乙と呔もう云3あ 

$た。^商務竹がH的としてE-るのは、ni]治時代に打つた五二ffdl:ハ進#の再現らしい。下駄の材料ま 

で出品を進めてE-るとか、傘に模様があればよいとかいふMである。私はどうでもよい、出てゐる作 

品本位でiiよう。もしよS作品が落3れて行くやうであつたら作荠に氣の森であるがこれも仕方がな 

二一三 



展 囘 八 馆 

二一四 
いir穿^と3海外^はとか、世界的エ藝品の競爭とか、そうした乙とは、いや^なるほどい92か 

ら、つんぼには何ほど言つても駄目だ。審査員の意兑か政府の命かは知らぬが、選び出snたるもの 

M索六十四、H藝品五冥十六點がある。，VJれ等作品，^通覽した時、作品Qmtirそる作者の聲が私 

にはSろ-^k響いた。 

厂穿 一 f-圖案一第一に審査委員出品二點は、審査委員として多く作品を見別くる丈けの 

自信を持つてK-られる方々の作品であれば、私はかうした作品ic對しては敬意を表して置かう。けれ 

典、推古あた3の作品{C對する齡|思とは違つた敬意である。 

第1部、圖案。私は幾度か纪齡して見たが、どうしたものか私の心とは^1はぬ。中には考へてゐる 

とあ、した風ic變つて行くものかと思つたのは、二三あるにはあつたが、Sう思つただけで私は忘れ 

てしまつた。て、或る審査委員の言葉をかつて言へば、r要するに學校生徒の習作で、圖案の圖案であ 

る。實際^應用の出來るやうな圆案者は、實際M^fpFJC行つてし^ふ」と。さうかも知れない。兎も角 

ぐわつ•き 

活氣のないZLと;2。若々しさのない點が私とは合はぬ。妙Rまとまつたもの計.^め様であつた。い〇 

でも||1心3,'!-!1すのは、卜；野の博物館にある豐かの置鞍の葦の11案と、をの作品とである0あ、した圆案 

を取ス-だけの{#査員の態度がほしい〇 



展汽囘 八 m 

i―!--H-?5J^一一谢、エ藝品。金工品の內、豐田勝秋氏の作品は、何かやらうとする 

處が、私に解るゃうな氣がする。私は氏を未だ知らぬが、あの人の艇齡が知れるやうだ。何だか嫩以 

らなさは感ずるが、何物か引付ける物を持つてゐる様である。杉m^*s:*氏の三點のうち『白蝶』(白銅 

花瓶)は努力の作であらうが、私^は首が好かない。寧ろ『灼爛』(白銅卷葉皿)を取る。白銅とg，g 

の味が大部分に盛つて來る而白3がある。山本安曇氏の『信濃高原の情趣』(C銅花瓶)は、昨年とは味 

の違つた物である。信濃でょく見る情趣である。私はその心持が解る様な氣がする。形と模様とびつ 

しや-〇として居ら1SQ様•た。二本の線が氣になる。 

R^^―^—^_EILJ次に陶器であるが、どうしても心を引かぬ、丸切.^心を引かぬ。今目錄 

を兑つめて、その記憶をたどつてゐると、をの陳列品ょ.〇も私の心は過去の作品{C行き勝ちである。 

乾山、光悦、三彩、ペルシャ、Hジブト迄行つてしまふ。2:れでは農展とは丸切6緣が切れてしまふ 

がIt方がない。これほど今、陶器で私を喜ばせてくれるものはなsのである。全國，V-極說して出品し 

たのが乙れであるSうだ。^商務^がH藝としての第一&を忘れてゐることが知れる、ではなSか。乙 

れは陶器のみではない。エ藝全部(c言a抖る^Jとではあるまsか。又しても言はねばならぬが、七^ff 

のみじめSてある。全出品を通じて一番の哀れSを私に思はせる。七寶の本質を忘れて、金器や陶器 

三五 



八 
に見ぇることに全力を擧げた作品ばかうである。如何に彼の人達の運命とは云へ、日本の七寶の爲め 

に悲しむ。揃；3名揃つてあれが作者にあらず商人が作者のgを1^1て出品してS乙とである。一時は 

鞒：snHnとして重要なものであ〇たのが、見る影もない今日の有樣は、何うであらうか。 

krb_^_0__今度は染織刺繡で—が、Mれとても我S歷史には可成.^よSも？ 
持つてゐる。あの能衣裳を殊に舞臺に見る時は、私はほれ^^とするのがある。正倉院裂や法隆寺裂を 

|怨つて見る。f奴の人等の現今のやうに、藝術家とか自稱する人達の作よ6も、あの無名の職工の仕事 

を私は、屯から敬^を表する。Sうした心持を以て私は乙れ等の物V1る。^•か&*|離氏の『蜀江模様』 

(厚板織染丸帶〕が一寸美しいとIII心つた。が、初めに言つたやうに'番ほしい「品」がない。落つさのな 

いのがa念たつた。いた、つらに色を陳列snたのよ.〇,は、一二色の配合よろしきを得たらばと思つ‘ 

繁尾淸氏作『庭の圆』(刺繡屏風)は、好きではあるが、乙れとて何となく下品なのが,しい。同无が§ 

口震誌純で刺繡は管活かし5はねばならsと云はれ奈、私は制纖は繡つた繪篇であ气絲 
で彩色した給^私たとIII心つて，Qる。畫を配かずのではなくて、#を作るのではないか〇刺繡にかぎら 

ず。その物質の特色を知つて作るべきではなからうか。 

slfe^l^llltl—衆一野村紫香氏案、箸尾淸氏作『天阈餘情模様i (刺繡丸帶)は、名前が大變だ 



樣だが、私には解らぬが、丸1；；?をiiた時は、せ切角の苦心も只、もつたいなS材料と時問とをMふき-CN 

であつた。すべて箸尾氏のは：t情が起らぬのは何故か。次ぎの漆器では、やt-i$*か氏の『赤繪蓮模樣j 

| (否八0は、あの色から來る美し5であつた。校探の何は知らずに、赤と金のもつれが等分に來て居た 

一やうであつたのが美しかつた。加藤居山氏の『ヵトリャ』(神代杉手箱)は、漆器にはちと！^いい自由S 

一があつたが、燒錫の線がちとかたくはなかつたであらうか。高井白陽氏の『紫陽花模様J (漆器料紙砚 

の竹Sは漆器中で、今度の自由なものであつた。漆器作品には於らしく色の感じの現はれた物で有つた。 

一.一少しごて<感じたやうに思はHたのが殘念である。あれで形や地の色にまで及んだなれば、f成う 

|而rjい作品になつた«■であらう。•朱揚成氏作『漆器推黑南瓜之圆』(硯宮)は、今年は寫生から出たも 

rTl一のらしい作で、氏として珍しい方であらう。が、あれを私として作らせたならば、寫生の時、今少し 

の裝飾化をしてIIたであらう。Sうして、あの石竹は附けなかつたであらう。下に見る黑い菊は上の 

一とIM-Jじ商Sにしたであらう。葉の線の四條派の弱い築意は出3なかつたであらう。抓Wにょく刀が切 

一れても、硏ぎ上げたほどの切れ方はあまうに餘佾迄切り取つてしまつた。あの、京都の博物餌にある 

格の盆を私はMひ出す。椿の變化と刀法地紋といひ、深Sといひ、色といひ、作者の態度が、如何に 

愛情に滿てるZ.とを。推朱氏の作をiiると、をれ等gsxかを忍ひ出Sずには居られ灰いのである。 

I二七 



第三章他の三團體 

「日本美術協ti乙の外^、有力な美術则體でその一部としてエ藝美術品を展覽會に陳列 

してゐるのは、日本美術協會と國民美術協會とである。日本美術協曾は、明治十一-一年三月、佐野常民 

伯等の有志に依つて創設せられた龍池會の後身であつて"本邦に於ける美術の團體巾最も古く、最も 

多數の會員を有してゐて、その中には、繪畫、書、彫塑、建築、室內裝飾、園冶と共に美術H藝の一 

部門が設けてある。年々H藝品の新作を、その展II會に並べて，Qるが、會員中の知名の人には、金工 

家で、大島如雲、平田宗幸、平田重太郞、香取秀眞、陶工(玻璃)家て板谷波山、加藤友太郞、小川三 

知、安藤市兵衞、並河靖之、漆工(蒔繪)家で柴田令哉、赤塚自得などの人がある。しかし耍するに、 

美術協會の工人等は、協會の他の人と同じく固定した大家であつて、今後の藝術的H品を出すべき、 

將來の囑鑒せられる人は、甚だ少$。 

一國民美.術協—會I乙れR對して、國民美術協會R關係するエ藝美術家は、新時代の要求に 

應ずべき、若々しs人々である。此の協會は大正二年十月に、東京美術學校の敎授であつ穴故岩：t透 

氏が、黑田淸輝氏と典に中心となつて"日本美術界各方面の大合同を遂げんとして出來たものである 



が、しかし今では洋畫家及び彫刻家等を中心としてその方面の多數の會員をg繼してゐる。觀ゲて乙 

乙に兜まる5美術家は、生氣のある新人が多い。ミには日本畫部、西洋畫部、彫謙、建築部と 

一共に、H藝美術は裝飾美術部の名の下に®"かれ、四十餘名の貪がある。しかし、乙のggの事業と 

しては、乙の方面にあま.CS振つた成績を示さず、年々の展覽會出品の如き％、數量品質•ともに、未？ 

他一大{C稱すべきほどのものは，認められないが、會員はなか < しつかうしてゐる。 

上L裝飾■本當に仕事をしてゐる、最も將來の靈な團體は、蓋し裝飾美術家 

=協會であらう。乙れは、大正八年八月、エ藝美術品の品位,41め、をの歸趨を示すi—的として 

| d才た众-で^:“は脫<i:せず、新入會員は會員全部の承is5を經るものといふ、なか^^曆な決意を 

阐一示したfr规が設けてある。每年一同又は二囘作品發表會を開く乙とにな9てゐるが、現在の會員は、M. 

)廣パ松五切等の,氏で、1\に新進の裝飾美術家中、0々たると2:ろを^,羅してゐる。#^に金エ家、漆 

|エ家といふやうに偏した顏觸れでは.なく、且つ！^ょうも圆案の方の人が多いやう^見受けるが、芯 

ずしも^:P'J家でなければ、新進で—いと乙ろの著者や一^#*±*•氏の如きもあれば、建築家の4*ln. 

一一郞氏といつたや—人の交？S乙とが非常に而白い。gらく、今後、エ藝美術界から新しい何 
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家術美蕤エな數有 物か < 生れるとしたなら、此の№1體などがその主なものであらう。素質がょくて、熱の多いやう 

な人が多く集^つてゐる乙とは最も注目に價するとrJろであらう。 

第四章有數念エ藝美術家 

1金H界の人々Iさて、現代のH藝美術家の團體は、大體以上の如きもの'たとして、をの 

中の、冇名な人物^四五人叙述して置かう。先づ、今日の金H界では、^.11一}^.、c物故〕昏!&•§•斯、か 

島如雲、松原如方等の諸氏であらうか。岡崎氏は、山城阈の人にして、我が鑄金界のMilである。m 

に銅像鑄造家として最も名高く、宮城前の楠公銅像をの他の大作が多く世tc知られ9。をi氏は、本 

名を秀五郎とsa、東京美術學校の鑄造科を卒業して、現R同校の敎授てある。蠟iJlJに最も冗で、 

內外の各博覽會に出品して優賞を多く受けてゐる。大島氏も、安政五年生れのX1:老で、美術學校に職 

を奉じてゐた乙ともあるが、蠟型及び鑄浚彫刻術を得意として，Qる。松原氏は大島氏の門生で、のち 

佛國パリの美術學校5:卒業し、現に金工の一權威と目せられて.Qる。 

一漆工と蒔繪一漆工家及び蒔繪家では、柴田令哉、白山松：&、六角紫水等の諸氏が知ら 

れる。柴田氏は、嘉永三年生れの、乙れも元老の一人である。柴田是眞に師事して、その風を受けた 



家術美isエな数有 

人である：2.れも各Mfg#博覽會{C多くの優貧を枓てゐる。白!![•氏も嘉永六年生れの人で、長く柬M 

美術舉校の敎授でぁった。且っ帝室技藝：貝でぁる。能^-M'#.三郞に^T紙及び錢職を學び、/h*s-l::^« 

1C蒔繪一一案等を修業し、乙れも數多くの出品授賞の#?てゐる。へハか^-か氏は、慶應三年生1で、 

311京美術學校の漆工科を出で、mて農商務省から贲業練習生を命ぜられて米國に四年間止まう、更に 

歐洲各國を歷遊して來た人であつて、斯界{C於ける？U代のm鎭である。现に東京美術學校敎授として 

香取氏の金工と共に異彩をgつて，Qる。 

Sェそ ^~~11窯hとしては、板谷波UI*、A/B-4Mの如きが知られてゐる。!•か氏は 
茨城縣の人で、これ蟲京美雪校の出身で，f束京高等S學校に敎授たるの傍彫刻及び1_の 

業に從つてゐて、各方面{C認められてゐる〇加斷氏は、東京近郊にの工場を所有して、自ら!^ 

しっ、名陶の製出に苦心してt。をれから、MH%TPぎの硏究H知られた人に/]'•;!!•一一一 1氏があ 

う、推朱を囊とする人に推朱揚成氏があう、織物硏究家として京都のfE*w-l.E-氏の如きもある。皆 

乙れ一流S人物にして、或は歐米最新式の技f通じ、或はS5SS讓13、或は古今の名ug 

k硏究して、現に斯界{C大なる貢獻をなしつ、ある。 

S——^—IO——^轉じて新進のh藝美術家數氏を語ると、先づjjryi.氏は^'0--7[:*®-氏の 



(上）界術獒兹3：の度半の八正大 息で、彫刻家光K郎氏の弟である。夙{C各種エ藝品の硏究をなし、且つ乙れが批評にも一隻IIUををな 

へ、靑年藝術家として令名がある。藤井達吉氏は號を鐸聲とsa、裝飾一一案の外に七寶等も造る。舊 

フユーザン曾以來出品して、すでに世に知られて，Qる。今和二郞氏も、かねて紐築III案を以て若きん 

人の問に定評がある。齋藤佳三氏と廣川松五郞氏とも、圆案家として知られてゐて、前者はリズム校 

様等を以て世間に好評を博し、後者も熱情あ<)裝帧等に出して.Qる。 

第五章大正八年度のエ藝美術界(上) 

Iエ藝美術黎の覺_ |乙、に錄載する一文は、著者の所見ではなくして、を#-|0|ル氏がエ藝美 

術界を論ずと題し、大正九年一月發行の某雜誌R公{Cせられたものであるが、時勢を見るの好參考で 

あると思ふから、をの儘附けて©く。- 

文部谷の公設展覽會(卽ち今の帝阈美術院展Is會}R、エ藝部Irrri;‘して歡aたいと、一部の裝飾美 

術家——私が？-、に言ふ装飾美術家とは、普通にH藝美術家-±たはエ藝家とばれる人達の<1とであ 

る。裝飾美術家とSふ名稱も妥當だとはMつて居ないが、Sしあたつてい^剴切な名稱を私は知らな 

い が、唱へ出したのは、旣R大正六年の中頃からである。それが、だ/i^^g^lL7て來て*個 



(上）界術类蕤エの度年八正大 

人的に當；Iする人が出f、1は農霧馨S白#とS?した。f.れは七年の十 

一二月の出來事だが、1?とで大正八年の裝震術界の空が！；けはなれたと兄ても大差はある$。 

\ 展tel人^a私は無論、文部省の美術展覽會にエ藝部の設置Sれる乙とをし、希 
I黛する。？、一言して置く乙とは、私は、のエ藝が、官力を賴らなければ發達しないからと 

j sふやうI極的な、—、裏地？いg機から、賛成し？希望し？するのではない。私が賛 

成するのは、エ藝部を設置すfとにがつて、官設展覽會の制度が大層拿に—からである。太當 

のエ藝を美術から除外して置くのは、不公平な惡い乙と•たといふことを、當局者がsL*!trするのは、い. 

い事だと俎ふからである。當局表を，n覺せしむるやう{C敎へるの％い、,JとだとIn心ふからである。私 

一個として考へれば、それよA-上の深い豪はない。H藝部が公設展覽會に置かれ—うになれば 

一をれはもつと一般のエ雲を刺戟することになるであらう。或るものはよくなるてあらう。そして或 

一tのは同じ割合を保つて惡く1らう。ちやうど、今日の帝展の繪と彫刻とのMのとほりに 

一よかれあしかれ、今のH藝家と當局者とには、獨樂？うにgを與へるのが必要て—。その豪に 

於いて、津田：^夫氏、1達富、齋藤佳H-氏fQ當局者訪問や、國民美術蕃S塞は、時® 

に適つ*ものであつた。たV、結果は、うやむやであつた。 

一三三 
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ご二四 

一日本割作1a荔11 一月には三越で、日本創作版晝協會主催の第一蹑蠢馨が開かれた 

版畫を繪の中に加へて論ずる人もあるやぅだが、私は、刺繡や鑄金や陶器などとfnjじく、木當のエ藝中 

に入れたく考へて，Qる。そして、それらはすべて繪や彫刻とfnjじ水準を保つと乙/2.の藝術だと考へて 

ゐる。だから、八年度の裝飾美術界の囘顧に、版晝協會の展覽會をと6いれる乙とを、Q分では本懷 

だと拟つてゐる。出品の中では、山本鼎氏の木版の佛蘭西風景と、織田一磨氏の石版の大阪風景とが、 

さま^-の點に於いて尊敬を拂はるべき作品であると思つた。私はSま作品を前に置かなSで、濫6 

な批評を試みる乙とを避けるが、乙の二氏の作品は、八年度lo藝術界を通じても、優れy2位置を占め 

得るものである乙とは斷言できる。戶張孤雁氏の木版には、私の同意しがたい趣味があ6、寺崎、竹 

腰.附氏のHッチングからは、全く何物^-も侃ハへられなかつた。入選の作品の中では萬鐡五郞氏の木版 

が唯一點輝いてゐた。江戶時代の版畫及びをの趣味のみを繼承した版畫は、現社#の生活とは何の關 

係をも有つてゐない。我々はやは6我々現代人の生活に卽した藝術として版畫5r考へ、そしてつとめ 

てその普及を計らなければならなS。版畫の普及は、他の裝飾藝術^^金工や窯エや繡エや！の普 

及と共に、例人及び社會の生活改善のために、どの位の力があるか知れない。特に藝術の恩恵を知ら 

な過ぎる現II:會にをの力を知らしめる乙とは實に大切な事業と言はなければならぬ。私は日本創作版 
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I?•協ftが、ます^^堅固に築き上げられ、發展されるやうにと祈つてや^ない。 

|後藤氏と小倉一一月に入って私は一一っの悲しい訃に接し/2。一りは建築家のを4«-.一氏 

一っは圖案家の小倉淳氏である。二氏ともかけがへのない^!の材を搬いてゐながら、.惡性寒冒が!! 

となつてその殘酷な犧牲となつて了つた。後藤慶二氏の乙とに就いては、姥築界の人であるから乙、 

には*かなS。小倉淳氏は、ほんの僅かの人達にしかま.た知られて，Qない、ごく若い人であつた。け 

れども、をの裝飾美術に對する徹底的现解と、自然に對する^11と、%：^く乙とを知らない勤勉と 

確實な技法と、俊敏な感受性とを實に完全に備なへた、r#から與へられた」やうな人であつた。をの爲め 

に友達からも先輩からも、同じやうに畏敬^れてゐた。先年、黑耀社展覽會の馆|、第二囘に圆案と 

窓掛、卓子掛を.1|'«品し、七年度には柱人社M覽會に刺繡二曲屛風と座蒲圈と手提袋とを出品して、心 

ある裝飾美術家をして、火sに氏の前途をJ!r齡せしめた。tしい乙とには、氏(Cは作品がすくなかつ 

た。氏の貧しS生活では、製作材料を自由に買CA入れる金と、，；；；；由に製作にgたる時間とがなかつた。 

それを考へると、事ろ製作は多過ぎた程•たつたと言つてもい、。氏が沿!!の材能を漸く?.れから發揮 

しかけょうとした途端、不.总に惡疫の犧牲となつて了ったのは、价.,-*.一氏の死と共に、木年度の裝 

iS美術界の-KS失といふべきもので、どう諦^Qょうにもきれない。考へると今でも本當に悲しく 
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ニニ六 

なって來る。小倉淳氏は大正五年の美術學校圖案科出身て、明治神常造營局へ通って，Qた。をの暇に 

布を染め、模様を繡a、妞築の設計を試み、書籍を装，幀し、紋章の硏究{L從ひ、音樂を聽き、詩歌，vj 

詠んだ。二十七歲で死ん'た。 

|-^1_の—^_の—箅r象一你ほ、一月には、帝室技藝M中のH藝家が二人世を去った。I人は金工 

の塚田秀鏡翁で、他は鑄Hの鈴木長吉翁である。塚田5f-M-翁は、0»於、1-.二氏なきのちの唯一人で 

あった。ま/21月には、板谷波山氏の作品展覽會が例の通$に近藤ルの聊阳で開かれた。乙れは私は 

見る乙とが出來なかつた。三月の末に、高島屋吳服店で京都佳都美會の香盒展覽會があぅ、四月はじ 

めには、木屋漆器店で佐々木象堂氏の個人展覽曾があった。佐々木46'氏は^だ年若—»金家である 

國民美術協會の第七囘展覽會も、四月のはじめから上野で開かれ/2。乙の裝幀美術部はさま^^の理 

由から今年も大變に振はなかつた。記憶にの乙る作品は一っもなかつたのである。 

第六章大正八年度のエ藝美術界(中) 

L吾樂と流逸戡I五月に入っては、吾樂主催の美術エ藝品展覽會が、農商務省の商品陳列 

館で催3れた。乙れも惰力に依つて無理にやつてゐるやぅな肢覽會で、一向{C氣乘$0しないもので 
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あつた。吾樂は設立のはじめとはだん^-が變つて來て、今ではたv店の經^3維持のため{c、.l> 

の離散した會員から作品^無!'«にも集めて、展觉會を開いて賣らねばならなくなつた。をの結果とし 

て、エ藝品の向上、趣味の普及とSふぼgTはたC寿板のみとなつた。今のま、では、ぎ辦は，Vの内容 

から见て遠くない內に潰滅するょ-0外はない。呑樂がMiはず、流逸莊が依然として®?IIを續けて行く 

問も、新しS美術店として野岛熙正氏の經營に係る№1屋晝堂が、五月初句から開店されたC大き3か 

ら：一一日つても、設備からiiても、現代の：：！本では最高のものと云へる。同店の展覽會では、裝飾美術nHH 

として富本憲吉、藤井ii»か、丙村敏彥三氏及び私などの作品が並んだ。數はすくなかつたけれど、g 

に於いてはかな-にすrn/2もののみが集つた。若い作绫はみな乙の畫堂を喜んだ〇畫堂の,於を喜 

ぶ聲が四方の群から聞ぇた。ちやぅどをの時f、流^-莊にもX藝品展覽會があつた。一日、をの會場 

で廣川松五郞氏と藤井達吉氏とが會つて、X藝嗟嘆の言葉^—返した。かねてから艦つてゐる內に 

n然と熟して來た機連が、をの嗟嘆を口火として、裝飾美術家協會設立といふ結果を生んだ。2.の# 

のことについては、後に發表frに就いてのiti配と[MJじに書く乙とにしょぅ。 

L〆Iナ—ド、リ—チ氏Iパァナァド•リ丨チ氏の作品展覽會は、今年度の裝飾美術界の記錄の中で 

は、最Tpit要なる名の、一であつ为。乙の展赀钤で、氏は從來の陶器の作品ばか6ではあきたらずに， 



(下〕界術类藝エの度年八正大 木工、繡エに係る3ま-^の室內家具の力作を發表して、裝飾美術家と鑑賞家とに異常な感銘と刺戟 

とを與へた。陶器はます^-洗練されて來た。花瓶にも恭器にも皿にも、H藝の眞實の意味と生命と 

の見出せなSものはなか*〇た。木工の書架、卓、椅子や繡エの敷物には驚くべき藝術家の叙智と情熱 

とが滿ち溢れて£)た。そして、そこに統一5れた光輝ある內容の「力」が、觀る人に装深な感激を烙 

きつけた。氏の作品を見て感じるmとは、氏がエ藝の眞實を知6、H藝を眞に愛する<たとsふ乙と 

である。氏の作品は全く氏の人格を語る言葉であぅ、力の表現であ-^、全く人としての氏の生活から 

にじみ出たものである。をの貴Sが作品を實に©くしてゐる。我A、があま-〇に惯れすぎて忘れてしま 

つてゐる缺陷と弱-味とを、我々があま6{c平氣に扱ひつけてゐる「物」の貴Sを、氏は實に卒直に我 

我に露示してくれた。漸く眼ざめかけて來た若S装飾美術家の群はみな心を躍らして氏の作品をむ3 

ぼるやぅに味つた。私も^た、久しい間の藝術的饑渴を、氏の諸作に依つて醫する21との出來たI人 

である。廣川松五郎氏が、「中央美術」九月號に、詩人的熱情を以て氏の作品を讃美した。——をして、 

世は秋の美術季節に人つた。 

r琪野洞その他一帝國美術院といふものが劍設されて、從來の文展は帝展と改稱される2: 

と^なつた。美術院創設の際に、常局者の話が新聞に傳へられた。をれは、美術院の事業としては" 



今までの展覽會をやるばか6でなく、今後は音樂、建築等を包含した完全な糾織にまで發達させたい 

といふ乙とである。しかも、エ藝k就いての考察は、中橋文相の言葉の中、どこ{Cも見出rcれなかつ 

一たので、先に常局を訪問した人や、または美術學校のH藝部などで早くも不滿の聲が聞えはじめた。 

一Z.れは、後にエ藝美術會の設立とSふ事實になつて現はれた。 

|一 十月のはじめ頃、或はもつと前だか、上野へ移轉した琅圩洞で、藤井達吉氏の手提と紙入との展覽 

があつた。才氣縱橫の氏の性格が、どの作品にも認められた。が、露骨に云へば、先年からの仕事の 

X75I 「繰り返し」を行つて，Qるic過ぎなかつた。行きつまつた苦し3と、十分に豫期3れた「なげや-CN」 

とが、^ざ'—と見えすSた作品の前に立つて、何だか一種のrnl情の念とSつたやぅなもの、湧き上 

則，るのを私は感じた。私かこ、に云つ/a「なげやは、製作の技法の上の乙とではなく、却つて「心 

£〈のなげや-^」をさすのである。才氣{C惯れ過ぎて怜俐の早合點に安住する氏の通弊がます''^*氏s身 

一をむしばんで行くのをiiる乙とは、私1Cとつて非常k悲しい。 

\ i農— ^^ 七囘I農商務将のエ藝展覽會は、今年になつて旣に七！！を®ねた。今年は{R制 

一が改正されて、密査Mに專門のH藝家がふえたけれども、根本に於いて曖昧で、不純なIの展覧會の 

致命傷に對して、それは何の效力を4も7C!らさなかつた。結果はたC無意味なる煩雜を招いた1C過ぎ 

ニニ九 
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こ三〇 

なかつた。そして、あの夥しい出品を批評するには、印象が實にあまう{(:齡しいものであつた。裝飾 

藝術{C對する無理解、或ひはまた淺劣なる解釋に安住するもののiiag、摸寫、或aはg虹しされざ〇 

もの、自然JC對する冒漬、また|±愛なき勞働的作品、Sういふものの最も不調和なる集合が、たV、 

あS1Hしさを感ぜしめるばか6であつた。農展といふものが、一體どういふ趣意で成う立つてゐるの 

3、ま/2、その趣意^貫徹3せる眞面目5が何處にあるのか、今のやうな有耶無耶の態度は、あらゆ 

る意味から考へて實織いてとである。そしてあ、いっUが法に於いて糧3れた「エ藝」とい 

ふものが、眞實のエ藝の生命が失はれたものなる乙とは歡かてある。 

^^tel堂一農展の開催中、S慰畫觉で装飾美術家協#の第一囘作品發表會が開かれ 

た。乙の會の成立の素因を 一S云へば、裝飾美術といふものが、常に繪畫彫刻よう一段低いものと 

考へられてゐる乙とが、如何に不拿な、許しが.^き^!賢であるかと、人々に物語.^、發表の形式、 

材料の如何を問はずH、內容の水準h依つi術とsふ■が許意べtQであるとsふことを、 
构に裝飾美術の爲めに唱道したいといふI事に歸WTするのである。貪はとにかく現代の日本ではユ 

ニクな装飾美術家て、をして各々みな自分達の4{紀をよく感じて，Qる人々であるから、今後かならず 

何かよきものを生み出す乙とは期待せらるべきであ〔0乙の會の成立|:、今年度の裝飾美術 



な記錄の中に數へたs 
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1装飾美術家展|發表钤の筑一囘は、出品數が三十餘點に過ぎなかつたが、みな抓當，なる 

價値を占め#べきものであつた。何ようも快かつた乙とは、發表會の內容からsitし出されて特殊な空 

氣を會場内に感じ#る乙とであつた。をの空氣の濃度を增す乙とが、民衆を默俗1-"る爲めに最も必要 

なのである。會員の互評會では、最も嚴密な態度ですベての作品が批評された〇 „皆-.一氏の壁掛は 

裝飾美術の未發見の領域ic就いての問題に一のSI小を與へた。m.4か氏の書棚が、3ま^-の意味 

から問題になつた。いづれの作品もお^そかに把！iせるものは一つもなかつた。しかし、會員は^だ 
Jち 

熱心が足6なSとして、自分で鞭うつ乙とを忘れないやうにしたいものてあると思ふ。 

一織田氏石版展一裝飾美術家協會の發表會のす乙し前に織m一磨氏の石版畫展覽會が催S 

れた。乙の展覧#で、氏の^す<獨特のすぐれた藝術を示してくれたのは、われ <のみなと 

する所であつた。そして、個人展覽會であるが爲めに、乙の春の展覽.Wの折よりも 一Mよく落ちつい 

て、ある親しみを感じながら、氏の藝術に心をfはれた。氏の藝術については、BJ?に、7K*かW-M.氏や、 

川路柳虹氏など.か私の言はラとすると乙るを皆言はれてゐるから、私はぎる乙vで好音：ある沈!|を保 

つこととする。 

s I 
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1.1三一二 

ーエ藝.美術會一十一月のはじめに、束京美術學校エ藝部出身者から成るエ藝美術#とい 

ふものが起つた。新しいH藝の宣傳を旨とする圃體てある。それだけでは裝飾美術家協frと.€i'AMじ 

やう次性質のものと思へるが、よく考へるとそmに非常な差異があるのを發見する。裝飾美術家協W 

は、一口に言へば、內容から出發した愛の團結である。そしてエ藝美術#は、X藝をg和し視する藝術 

界の不公平な現狀を呼び醒3うとする一の社會的結合である。前者は發表會に於いて作品を示し、ぺ 

VR依つて人に語らうとする。後渚は展覽會を後にして、^づ帝展{Cエ藝部をi:?贤jる乙との運動を 

以て大部分の目的とする。旣に前にも述べたとほ6、昨年の幕から阈民美術協會その他の個人によつ 

て試みられた帝展エ藝部設置述_が、その後す乙しも^'涉しな$ので、エ藝美術會はつ^6その目的 

をどこまでも貫徹せしめたいといふ希望を以て、成立したのてある。私は、かういつた性質の№1體の 

起るのもまた必要だといふZ1と5:感じる。そして-iた、ZLの圑體の發起人や有志の爾膨れから考へて 
Ifしtrb.1 

も、展覺會などを催すのは寧K：無駄で、始めからの目的を以てど乙まで名終始する方が自然-たといふ 

ZLとを、なほよく感じる〇實際、Z1の會の熱心が衰へれば、彼等の翹望して，Qる帝展エ藝部の實現は 

或はいつまでたつても白日の夢で終るかも知れなS。會では、しかし、旣に活動をはじめたらしく思 

はれる。よき結果をいつもたらすことが出來るか、私は興味を以てそnを待たう。 
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Jfl'村^^^藏^十一月の中句に、口本橋供樂部で龍#-卜^»氏の織物の展覽があつた。私 

は龍村平藏氏に就ては、仝然知るところがない。無論、をの作品を觀るのも今[EJがはじめて < ある。 

|或CAは以前に觀た乙とはあつても、一向に氣がつかずに皆ごして居たのかも知れない。招待狀には、 

|氏のホを織物美術の天才と書ぃてぁっし、fit-浦5:时とi£»4M-ss:!Jとは非常な_斯を呈して®ら 

|れたし、また、芥川龍之助氏はやは.crntn紙上で氏を天才として紹介した。私は多大の期待を抱いて 

一觀に行き、多大の疑問を抱SてBiriって來た。私が驚いたのは、氏が織工の技法に就いて實にgna 

|能を；S：つて.Qる；0と\をの努力とである。乙の二つは起く驚くべきものであると思つた。 

村氏^の技巧一氏の作品は、招待狀にある通6、工夫頗るがg新にMir紀の組織を發IMし 

一て、或aはm凸を織而に现はし、或は刺繡の榄様をgひまた蒔繪金革陶磁七寶木彫洋畫 

一等のi§術.!，,Iの趣致を移し、加ふる{C其圆案^前古各時代の様式をmlして、意匠の變化を開いた名の 

jである。かくの如く氏に依つて試みられた<1とは、織工の技法上の新發見として、池Y世上に艇齡.1-5 

|るを憚らないほどに完成されたものてある。私はをの點に於いて、氏の歌gに驚き、氏の苦心に尊敬 

を拂ふことを惜しまないものである。しかし、，*1--れと全く同時に起つた私のMygも亦較g{c(書いて見 

たい。ひらたく言へば、それは藝術と言はるべきものであるか、といふ事である。氏の展覽に於いて 

二一一1 三 



(下）界術美Eエの度;r■八庀大 

二三四 

氏がわれ-^に示して下すつた乙とは、かうSふ織方を發明して、かういふものを作6上げた、と.S 

ふ事實である。作う上げられた作品をのものは、私から見ればあ^6結構なものではなS。紋樣の構 

一成や布mの何處に、氏の藝術的創見があるか。それはすべて他人の繪畫の移作か、古人の製作の臨摸. 

か摸做，ばかうである。をれをたc、n分の織6方で織物に仕立て、見せたといふ'たけの事てある。氏 

|の作品の或る物は全く模様が盛う上げられ、或る物は全く螺鈿細工と、或る物は全く金唐革と間違へ 

一られたSうである。しかし、をれが畢竟、藝術上何icなる乙とか。作家が生み出した作品の內容は、 

|藝術上の問題{Cなる。しかし、織物の織う方は、藝術上の問題にはならなS。丁度、繪筆の使a方や 

I箆の使a方が、問題hならなsと同じやうに。無論、技法は內容の表現の手段として考察に値するも 

一のではあるけれども、技法のみを切6離して考へる時には、それはどうしても藝術を離れたl;fj題とな 

一らざるを#•なS。 

芥川龍之助氏は、日日紙上で、「龍村3んの帶地の中には、をれらの藝術品、蒔繪、螺鈿、七寶の如き 

\ 0特色を巧みに捉へ得たがために"織物本來の特色がょ-'豐富な調和を得た、殆ど甚深微妙とも形容へ 

~したい、恐るべき藝術的完成があ〇穴。私は、何ょ-も、乙の藝術的完成のために、頭を下げざるを 

得なかつたのである。」と書かれたが、何といふ曖昧なも？の言a様であらう。エ藝は頭と手との仕事 



(下）界術类莪エの度牢八正A： 

である。藝術は頭と手と心との仕事である。龍村氏はエ藝に成功した。氏の帶や繪のggは、エ藝品 

として立派なものであると言へiう。私のiの感想は十分に言ひ盡せて，Qないが、それは他日改めて 

書く<1と{Cする。あま-^に感想を*く乙とは乙のIE錄の目的に外れがちであるから。 

I一其他の展覽會I青年鑄金家稻葉勝邦氏の倜人展费會が氏の〇宅に開かれた。gしく小S 

| sものであつたに係はらず。私は寧ろ龍村平藏氏の展觀よ-^もすrれ左、といふよみ根本的に1^勸の 

一ちがつた純眞な藝術的威激に接する乙とが出來た。作家の心が、作品の上にふるへて居^〇同じ時分 

~に流逸莊で秋季のH藝品展览曾が催3れた。 

乙れで、大正八年度の裝飾藝術の槪觀は略ぼ盡きたやうにMはれる。取.^落した乙ともある'たらう 

一が、私にはもはや# く材料がない。 

一E^^^^^一^ふうかへつてiiると、よかれあしかれ、皆が何かしら仕事をして來たこ 
はプ 

Iとが思CA出snる。私のな'±けた乙とも耻かしくm心ひ出される。皆が活氣づき、動き出して來たこと 

|は裳•てある。+"い大家はだん-^と死に、H藝家と呼ばれる人々？でも、古，に■じてa 

るxpr:と、眼覺めて來た苦S美術家とは、全く^!離してしまつた。裝飾美術界は、繪畫や彫刻の世界 

とはちがつて、先輩や桁^溝がl:c{cすくない。しか4その配かの先輩や指導若は、殆ど全く何の權威 

二三五 



(下）界術美藝エの度:r•八正々 

1=ニハ 
I持？ゐなS。をして、進まぅとする道はfggの喜で、餘办に廣く無限である。眼ざめたる 

若 > 人達はほ力らかに朝の歌を歌ひながら、自らを手にと？ぷ一邊の1II〆仰ぐ喜びに今や 

r/7Jv」;!?^つつある彼等はいまに必ず何物かを生み出す•てあらぅ。私はむしる齡齡LAて、彼等のiiz 

來R大きな期待を持つものである。 

正は：^る。繰'^返して考へると二年といふ短い時間の中には、なにひとつとまとまつた結果を 

益出すmとは出來なS?つた。しかし、それは木S3アfぐる水QIQ'た。今に川と 

な？現はれるSが出る。私|の樂しf持つて、來るべIし—代—?のて—。 



說 總 
第七編室內裝飾一般 

j 第一章總 說 

I U至內装飾とは何ぞ一室內裝飾なるものは、言ふまでもなく建築の！部屬であるが、しかし今 

一では建築が獨立せる藝術的硏究の一事項たると同樣に、室內裝飾も^た、一つの獨立した乳0?たら 

一ざるベからざるものであらぅ。勿論、をれを抱擁するものは建築の外構であぅ、乙れを裝飾し完氣せ 

しめるのが0的であるから，建築と離れて考へる<1とは出來なSが、室內裝钸に用ふる諸品の材料、 

"性質、應用法、配置、組み合せ等は、建築をの物とは別に硏究せられねばならぬ。一枚の11g、一本 

一の柱も、建築の學術からは離れて、室內裝飾の一具として见ると、それらは異つた立場から|1-?むべき 

|ものである。而.してそれが、主として美術の方面——装飾美術の方面からiiるべきは當然である。實 

に、吾々の所謂裝飾美の主要部を占めるものは乙の室内裝飾である。都市の裝飾、衣服の裝飾、 

の裝飾、<u器の裝飾、1¢には宗敎上の裝飾や、儀式上の裝飾や、數々の裝飾はあるけnども、吾々の 

n常生活に取つて最も大切な、且つ最も廣汎な方面は乙の室內裝飾icあるべき乙と論を待たない。 



飾裝内室の代古 I室內裝飾の複雜|さて、乙の室内の装飾方法に〇いて詳しく述べる乙とは容易な業ではな 

い、殊に現在の日本を標準として乙れを語らんとすると、非常に踩浴が1!避で且つ統一がなく、何を 

何う語ってょSか譯が解らなS。一枚の敷物、一片の障子を說明せんとしても、獻R一大册をなすだ 

けに複雑してゐ*a。何しろ、：：一本の文化なるものは、四五千年の昔の、中央ァジァ、印度などに發達 

し、ialR支那に發達し7^2文明が、一一千年からの長い間に、經ぇ間なく、紀Wららと⑽し纪せて來 

て影響を與へてゐる上に、南洋その他の系統の文化も入.〇込んで居れば、高天原人種に本來固有の文 

化もあbうし、を乙へ五六百年以前からは西洋文明が輸人されてゐる。殊に、明治以後の日本には、 

西洋の影響が非常に著しSZLとであって、それ等の艦fの文化苑1^が、或はその齡で、或は混合Sれ 

化合されて，£3るのだから、をの內容の複雜さは思3|?ばに過ぎるものがある。それ故、^、には先づ、 

日本{C古來發達し來つた室內裝飾の、ほんの大體を說明して置かなくてはならぬ。 

第二章古代の室内装飾 

一神代の住宅(宫殿)一朝倉氏の「建築」の話にもある通う、日本上古のぎMrは、今の神社、殊に 

伊勢神宮や出雲大社と同じやうなものてあったらしい。勿論、をれは貴族階級の挺狩——齡艇の乙と 



飾裝內室の代古 

であつて、一般庶民は、フH ノ Dサ氏が言つたやうに、南泮の村落のやうな、又はァィヌ！のやう 

なものであつたに違ひない。{>v殿と稱しV•も、そのブランや^•造の大體が、神^な.^大社な6に似て 

ゐ人のであつて本和に檢の精良なるものを)〇ひるとか、#を敷くとかいふやうな2:とはなかつたら 

うとAaふ。であるから、#代から佛敎渡來の頃までの我が住宅の裝飾などは、今n少しも分らないの 

であるが、分つたと乙/>で大した乙とはある^い。神代記には『常、窟、產屋、衷屋』などとあつて、 

「や」なるものは住居の贲味に用aられては，qたが、まだ『g^jなどのある程度をgn4-なかつた。 

—^—的宮室一然るに、欽明天皇の朝に佛敎の公然なるf#r^,があつてょ-CN、屋宅に關す 

る面0も一新し/2。をれは.崇峻推古時代を中心として出來た、飛鳥朝の數多い寺院||齡を見ても龄 
3.、フナ丨 

るし、3と喜院の產&みで？て、嘉、又は貴族の住宅备雜く出來？とは、§-£がその 

作--eを^としたとか、.又河原を寺としたとか、或は聖德太子が班鳩^を!^'SE:1れたとか、その他御J'Jr-の 

御销锊も盛に行はれ、それにつれては貴族t/J邸宅も頻うに建築せられた乙とは言ふまてもない。そし 

て、それ等は、太古のものと面目を全く異にして居たZ:と、あ>hゆる文化の大更新と同じであつた。 

先づその泣築の樣式が、所謂飛烏式になつた。全然支那風になつて、構造もブランも非常に飛步した0 

柱にはHンタシスを施し、居.根には反-〇を現はし〇眾層建築のみならず、數層の建築となし、^t觀と 



二四〇 
めrらし、3を© くなど、^.;しい進步でぁつた。^;に、數gjが5IPなつたなどは、異常の議で 

ある。 
一_^ _ 

一L推古時代の樣式Iしかしながら、不幸にして今日は殿黨雙は住蠢築の古s-^のは、 
|今日一つも傳はつて居ないから、內部の装飾の有樣などは十分にふ乙とは出來ない。推古時代の様 

古|式としては、法降寺に夢殿があ0て、あれは^-德太4'の班鳩宮の一部で±--?*がひと6で^|4も||に肥 

fられた當殿だと傳へるけれども，今の建築は鎌倉時代のものであるから、果して推古時代をのgの樣 

t式か何うかは解らなs。I天平時代の念として、I提寺S堂が、奈良の都の朝集嘗移した 

内一ものと一•ムはれるから、幾分當時の嘉の#,子傳へては<Qる、たらうが、mれとて1齡等も、もとの紀 
^ >ど_ しギ5や#フ 

裝一力何うか解らなSし、朝集堂は一種の式場の乙だから、以て住宅室內裝飾の參考にはならない。 

飾一S——^-^^たく、乙、に記錄と想像とを混ぜ祝せて語れば、當時の室內には今日の 

やうに一而に疊を敷いてあつ？のではない。乙れは繫後の、a»n;の將軍であつた頃からの習 

jaでをれ^では敷詰#とsふものは全くなかつた。すべて殿舍の內部は板敷になつて，qて、古い我 
ムき々ぐ 

客、家族などの坐すべき場所に、時に臨みて敷物を設け、をれを「座」卽ち「_!|」と稱へたのである0 

それも當初は圓座又は小#のやうなものであつたが、後JCは貴人高位の爲め{C別に#の上へMに.#を 



敷き、乙れを4轉といふやうになつた。因^、今=、1と間二た間といふあの間と云ふ乙とも、昔は 

一室の意味ではなくて、柱と柱との間の^とであつた、それが後世には、一園の所，V御座の問、或は 

;次の間といふやうになつた。足利義政の頃にも、今の一問、卽-b一室の乙とを「離"」と稱してゐたの 

一：である。 

古；I潭屏の ^^1—I次には當時の障屛であるが、屛MJとSふものは早くょ6/IIひられたもの 
/ 

f一で、もとは支那の式に依つたらしい。後の正倉院の御物なる鳥毛立女屏風は、我邦の乾も古い屛風で 
の一 
|あるが、その製式は支那の古いもりとfn]じく、また模様の構圆は、最近W域地方で！；狼3れた府畫と 

J |同じものである。その外、當時はまた障子らしいものはなかつたらしい。今の障子は平安朝の末頃か 

装一ら起つたとの說で、をれまでの所謂障子は今nの襖に相當すろといふが、それも何！-の頃からあつ/2 

飾：：か不明である。兎に角平安朝では盛に;ilaられてゐる。外部にil戶を！|てる乙とは、その形などは今 

| n.と違つて.Qるにしても、奈良朝にまでにあつたものだらう。が、をれ名多くは、顧0°やうな、 

|所謂觀音開きの扉であつたものとIII心はれる。玉蟲厨子は推I'r朝紐築の一例とSれるバ、乙れも则きg 

である。また當時すでに都のやうなものはあつたかも知れなS。しかし、古Rの障屛として最も特色 

あるものは、例の帳、又は翠簾てある。Z-れも奈良時代はすでに用CAられた^•のと見てょい。尤も乙 



飾裝内室の朝安平 れは平安朝の一特色と3れるから、その項で詳しく語らう。次には室内の天井と壁てあるが、天井は 
多く船^,§!1啦ザあったらう0^;には化粧屋根裏を見せたところもあらうが、今の平天井のやうなも 

のは用CAられなかつた。11*一も、普通の±?齡11*であつて、をれに壁畫のやうなものを描く場合Aあつた 

|かと想像Sれるが、詳かでない。 

I 第三章平安朝の室内装飾 

| ^^^^リ裝一 平安朝になると、餘程建築が進んだと典に室內裝飾も進步の跡がある。 

當時の住宅建築は、例の造うといふのである。をれはすでに奈良朝の頃に濫觴するので、S武天 

一4.以後の様式ではないが.•平安朝に最も發達し、且っ鎌倉時代に至つて全くiiLなくなったから、乙、 

iに語つて置く。鉛®5Hfは对艇七間四面を龄法とし、或は十一一間などもある。そしてその七間四而の内 

一五間四面は本屋、卽ち母M"で、外の一間通*^は廂、IIRその外の一間通6が箦子といふことになつて 

\ゐる。母M"は、四方上下R節押があつて、前ょう少しく高く、格子若くは妻戶のあるとZ1ろは、柱 

、每に歡紀rlsけ、航^乙れを廣廂、廣椽とも稱し、をの柱、長押等は母屋と同じかった。槪ね廂の四 

方は格子であった。四隅に！^、或は都を附し、簧子は普通廣§五尺、勾欄があって、正][IIょ^'左右 



飾裝内室の朝安平 

へ廻らし、正而には五段の階をSき、階の左右にまた欄をしつらへ、朿西の妻戶前に，P各々階を設け 

るが、それには撊のなSのを常とする。又各階には沓脫を備へてあつた。 

S^內の配斯くして乙の母屋と廂との內をSま^-に仕切$、或は客人應對の所と 

なし、或は寢臥の所とし、或は納戶、塗籠、帳臺などをしつらへたのである。また乙の母,の前方兩 

側に對屋なるものがあつた。®を一の對、西を一一の對と號し、北の方と來西に、鳥の羽翼の如く(Cな 

つて母屋ic對してゐる。その大き3は母屋と同じいとあるから、構造も大同小異であらぅ。これ等の 

對の屋icは，主人の妻妾を住まはせるのを通則とした。納戶は、當時そUを納殿と稱へ、其の納戶と 

Sふに至つたのは室町時代からのZLとである。金銀衣服、調度の類、何にょらず納めて置くとMるで 

ある高貴の納殿には、押板を設けて客人をも通5れた。また塗1とは、歐ピ壁して哪取ぅをつけ、數 

Pがあつて出入するから名つけたので、納戶とrnjじく衣服、調度の類等、手^1.の品々を納めて置くと 

乙ろである-次に帳臺とは、寢殿の內{-C帳臺構とて、別に一構が設けてあるので、主人のする 

ところである。その入nic帳を■れて置くから斯く名けるのである。室町時代に至.^、書1,6とな 

6、上段の問とて一段高い間を設けるのは、帳臺のit'ililJJであるとも云ふ。 

I建具その他室の周圍について、屋根はその下を侑皮、上を茅葺とし、四方は北ハに都 



飾裝内室の朝安平 

-:四四 

とするのが定式で、寢殿の廣緣の端kは細く木を削6、碁盤の目の如く(C糾んだ黑塗の格子を一間每 

に、上に一枚、下に一 

枚措にならべて入れら 

れ、上の格子は下へ開 

木いて上げ、細S金物に 
造 たな 

深て棚のやぅにつ-^上げ 
漆 

厨下はかけ金^かけて、 
子 

はづいて取6置く。§ 

Jてをの部は風雨をょけ 

寺るもので、格子のある 

と乙/)に.は、必らず乙 

の鄯もあつて"その製 

は板戶の如く、板公張 

つて橫にしげく棧を打 



飾裝內室の朝安平 

聖僧文珠厨子 觀心寺藏 
ち同じく I間{C二枚づつ橫に 

入れ、かけがねで留めて-.?/:き、 

格子の外kあてるものである。 

妻戸は兩方に開く舞戶であつて 

外の方へ開く、緣につぽがねを 

打つて、開いた妻戶の方にある 

け3ねをかけて置く。^れを 

猿っぽと稱へる。その他御車寄 

は妻戶の前にあつて、上に屋根 

を差出し、下は石敷としてあ6、 

貴人の輿又は車を寄せる所で、 

乙、icは立砂と稱へてその前方 

左右に砂を丸く積み上げ、高3 

は緣と一様になして置く。又熒 

二四五 



度 調の 朝 安平 

二四六 

子といふのは、座敷の外に細に板を橫に並べて打つたものの乙とで、板と板との間に齡，があつて、 

《竹簀を組んだやうicなつて，Qるからである。以上で、寢殿の齡.l±f解るZ:と、思ふ。 

| 第四章平安朝の調度 

\ i翠簾と帳と一次には當代室内裝飾品の主要なるものとして、翠簾と帳とVJ語る。何し 

|ろ、此の建築は屋根が低くて、床が把齡的高く、しかも，を深く出して，qると乙ろへ、都などを用a 

て室内はかなう闇いのであるから、乙、で例の障子、卽ち.を建て'/2ならば、丁度寫眞屋の歐勤のや 

|うなものが出來上つて何うにも、仕樣がない。Sれば、障屛用として多くは半透gな翠簾、又は帳公 
^ た 

用aたのてある。翠簾は格子の內へ垂れるのを円翠簾とうa、外へ垂れるのを覆翠簾といa母屋には 

內翠簾、廂には覆翠簾を垂れ、內翠簾は精に、覆翠簾は稍々粗に造られてあつた。而して普通殿舍に 

は內へ卷き、かぎも釣丸も內にあつて、神社などには外へ卷き、かぎも釣丸も外にある。Sて乙の翠 

簾に帽額といふのは、簾の上端に萠黃色の絹に、黑く窠の紋をいくつも染めたのを、一幅横に縫ひ〇 

けたものて、俗にもつ乙うきぬと稱するものである。乙れは簾の外面につけて、內面には用ひない。 

次に帳には色々あつて、第Iには壁代、生維帳など、もいふ。「かべしろ」は、多くは見き6をつける 



度 調の 朝 安平 

と^:^に、五尺M風の高3に上げ、丈けおょそ九尺八寸、幅各々七幅、夏は生絹で作.〇、他は織顔染 

などの絹又は縫である。又帳懸 

帷と几帳とであるが、共に大小 

色々あつて、先づ四尺に幄なら 

曲ば、帳の長S六尺、裏IK長S三 

…尺、紐はいづれも黑或は蘇、H 

妙は白生平絹に白泥を以て秋草な 

心どを描く。几帳は四尺を定法と 

弓するけれども、中には三尺乃至 
0 

五尺のもあつて、其の上方屮 

央に、外を啁き得べき破5を設 

け、紹色は一定してゐない。支 

への臺は長31尺五分、廣S六寸二分、原さ三寸五分、三尺几帳は又枕几帳とも稱へ、祐几帳は長3 

三尺六寸、朽木形几帳は、其の說稩々あるけれども、几帳の形ではなくて、その文様にょるといふ。 

一一四七 

m 



度 調の朝安平 

二四八 
1Vできちで： 

hu. -.ズ すべて几帳は、婦人の用に供へられる名ので、袖で顔を覆ふを袖几帳とsa、小女に極めて小形のル 

帳を持たせ、通行の際に顔を隱すのを差几帳とSふのである。 
叻か .%すi 

夜床—の—装—飾I又夜床なるものがある。Z.れ、當時の床は皆板敷て敷詰の疊なく、襖の 

障子があつても、鴨居と天井との間に壁、欄間等の設備もなく、僅に翠簾、帳、屏風などの圍ふべき 

ものがあるも、謂はく空漠の感を免れないので、乙ん/j:夜の用具を工夫したのであらぅ。をの寸尺は 

槪ね八尺にして、柱の高S六尺七寸、柱の臺の厚S四寸、幅五寸、一方長S三尺五寸、左右兩側端の 

柱と臺の雨端の明が六寸七分、前後兩口には四尺凡帳を配し、內へは中敷の長さ七尺五寸、廣S四尺 

三寸緣幅一寸三分あるを敷き、その上に表莛を重ねたのである。乙の表莛の模様が進步して、今日の 

花莫蓖になつたのだといふ。尙ほ夜床には、犀角懸、或は膽料、及び鏡をかけ、をしてをの全部VJ帷 

で筏ふのである。乙の膽料は、藥品のZ:とで、當時犀角が最もf.'.fばれ、乙れを装飾として用aるに至 

つた。犀角を容れる袋の長3凡そ九寸，底幅三寸五分、1-.下の金物銀製にて、文様は金絲、紐は上の 

結び長S一寸、兩輪長S八寸、元長3一尺四寸、垂れ長3一尺としてある。 

1當時の燈火器一奈良朝から平方朝へかけての點火器には高燈臺、むすび燈臺、法隨寺萵 
じ§んぼ^ 

燈臺の如$がぁつて、殊に法隆寺萵燈臺のゃぅな式は、燈火を上下するに便じた。をれ等の高雅純朴、 
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1111IV , 一 

精巧傲美な-6ものが今A殘つて 

ゐる。又脫棄、替着等の衣服を 

打掛ける爲めの衣架も早くから 

用aられ、ム、れには半對のもの、 

|双のものあぅ、をの大きさも 

種々あるけれども、形は殆ど同 

様である。たく、後世をの脚に 

種々の工夫を加へて、色々の風 

が作ぅ出された。鳥居の長さ七 

尺、口徑一寸三分、をの兩端R 

銅の金物を附し、貫木はP徑一 

寸二分、鳥居とのあき九寸、兩 

柱高S五尺一寸三分、をの長3 

六尺一寸二分、幅三寸、厚3二 

二四九 



二五0 

寸、脚さ二尺一寸、幅四寸、厚S三寸てある。 

一吞及び香具I次に平安朝時代室內裝飾品の主要なるものとして、香具5:語らう。香道 

一については佛敎傳來と共に薫香が傅來したとすると、源由は久しい以前なHど、遊戯としての香道の 

j發達したのは平安朝であらう。をれは當時の薰物合の流行に基づくのである。f盖し香は大體、二種類 

平に分ちて、をの一を薰物と稱へ、他を沉と稱する。而して香道に用Sられたのは沉で、天然一木の香 

安材を用a、薰物は人造の合劑から成る。平安朝には沉はまだ極めて珍らしく、その多く輸入されたの 

朝は鎌倉時代以後の乙とである。從つて平安朝には專ぱら薰物を玩用したのである。乙れは人々の調劑 

の|したる香を持寄.CN、左右に分れて炷き出し、その薰うの淺深過不及の優劣を衆議に判じ、又は香料，VI 

調一をの席に頒ち互に調劑を加減してmれを爭ふのである。をの外、香の用a方には、佛前に供へる供香、 

度|たV空漠と用ひる空香、卽ちそらだき、また衣服に*1する衣香など％ある。をして乙れ等の香を入れ 

一る香囊なるものは、天井ょりつう下げ、その紐に太絲を用aた外は、全部銀にて製してあ4、香囊？ 

一長S五寸、徑四五寸、身深S二寸六分、蓋深S二寸四分金物建湧雲透明などにしてある。衣香を焚く 

には、火取香燼にを焚き。伏籠といへる籠を以て乙れ，で覆a、その上に衣掛けて薰ずるのであつ 

た。 
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第五章棚飾 
りの法 

棚—飾 

その外、平安朝裝飾品 

としては、棚飾-C\があ 

つた。ZLれも後世まで 

盛に行はれて、n本建 

築に於ける室內裝飾法 

の主要部を占めてゐる 

が、世に知られた「雅 

亮裝朿抄」にょつて梗 

槪を語る。同書には、 

母屋、扉の調度立 

'CるZ.と 

一一五一 



二沢二 

と題し、母屋の裝飾法から始めてある。をの順序は、まづ寢で殿の廂に翌^をかけ^はす、次に母屋の 

翠簾ヒかける。をれから母屋內部に五間の壁代を引きまはす。それから母屋廂(C引筵，V敷き、廂の長 

押の上に、大和莛を柱に切6まはして、長押に筵のみを柱にaとしくあて、、釘で打ちつける。柱の 

もと毎に、柱ょせ、卽ち格子或は妻戶などのある所々へ方fの木を添へたものの外に、押への金物、 

卽ち鎭子.v置く。平な枕のやうなもので、紙包みにしてある。廂にわたつて、高麗の疊を間每に二帖 

づ、しく。その#の西のかしらに、二階、卽ち二重棚を置くのである。その上のI重の表面に錦を張 

6つけ、欄のふち廻$、裏へかけて組緖1:かける。上の層の奥に、火取、白銀の籠、箸、匙、鉢を載 

せる。端に泔枉を置く臺がある。その臺にも、錦地を張うつける。泔柘には臺があつて、共に銀であ 

る。下層の%に唾壺の宮の臺を置いて、唾壺を据兔る。蓥の中に錦の打立、卽ち張込みがしてある。 

並べて端の方に打みだうの宮を、蓥覆sの儘に置く。Z.れkも錦の打立がある" 

一棚飾—リ(二)I以上のZ:とを敷衍すれば、當時の棚は皆二階棚で、或は高31尺四寸'長S二尺八 

寸、廣さ一尺三寸、板の厚さ四分、脇の高さ七寸とし、或は長S二尺八寸五分、廣S一尺三寸七分、 

上層と下層との間、高3二尺、下層ょ$一尺五寸位な割合にしたのもある、泔柘は髮摄水入料で、蓥 

n徑五寸八分、高さ五分、身口徑四寸八分、*:高S六分、廣さ五寸八分、次の*面徑九寸、面敷物は 
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二五四 

小紋唐錦、足高3七寸五分、泔杻はその木製のものには多く蒔繪が齡yれてある。唾壺は形狀一定せず 
?»た ふ/J 

或は蓥なく、或は蓥あ6、木製、金屬製、磁器製となしてある。又打亂宮は、普通長さ一尺一寸五分、 

幅九寸五分「深さ一寸、置a錫、蒔繪又螺細を補し、中へ油桶、おしろい、香盒、かけご、丸香盒、 

一小ねう香盒、かみ/Iで、は^み、くし等を入れて置く。或は乙の宮に代へるに船尹!J^:用aる。 

棚手宮は長さ一尺一一寸五分ノ幅八寸、深さ六寸四分五厘、その十二手宮には、中へ丸鏡、毛たれ宫、沿 
一ほひばこ 

飾一結営、小鼠の香宮、ふし宮、香具宮、打鏡立、くし入、白粉とき、油桶、愛水入、化粧水入の十二器 

|を入れる。但し小鼠とは眉墨とて、油^を螺と船とにて跋4合せたものである0 

j一棚飾y(三)一乙の二階、卽ち二重棚の南に、筵の上に唐くしげを立てる。乙れは、#Lけづるも 
CD一 ふた 
|のを入れた営である。四角な物の巷の上に、小さい鏡の営のやうなものがあつて、足四つある臺にす 

法jえる。をれに並べて南に鏡の宮、八つ花形の名のを置く。鏡守、肥矿、祀我槪を入れてある。これに 

一も臺があ-^、唐くしげと同じい。鏡を取出してかければ、宮は!！をしてもとの所に置くのである。を 

™の南に鏡臺を張-CNて立てる。乙れは燈臺の土居がなくて、齡數の上のやうになつてる。上に鏡をかけ 

ると乙ろがあつて、下は張.CSて楔をSすのてある。立て、のちまづ肥取をかける。乙れには靑いもの 

を縫a取うにしてある。冠の燕尾のやうな形が二つあるのを、屮を齡へた細い所の、錦のと乙ろをかけ 



る。をれを橫になつた木ょり前に引き出して置く。をの上に汗手拭をかける。Z.れは三尺ばか'^の唐 

綾で、中に®"目があ6、其縫目^長ざま{C中折にし、半ばあた6を細めて、領布の上に前向きにまた 

一引きかける。その上に守をかける。乙の守は錦をた、んで緖をつけたものである。それを上R折う 

一^•げて、その上に鏡をおく。雲iはの緖ある。の領布、手拭をかけて、前に下つ？ 

棚一Z:ろを、左を右にちがへて、をの上に守をかけるZ.ともある。尙ほのの鏡臺の置き場所等には例外も 

飾Tる。 * , 

| |锻飾リ(四71斯くて、二重棚の後ろには、大和繪の四尺の屏風を、母屋の柱の際ょ6、端ざま 

一R鏡などの後ろ-±で立てる。廂間狹くて屏風の一が深かつたならば、疊んで奥の柱の際に二三枚に寄 

の)せ！!に道があるやうに立てる。唐繪の屛風も立てるが、普通にはやまと繪である。又屛風の位置に衝 

法一於歐.T--1を立てる乙ともある。乙のii兄障子には寸法が定まつてゐない。乙れには表面に矿錦V」緣を取 

6繪をかい/2ものもある。次に龍の繫疊を敷Sた柬南隅iT三尺の黒漆の儿帳の、表面は普通の纈纈 

一であるのを、丑.Kにすぢかひに立てる。をの疊の南の板に、大きは硯の宮を置く、Z1れには掛架はな 

一S ®の方に寄せて置く。をの奴に、蔣繪の脇、f三尺五寸五分、幅四寸、厚S九寸、足の高さ七 

寸艽分なるを、#の歡にム、ひて丙iliざ^に®く。Z:の脱は倒にrnjかぬやうに必ず開けて見ておく。 
二.VI'.五 
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第六章帳臺飾り 

\「SB—り「id同じ間の母屋に御帳がある。后の宵などのには濱床があ"0。乙れは高さ二尺ばか 

う、四つにして柿合せて置くので、黑塗臺物を打つてある。をの上に§し滿てた縹爛二帖を北南に敷 

帳く。南を枕とするのである。乙の®を土敷といふ。をの上に四つの隅々に土居をすべて、柱を立て廻 

一して鴨居を置く。をれから漆子の明6障子を間まどに覆ふ。をの柱は丑寅のすみから立てる。次に帷 

をかける。その有様は壁代と同じS。八帖のうち四帖は五幅、四帖は四幅のものであ.る。次R帽額を 

aく、帽額は帷のやうで、表ばか6.あるのを長ざまに裏合せに中折にして、わなをしもにして、丑，K 

の隅からはじめて上に引廻す。それから、常の儿帳を三本取寄せて、乙の御帳の南東西の口に、濱床 

の上にたて、、をの几帳の頂に高さをあて、、三方の口の五幅の帷を上げる。その上げやうは、壁代 

をあげるに同じS。內此の紐で結ぶ乙とも同じS。四隅の帷は垂れてよS。乙の三方の几帳もaきお 

K：す。乙の儿帳を寄几帳とsふ。尙ほ后のてなくては濱床はない。をの土敷の上に、土居の內のうに 

中に繒橺一帖、中'すみに敷く、南枕、をの上に廣綾の/?名て。錦の緣をして綿を入れ穴のに、裏打し 

たの•で敷sてとぢつける。乙;Lをうは莛とsふ。をの枕の左右に、八文字に紫檀地の手の小机を立てる 

飾\ 



飾 荽 il 

枕几帳は乙れであつて、帷は二重織物である。これに添へて沉の枕ふたつ置く。その中へは、御倉と 

谟くのであるが、，cnは今^く。又御帳の枕にあたる中柱の左右に、上よ6一尺餘を下げて啦；^をう 

ち、御角を二つバ左右に一つ宛)かける。又おあとの中$柱の左右にも肱金を打ちて，大きい鏡を左 

右にかけ.5。若し御枕に御太刀を置かば、柄を西にして、见を南に向けて、||.3の間へ後を引きの 

銅製五杵鈴西園寺藏 

f 

慕；，r 
■;: 

ベて置* 

I帳臺飾リ(nylをの 

御の西の間に、II綱二帖 

を北南に、朿の柱のうち 

に敷sてその上に東京 

(支那製の2.と)の菌一牧 

を敷く、をの#二れが、北の頭に、wiriざまに帳の柱にあて、、五尺の屏風二帖を•中を引きかさね 

て一間がうち(C立てる、をの前#の頭に、/Nさき厨子棚一雙を立てる。をの東の厨子の上の層には香 

壺の宮二合、卽ち二個、」下の層には藥の営一一合を置く。この四合は皆じやうに入角の宫である。伹し 

入れ物を開けて見ておく、香壺の宮は白鈒1Cて美濃壺の大きな壺を二合に四つづ、いれてある。黛物 



飾 帳 
を人れる料である。但しまの壺の中に雲母、今の銀葉)の壺が一つある。Z.の壺の上に、白い針差の 

やうな、生絹で縫つて上差ししはしたものがある、ZLれを入帷となづける。藥の宮二合、折立同じ 

Z1とで、一合に乙のやうな壺三つ、金の皿の大きSもの一つ、藥を磨る鐵匙一つある。他の一合に、 

秤、籂、箸、匙がある。つねの銀器のやうに、鶴の向つた箸の臺に、箸、匙をす焱て置く。篩は宮の 

緣に生絹を張る。<1の箸、匙を入れた宮を、帳の方に、鶴を西東にして置く。これにも入帷は同じ乙 

とである。次に西の厨子棚の上の層には、草紙の箱二合折立がある。草子名ある。二合ながら折角の 

箱である。下の一層に櫛の宮二合ある、乙れは皆las角である。M子、卽ち筆架に硯をおし据焱る。下 

k櫛物の具を入れる。折立入帷同じ乙と。 

一帳壹飾u(InylSて、乙の厨子を立てるには、帳の際をすかして、母屋の柱のほどを透して、Z. 

の二帖敷い穴疊の敷合の中に、厨子二つの中1:あて、立て、、をの上の手宮を厨子のやうに押合せて 

二つの中^厨子の定木}Cあて、贽く。をの疊の上に、廂ヒ立てたやうな三尺の几帳を立てる。帳と 

母屋の柱のあはaを塞Cやうに#の辰巳の隅に、裏を奥に向けて立てる。乙の厨子の背ろへ屛風を一 

帖立てる乙ともある。又五帖を立て^はして、西の間をも入れて、西の障子ををへて、母屋際の御簾 

のもとまで立て廻す乙ともある。更に帳の東の間に、朿に仑へて衣架二つを北南R立て、、をの後に 



' 

ば！麵) 

■遠縫^^;sm 論 

藏寺生壬 鼓金 



代 時 倉 鎌 

二六〇 

五尺の屏風を三帖立てる。その前に疊二枚を敷く。南は衣架一つを立て、、屏風もI帖立て、、疊も 

一枚しく。乙れに御裝束をかける乙とあらば、先づ御袴を衣架の下の層に、南に向けて向を上に昼み 

て腰引きのベてかける。上の層に、御衣に表着、打衣、小#5一つを重ねて、普通の衣疊むやうに、背 

折にして、右を上に打ちかける。若し唐衣ならば、それをも疊みて御衣の上にかける、御裏があらば、 

二重{C押し折つて、御跨にならべてかける。 

第六章鎌倉時代 

.武家造の裝m鎌倉時代1C入うては、平安朝に最も發達した寢殿造、及2;i®x內の室內 

裝飾法はがら-^と變つて、武家式のものとなつてしまつた。尤も此の武家造.〇も、寢殿、對の屋など 

の名目はあつたが、それは決して後の寢殿造のものではなく、たCその主殿、及び乙れに對するぎMr 

とsふ意味で用aられた言葉に過ぎない。卽ちをの建築の様式は全く貧人Mtであつて、，-rの外廊は織 

板を以て取う圍まれ、門は土門、或は橫門となし門を入れば、右に遠侍があつて、前面車寄から椽に 

添aて室に達するやう{C建てられ、その屋蓥は悉く板^4となしてあつた。をの他すベての構13が優美 

萌奢であるょうも、質素粗野てあるのを免かれなかつたらしい。けれども乙れが後の#unjの茈因と 



代 時 翕 鎌 
なつたことは大に注意せねばならぬ。殊に鎌倉御所に繪の間なるものがあつて、御障子にさま^-の糈 

畫を描いたといふ乙とは、建築裝飾の上に一つの進步を六し、桃III時代の.壁影ゎのオリジンをなして 

ゐるのである。 

I押 板 の 制_また乙、に注意すべきは、當時押板なる名の、用ひられた乙とである。 

をれはすでに藤原時代末期から見ぇてゐるが、鎌倉時代には一般に用aられ、且つ乙れが、後の#院 

造の床となつたものてある。當時Z1の押板には、料紙、砚、懷紙、短冊等を押しならベ、武家にあcて 

も以上の外に、或は武器類をも飾6置くやぅになつ左のである。乙れには色々あつて、扁和なる板t 

幾牧か重ねた形のもの、をれに脚を取-CNつけたものなどが圆に見ぇて，Qる。それから武家時代の乙と 

とて、武器の裝飾といふこと本餘稆發達した。儀式などに於ける武器の裝飾はたとCA美MJ:ならざるま 

でも、隨分目ざましいものとなつた。弓は重藤と定-3:6、矢は鷲の羽、その數二十五本、上桁四つ「か 

ぷらし乙」に3し、馬は髮咬かず、沓かけず、水千の鞍を贵き、あざらしの皮、切付に用ゐられる、 

上敷|.*]皮、或は獅子而皮、力皮、獅子丸にて上を包み、鏡轡をあてがひ、次手繩、腹帶にはかつ色の 

類、乃至淺黄に、指繩指して打まぜ、馬のふぅかみょ$三卷をおくなど、種々の美觀が工夫せられた。 

一格巻物—§阱|典i藤JK*の末期から鎌倉時代へかけての室内装飾の有様を最もょく示して.Q. 



るものは、數多く®?してゐる繪卷物である。をれ等を見れば如何に當時の宮廷、或は武家の裝飾が 

®scれてあつたかを知るに極めて便であるが、7-、に、その一つとして慕歸繪祠傳を語る。乙れは、 

本願寺A4J1-人の行狀繪卷にして、因幡守藤原隆景の筆にな6、現に西本願寺に藏せられてゐる。を 

一の中に||纪の圖がある。その正面なる壁吸には、中央に人麼の畫幅をかけ、をの左右に稍小振6の、 

嫌一左{C竹、右に松を描いた幅をかけ、をの前中央に、磁器の香姽を置き、左右また磁器の花瓶に松の入 

つたのを、皆一個一個の#1赋なる盆に載せて据灸、51に^の正面に、正しく又臺^:置き、上には右端 

倉|にgg、その左に卷物二卷、そのに同じく一卷、左更にをの左端に同じく二卷、いづnもをの問少し 

一明けて正しく«"せられ、をの前に恰かも文臺を挾める如く、圓座二個を配置してある。以上は皆板敷 
咕 一 

の上に飾られ、且つをの圓座の手前右方に寄せて橫、縱、橫と、宛ら乙字を橫にしたやぅに、三帖の 

fi疊をしき、その上に七人の僧俗入-^risLAて座につき、各自の間に視箱並に料紙1:配し、推敲の狀而白 

一ぐ描いてある。而して凹字を横にした中央の板敷の正中に、臼形の低い磁器製の火鉢を置き、灯を綺 

|麗にかきならし、火箸一對を立てIへ、まづ八疊鄆伩のやぅに判ぜられる。ついで、左方はなかば壁、 

その外は廊下4:なし、廊下の右方に室があつて、ZLnに膳部を用.^した#を示し、彼の斯の外方に 

SS及びし、會席の入口、卽ち廊下の右側に大釜を置き、湯をわかしたものの如く、會席の手前 



造 K 霤 

つr>な 
は別の室に連う、今や廊下{C黑塗の盆中、菓子を堆く璐 

つたのを、一僧のうや^^しく齡げて、をれを彼の席上 

へ運ばんとする3まなどを細かに寫Sれたものであろ。 

第七章書院造(一) 

I書院建築の出現I足利時代fc入ると武人の勢' 

力は全く公卿を威壓して、鎌倉時代の如く、公卿を利用 

してE家の權を張るの必要なく、また武人が武邊一途で 

あるの必要もなかつたので、おのづから、足利時代の武. 

人間に一種の文化を生じた。而してrJの文化的現象が建 

築の上に現れたもの^-書院造6とする。鎌倉時代の武家 

邸は、^だその而目に於いて武人的特色を「なま」の儘 

に出してゐたが、此の書院造ぅに至つては、それから脫 

化したる別種の新しき美的表現をなしてゐる。而して、 

二六三 



造 院 書 

現代の日本住宅建築は、殆ど皆乙の#院建築の流れを汲むものと云つてもよい。同時に、此の時代の 

後半期よ6茶道なるものが、起つて、rJJLは禪宗のm心想及び趣味よ6出でたのであるが、それが建築 

及び室內裝飾上に及ぼしたる影響は大なるものがあう、書院式と相待つて茶室建築は近世の建築様式 

を支配するものとなつたのである。 

I書院造とは何ぞ一書院造といふのは、玄關、廣間、#院、客座敷、见間、奧の屋などと稱 

へる造6か/2で、彼の寢殿造6とは大にその趣を異にしてゐる。乙の構造は以來たC武家のみに止ま 

らづ、堂上の家々にも及ぽし、將軍義尙の小川の御所ztどよ--次第に押し移つたやうに思はれる。此 

の書院といふ名稱は、古書には見當らないが、「秋の夜長物語」「太平記」あた$に見ぇそめてゐる。伊 

勢安齋の說に依ればT今時武家にて、客人R對すると乙ろを書院といふ。古代は大家Rは至殿といa 

また客殿とsふ。小家には出店とSふ。$づれも對面所なう。元來、書院とは寺院{Cて佛書を講ずる 

所にて、俗家にはなき事な$』とあれど、書院は必ずしも寺院1Cのみ限つた名ではないこと支那に例 

多く、圖書室、學校等の意味にも用aられてゐる。 

I書院 >の外大凡書院の造6は、梁間を長くし、明障子の前は、をの始め都格子を伎 

用し、敷居、鴨Isにして皆遺戶としたのであ..0。乙はもA學生を集めて書を讀兮しめる爲めのii'c6方で 
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あるから、このやぅにしつらa 

て、ni,*きを旨としたので、をの 

書院を當時代中葉以降の一風の 

家屋に用5たのを、書院造と稱 

へられるJC至つた。而し-1:書院 

造{Cは、書院床、床の間、棚、 

袋戶等のものがある。書院造に 

あつて、をの出入すると乙ろの 

玄關は、乙れも寺方に限つて構 

へたものである。前時代の武家 

の居宅は、すべて外^築地卽ち 

今の土摒を築き、夫れに門を作 

ぅつけて大門と稱へ、をの門^• 

入れば塀重rj、卽ち中門があ4、 

二六五 



. 11六六 
中門の內に客殿•所謂醫所、^^は#^界あ？、!IPをしつらひ、若し客而、使者などの來た寺丈、 

《务者が直に對面所の緣を下6、•起上にて姓名5:聞き、主人に傳へてその通すべきは對面所にgc5入L、 

一進物などは何れも庭上に於いて受取るの例となつて居た。然るに書院造となつては、外築地の門を入 

Iれば、直樣產にて、乙、について現今の如く案內をIf"ふ乙とになつたのである。 

^ 一_書院"1|01—，こと一元來、k書院、卽ち今の書院床或は明床、或は明醬院など、gへられる 

院|のは當的たr喾院とのみ言つたのを、後世その物のある一室を擧げて、書院とp^4へ誤-CN、以來、床 

jの問/明床、S戶、S棚など造'^附けるを便利とし、上下に通じて此？用；5る言になつたのであ 

る。附書院は別に出文棚とも、tHrぬgどもいふ。床の間は雲の略式であるとの說で眞に近いやうて 

>1ある。「安齋隨筆」に、『今武家の書院に、眞の飾とて佛像三幅對をかけ、三具足などいふものを置くは、 

C-一 僧家の習俗の遺うたるf』みあるノ當時の書麗とても、現今の如く疊をP入れるなどの 

一乙とはない。皆押板を用ゐて、その上へ三具足等を|(15|6つけたのである。乙の押板を3して床と言つ 

一たのを、漸次押しう〇つて遂R作うつけにし、それを床の間と呼ぶやうになつたものであると忍ふ。 

第八章書院造二 



造 院 

銅製騎馬E物 來帝{fss 
I床！飾17)1說明I 棚は、t說k軍 

防令に、軍團の府庫へ棚を設け、兵士に至る 

まで、一人一人の甲芮及び隨身の具を納めし 

められた乙とが見ぇるから、此れ等の遺制で 

はなSかといふ。今n、附鴨居の上に、古い 

一枚の板^横にわたして、乙れを棚と稱へる 

のは、卽ち古代は間木といつたものである。 

けれどもその棚は、乙の類の棚のZ1とではな 

くて、床棚をいふのである。或は床棚を問木 

から思sつsたのかも知れぬが、寢殿造の家 

では、御Jsrr子、黑棚などをJilaる罟らはしで 

あつたから、或はそれから思ひつsたのかも 

知れぬ。兎に角床棚は#院造と共に、當時代 

ょぅ始まつたに違aない。又一說に、床棚、 

二六七 
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上 こと • 

け、曾卑に依つてム、の置さ所を異にするのである。而して彼の您朦ポ、右の首を納める用に供し、祀 

桶の管一尺を定法と丁れば、袋棚の菅j尺一寸を定法とすべきだとの說もあるが、11ょ.〇信ずる 

には足-^なからう。 

S^^^^——§-^又書院造の家には、必ず雨戶があつて、をの_、_ぼを一溝として配 

厂とするのは現今の油，-ぅである。併しながら、乙のやうに酿斤を作々用ひられるに至つたのは、書 

院造の起つて以來、稍後？とと見ぇる。••を在京の折‘—歡がその旅館を訪ひモロ沒に 

及んだのに、御產所の雨戶を繰る音いと騒がしく聞ぇたから、f^s*早く心づいて『め1.が阳A7Z:.の音 
3.うどう 

を聞き知らぬべし、若し騷動出來ぬと心得ても量6がたき故、誰かある疾く知らせょとあ6しに、近 

侍の者走せ出で見たるに、果して供人股：^高くく.^あげ、旣にかけ入らん勢であつたといふから、Ml 

戶の此の頃はiHだ珍らしかつたこと^,知られる。但し、齡纪gぼに入れて引く戶は、今は一般に^^ 

と稱へるが、遣戶とSふのが本名である。 



第九章番院造(三) 

\ i君臺觀左！^i^lIElli書院建築s外廊{Cついては上の如くであるが、zlnが室内裝飾法に至つ 

一てはもとょぅ、茶道と和待つべきものであつて、常時の趣味が、禪と茶と{C統括せられたのは中すまで 

書 一—く、殊に茶道はis^sc*の頃に至つて、第一步の大成を見Sであるが、書院の飾附も亦、乙れ 

一と同時にその—齡を示してゐる。茶道の流行については乙、に言はず、^yaZLれが审-內裝飾に與へた 

i の例も、次の豐臣時代にS6、f、には當時代の代表ともいふべき義政が、能阿彌、相阿彌越.に 

浩|計ぅて、1:|したる室内裝飾の对齡を示さぅ。而して乙れは、例の「君«觀左右帳記」の中に、群し 

一く出でて©る乙とであつて、乙れは當代の美術、及びエ藝を硏究し、また茶道や建築を調べる人に缺 

(;;' くべから，nる*物である乙と、乙UもA々の知る處とIII心ふ。 

:;掛物のこと一先づggと觀si。卽ち二間、三間の！；板には、三幅二封、或はi 

一一對•或は五S一對、或は 一fかけ、何れも幅每に&ニヶ所打ち州ひ、二幅一對の時には、その中 
，您に琪上7,-:方gjl、.右方花瓶、中央香爐(臺にのせ：}香爐の手前に香合を正しく据灸、次に左幅の正前、 

奶に花瓶、次に右幅の正前又同じく。而して花は幅中のものと:mr祓せぬやぅに選ばなくてはならぬ。 

二六九 



造 啶 書 

二七〇 

蓋し、押板は前時代に於いては、壁下何れのと乙ろ{Cも用，Q來つて、乙れを1し去るも自由であつたが、 

當代に及んでは始めて動かすMとの出來ぬ、今日の如き据附の床となうて、をの床に用ひた板は、化 

一一然柙板と稱へられた。故に押板といへぱ、つま$床のZ:とで、その床に疊を用a/2のは、德川氏の時 

I代からである。而して床は二間、三間に限らず、一間、半間のものもあつたが、をれ以下の小さい床 

は、利休が出で、紹鷗と計-CN、白露地を踏んで數寄屋を造3、又圍を造6出し^からで、當時は餘4 

小3い床はなかつたのである。尙掛けた軸と軸との問Rは、廣狹なきやう、何れもその明きを同じうし、 I三具足の卓、卽ち中尊前.の卓は、上に數種の置き物がある時は、勢；5稍大形の卓を選ぱねばならぬ。 

隨つて、-A:右の兩卓もおのづから左右に送つて、^たをの間の明きも、輒と同じく廣狹なく置かねば 

ならぬ。そこで、左右の卓は、幅の正前になるZ1とは稀てある。 

一押板のこと一押板は上に洞、卽ち今の^しかけを高くし、gを重々に打ち、軸の長き 

|には上の釘1C掛け、軸の短きには下の釘に掛けられ、尙ほ短き軸には、丈け高き卓を用，Q、小幅の3 

は一つにて足へは▲は柱の角の面に「つぼ」を打ちて、琴の糸を張う、街の長短に名ょるが、そ 

の然るべきには押板ょう二尺ばかう上に^,る。此のは-^絲とは、今のMfmlの!^0*で、風の爲めに■ら 

ぬやう、絲を張-cn渡したものである。又四幅一對の時は、幅と幅と^)間、中二屈の間に卓上香爐、51 



ft 院 香 

銅製!S形香遛消葉子爵家^ 
の左方と左端の幅との間に、卓上花瓶、中の右方と左端 

の幅との間に、同じく卓上花瓶を置き、左右の卓は花瓶 

と共に一對のものにして、花もまた軸中にある種類と重 

祓してはならぬ。要するに、軸は、一幅物その他何幅對 

にても、神佛の像でなくては三具足は用；3ない。三具足 

とは、香爐、燭臺、花瓶のMとてある。普通の山水花 

鳥等には香爐のみを供へ香爐は胡銅、或は靑磁など、そ 

の時の場合にょるが、Z:れも軸中の繪と重複の形のもの 

を用aてはならぬ。■而して彼の張絲は、對の如何に拘は 

らず、必ず使用，3れるものである。斯くして風鈴を天井 

に釣る。をの釣ぅどころは、押板の前、何れにても然る 

べき位置をii計-CSて、別JC定めはなS。又五具足として 

鶴の燭臺一對、香合、香匙臺を、彼の神佛の軸前、卓上 
ろかぎII 

に据幺て飾C-た場合もあつて、これを諸飾と稱する。 

二七一 



(四） 造 晓 書 第十章書院造四 

I書浣鈽のCと(上)J—I書院飾は卽ち圆に示した如く、喚鐘(一)•撞木(一一)、鏡(三)、小盆上の 

水瓶(四)、小盆上の印籠(五)、卦算一對(六)、砚(七)、砚屛(八)、水入(九)、筆架、中墨、左筆、左 

小刀c十r卷物臺に卷物(十一)とsふ風に置くのである。而して%くの如きは乙れを本g<ta雛へ、時 

には四種又は五種を以てする乙とはあれど、如何なる場合にても、硯、硯屛、水入、筆架の筆、墨は、 

何れも取ぅ去らぬのである。又撞木と鐘とは、何物に替へてもょろしく、古い、喚鐘をぎつた時は嵐 

木をつけねばならぬ。替物は花器、香爐などを釣つた際てある。且つ卷物臺は容易にないものである 

から、方盆或は筆架の類に载せ、若しくは寄せかけて置くのである。水瓶は必らず小盆に紀焱、何な 

$とも時節の花一本を柿し、藤原時代には小刀は、匁を外方に向けるを法としたけれども、此の時代 

にはZ:れを內方{C向けた。 

L書院飾のこと(FY1#院飾は單に右の如きのみならず、同じく上JC喚鐘、左に撕1右に撞 

木、下には右方卽ち書院を四つに割つた二つ分の中央に、硬齡1前に置き、硯の左方中央{C筆洗、右 

方に筆架に一管の筆を架け、その上方に水入、下方に墨を配しまたその左方四0一分の中央に、卷物 



(四） 造 RS 書 

藏館物博室帝こ京東 棚書彫野百 

臺に卷物を据么殷く2:キもぁった。而して^の卷物臺なる卷 

物は前の飾6と共^、若し床脇の||1."卷物を蹬ぃた時は、 
.がひだな 

こ、には歌截或は手鑑、違棚に歌書或は手鑑なれぱ、乙、に 

は卷物を置くのである。又石鉢とて、面白い形の石を鱗に配 

免、三箇或は五箇を置き、又花ばかぅを二瓶或は三瓶と並べ 

立て、又中に石鉢、左右に花瓶一對と飾られた乙ともある。 

要するに、その喚鐘を釣6、掎木、拂子をかけ、三具足、五 

具足と配し來るもの、一に佛家の名殘を留める所以'であ〇て 

後世德川氏の時代に至るも、此等を用aるを本式とし、取資 

kは使用しなかつ/a。 
たな. 

—ffl^飾のこと|次に棚飾であるが、をれも君臺 

觀左右帳記に、諸laが揭けてある。(一)は、一間の違棚にて、 

をの上段には汕滴、卽ち大器の猪n'-を臺の上にのせ、中形盆 

に据爰、中段には肩衝壺を、同じく小盆JC配^る。下段には 

一一七三 



二七四 

鴨香爐を、翰盤に据灸、.而して、®段の下には大食寵を置き、'±/2棚の上部は戶四枚を立て、をれに 

繪がある。(二)は會所所謂座敷の一間の棚で、上に®^Sある乙と、(一)と同じく、上段には鍮鐙毬 

一籠、卽ちM香爐を置き、右方の中段には、沉箱、卽ち沉香を入れ/2箱を置き、左方の下段には->'|栽對 

の花器なる一を輸盤に据灸、棚の下方には猿S■石を立て、あつ力。(三S半間の棚にして、上 

睿I段は七寶、琉璃の盃を臺に&袅、中段には湯瓶、下段には推紅の骨吐一對を置く。骨吐とは支那で食 

膳魚類の骨を入れた器で、乙れを「こぼし」に用aたのである。^して中段には袋棚をつけ、二枚の 

P/I戶を立て、最上にも棚を設け、Z1れに滅邮齡fの歡を|1れ'/2。(四}同じく半間の違棚で、上^香匙臺、 

造一香盒、香爐の三種を方盆に据兔中に推紅の沉箱、下に藥器の入子を飾る。Z.の棚には、上下に袋戶橫 

一棚を取6つけてある。(五〕は、紫檀花梨で造つた棚にして、座敷の然るべき所に置いて、をの上に大 

5 物の軸を二重長押の上の分ょぅ掛け下してあつた。而してをの飾附は、上段に立花の花瓶を小盆^据 

|兔、中段には"上層へ®|を小盆^&兔、下層へ推紅の_筒に、象牙の鬮を柿し、をの下の段(卽ち 

一袋棚の上)へ檀鞭を置き、最下へ象眼の藥籠を据ぇた。乙れは今一つ違つた例もある。(六〕には、同 

じく紫檀花梨の棚にして、座敷の體に依-^、然るべ^一と2.ろに置きて、その上Rは小幅一對を、二重 

長押の上の分ょぅ掛け下してあつた。乙れは上段に、右へ盆、左へ壺を方盆に据裘た名の、中段左{C 



代 時 臣 
歸花と稱へ-^藥器V」小盆に据么、その汔番爐を小盆に据么、下段にslsffi?^，置く、，^して棚の上{CA^» 

~棚をしつらへ、裡をかいてあつた。而して以上の器具は皆支那製の名ののみであつたといふ。 

\ D〈木湯0^|^>|飾f一次には茶湯棚の飾附11っ語って置く。卽ち一例を取れば、一間の茶湯 

一棚にして、座敷の飾に用ひられ、をの上段には、建議とて、天目の一種の、上器なるもの六臺、その 

;中に一つ大海茶入の袋^入ったのを盆の中^服焱る0それと並んで左方へ茶碗大小二個の方盆^据袅、 

一中段には、食籠を置き、下段は左右二っに仕切ぅて、右方は右{C水3し、中に拍子立に火箸一對とg 
一子とを立て、左に風呂に釜をかけて^:き、また水さしの右側に狐齡と火掃を、左侧に毅歡をる。 

一下段左方の仕切ぅには三箇の建盞中に肩衝茶入を盆に載せる〇そして棚の前方へは、右ic炭斗、をれ 

|に?IPんでfr鈿製の签据、£左に大茶碗の乙ぼしを贵く。又炭斗、屯概¥奈良紙、水乙ぼし、手洗を、 

|右方からy.-:方への順;f*で®いたこともある。その他香道に關する飾方もあるが略する0 

™ 第十一章豐臣時代 . 

S―®^.r影^豐trl氏時代の住宅建築は、茶道の流行JC伴って茶室造6の大發達を見7^ 

と共に、秀吉の.:K於澗迕なる氣象と相待って翁院連築が大に起つ^。故に此の二つは^•■^•時代に於い 

二七五 
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二七六 

て最も極度の盛觀美觀を示してゐる。，•殊に?4||とも稱すべき千利休があつて、秀吉の寵の下^、大に 

茶道をしたるが爲めに、時代は茶にあらずんば夜名日も開けない有樣となつたので、從つて、室 

|內裝飾の上にも、^]».一派の及ぼした聚響ぽ少なからざるものがあつ/2。しかし彼等の茶の湯の飾附 

一等は、麟がm*II!*^'i&*の式Rならぅたのみならず、利休等が專ぱら自然ic從ふを法とし、簡素を旨とし 

た爲めに裝飾等は、iSならず、11を6^るを特色としたから、複雜なる裝飾法等は餘办なかつた 

一ので-iQる。 

| S^^mnwmh茶道の流行ょぅ、裝飾上必然の要求として、花を生ける方法が大に發達 

したrJとも知らねばならぬ。而して孤itに竹を用ひるに至つたのは千利休が小田原の陣中に、竹を切 

Iつて花を,し、茶を點じて分ち11を供したのに始まぅ、その時の花入は、竹の本を以て1重切一器、末 
) もごお^'し 9 • り3:-ぅ 

"を以て寸)度切一器を造つたのだといふ。又彼の卷鼠といふ花形も利休から傅へられる。をれは利休が 

Sがt山ょ切6出すに、概かも井戶のSiの如く、一一條の艦の兩端に畚を結びつけ、中に燧石 

一を一ぱSに盛つて上下する樣を面白く感じて、乙の趣1:釣花器に生け、繩に替ふるに蔓草花を長く下 

一に垂れ、その垂れた眞^-にIII形の,座を置きて、畚に形どつたのであ6。 

!行11をの他、聞 12、盆石など、何れ流行せねものはなかつた。^して當時海 



代 時 E 煙 
外物品の交易は、餘想外の隆盛icて、珍品舒器の舶來するもの、極めて多く-あらゆる方面の室勺ぷ市 

品を入れたのである〇 3れば當時の大小名の邸宅は、實に裝飾の纪1Kを極めたのであった、.ぬM.i. 

關白兼良が、「尺素往來」に記した秀吉の豪奢振6の如き、驚くの外はなS。茶器は勿論、香器に食器 

M形光琳筆51面®®腰張.M子 吉野達氏藏 

1顏C 
'>v;*k..-^ご^.ぃ办ノ 

‘ A」」パ-::、，：；，v. 

に、'武器k、前栽にあ 

らゆるものを{虫內ic飾 

う立て、あつた。例へ 

ば、『簾暖暖席、毛氈、花 

氈、虎皮、豹皮、曲 

象、胡床、繩床、竹凳、 

交椅、獨榻、椅子、1$ 

■?んとん とろめん (1つび 
子、脚榻以下並に*十、 

ち*フじや/ 

机等、金擱、金沙、金羅、金段、段綿、段子、M纈等の法被、打敷、水引、胡銅、鍮石、白鐵、W瓷、 

官用、定州等の花瓶、香爐、燭臺、堆朱、堆紅、墊紅、：：.：っ 定州等の花瓶、香爐、規姦、堆朱、堆紅、！S紅、平紅、紅綠、堆鳥、瓶潔、金絲花、黑金、九 
けいしやぅたいまい さいひ ギぅ.f 

連絲、珪璋、玳瑋、犀皮、象牙、唐材等の盆、托、竹籠、食籠、香合以下、その外短檠、燭臺、湯 

二七七 



こb八 

瓶、湯盞、湯筅等』云々。 

I 、 第士一章德川時代 

I I當代の構築I德川時代の住宅建築等は、依然として前代よ6の書院造を繼承して、す 

德べての事物と共にをの進步發達は實に乙れが極點に達し、同時にをの初期に於いては時勢の耍求と、 

I建築術の進步等よう、各自に相競つて豪壯宏大、不應分、不相當なものを造6、爲めにその產を傾け 

•'一る乙とも珍らしくなかつた、例へば乙、JC語る名古屋城の如き、その最も目覺ましきものであつ*。 

|構築の由來や狀況については語らないが、をの玄關なる虎の間とSへるには、狩野永*•が若書きにな 

れる所に虎の襖を建てめぐらし、をれよ6左へ進みて、玄關床の間は三間四面十八#、乙、も張附け 

代一襖とも虎の繪を描き、乙れは狩野山樂の筆と傳へる。51に左に進めば麝香の間、三間半四間二十四#、 

上下雨間と相連う、その張附け、襖共に狩野永德の筆で、麝香猫の圖を描いた。又をの左へ進めば、 

書院二の間、來西四間、南北三間廿四#、乙れも上下雨間あうて、張附襖共に永德，にして松横うなど 

k花Mを描き、5*に左に進めば表書院一の間、東西四間、南北三間二十四#、同じく上下兩問と續き- 

その上の間は上段づき、はうつけ襖一樣に土佐光起の花鳥にしC、以上はすべて金地に淺彩もて描い 



代 時 川 德 

IX®•つげ ふす3: 

てあ6、又をの左に進めば上使の間九間四面kして諸所の行事風俗圖を描いた張附、襖あ$、をの 
た汰5= 5¢かS 

左が溜の間である。乙、まで悉く入側附にて、をの入侧の境は唐戶を設けてある。更に眼もくらひば 
串阿彌長m作 初音辟繪棚並一一飾逍具 

表 中 

か4に美々しいのは上洛の間である。蓋しrjnは三代將軍上洛の際、當城を以て本陣にあてられたか 

ら、新に三間を增築し72とZ1ろで、金張附に極彩色の探幽の繪が美々しく今も輝やsて.Qる。何れも組 

人天井、花鳥には十二支の類を彩色し•張內の金物、釘隱等には皆赤銅を用ひ、引手Rは七寶を3し入 

二七九 



代 時 川 徳 

二八〇 

れ、唐戶を立て、ある。をの他數々の室、rJ、は到底擧げて數へる乙とが出來なS。乙れ德川初期に於 

ける模範的建築にして、Z.れを見れば、當時の屋舍建築の现想5:十分に知る乙とが出來る。しかし名 

古屋城は今離宵となつてゐろから"何人でもiiるわけに行かなS。稍この俤を傳へ、或る點に於いては 

をれに優るとも劣らなSのは、本願寺の建物てある。 

幸Mれは秀吉の聚落第の遺構^移したものと傳へられ 

麵るが、兎に角、t慰たる光景を呈する宏大なる建物 
ヰM 

作である。篤志の人には見るZ1とが出來る。 

1 S^^^^^當代に於ける茶人の勢 
K > 

_力は大なるものであつたのみならず、茶人は皆相當 
並 

0の敎育あぅ、趣味に生きてゐたのだから、茶人等の 

§案出した室內裝飾は甚だ多^〇今をの二三を指記す 

れば、まづ挪窮み桑のrsがぁる。乙れは前S 

人#iの新案にか、るもので、德川初世以來大に流行した。鳥尻の長さ五尺三寸五分、兩鼻の出五寸 

七分、太さ一寸、中貫木木瓜、下段との間二尺、私t高さ九分。幅八分半。柱の高S內法四尺二分、幅 



代 時 川 n 
四尺七寸八分、腮板の商3一一寸、足の太S長3一尺三寸、幅三寸三分、高3二寸八分、面二分半、足 

の裏くぅ長3六寸一分、高3三分一厘、大輪の太S幅二寸八分、高3一寸に造られてある。その外、 

千家基流の祖宗室、卽ち仙叟の案Rなる仙叟好桐の刀掛、三代宗佐卽ち原叟好、.：同じく桐の刀掛、仙 

叟好桐の煙草入、 

同じく杉の煙草入 

或は同じようなる 

煙草盆など甚だ多 

S。その他生花の 

進步、香道の發達、 

盆石の流行盆栽の 

普及など、德川時代{C入つて室內裝飾美術に關する事はいよ<ます-^多きを加へた。 

一煎茶式装飾更に乙、に特筆すべき以前1茶式の當時代に起つた1事である。煎茶の基 

源や歷史や、或は式法Rついては乙、に述べないが、その飾附の一班を「煎茶綺言」から抄錄しよう。 

「抑、元祖丈山(石川)居士よ6相傅の煎茶の三亭は、酒店、飯店、茶店乙れを三亭といふな气 



代 時そ 川 m 
酒店は四#半、酒を燜むる圍燼あるな-^膳立の問あう。床板なしの床あう。板棚、迄娜’を釣らざ 

る法な-^。飾は初座旦座と掛物二度懸る事なう。書畫の掛物を初座書なれば、後座の旦座には繪を懸 

ける法な-CN。又初座に書をかけ、且座には書の掛物を懸るもょし。時の宜敷に任すべし。且座といふ 

は、茶の湯の後座とsふに同じく、相客をろaなば客殿に來つて相伴揃a/2るを客殿に飾おく木魚を 

打つて案內をすべし。……酒店とsふは長四疊、主疊一疊、一一坪ばか6折廻し通aの土間あ6。食の湯 

釜用意の圍爐あA。飯店は床なし。客疊四疊の壁附に一尺五寸の板棚、1 衣戶觀一あ6。雕物„の琴、琵 

琶、三味線、笛類、樂器、香爐、香具、懸香。茶店は長五疊、外に三疊三尺四方の入側に、茶を煮、凉 

爐を出し、灰爐水流し茶具の入る袋戶棚あ6。床は九尺、一間は疊三尺は板床の齡哪、皆靑土佐ml:な 

6。懸花入の折釘、高低三本打附ける。次の長間四疊一間土間の上-CN 口あ6、二本障子な-CN。床鍩6 

に初座立花、或は投入れ、如何にも美しき風情を好むな6。……又床の脇に碁、の盤駒を並べ置 

く事、rjn煎茶會H;座の法な.^。をの外、鍩物はせぬな6。』云々と。 

I當時の書院飾1當時多く用aられた書院鋳には、手鑑にt鎭を載せ、或は盆石を置き、 

違棚には上に手宮、或は香合、羽箒、或は甫香合を盆に据裘て置き、下には硯宮、坪紙或は文庫を添 

ぇて置かれたのもあつた。反附書院には、その中央に硯、をの向ふに硯屛、硯の左に筆洗、右に墨、 



時 川 

藏家砑伯達伊 棚黑紋菱竹地子梨 

墨，V砚Mとの間に筆架に筆一本を掛け、 

或はその中央に大手鑑、文庫、砚箱、い 

づれか一個或は文臺に砹箱、或は細n花 

入を置き、花入には座薄を用，qて、花は 

切溜とSたしたのもある。又附書院に喚 

鐘と撞木とをかけ、下に盆石にても、或 

は盆石を置かずして下0/Jけるも或は下盆 

石のみを飾6て上明けるも、或は置物乃 

至書物をも®いたのもあつた。又附書院 

•に盆なしに、石を直接に配し、砂面白く 

撒布するのもあつた。 

床飾の こ とii床飾一幅の 

時には、をの左右に文庫、硯、或は文臺 

硯、料紙箱^骹さ、或は床三つk割6て 

二八一一I 



川一 

時 

代 

そのI分の右方中央に一幅をかけ、左方问じく床三つに割つたその中央の一分、左方に花器へ花7d:生 
な**ぼん 

けた飾もあつた。又長盆に、その中央手前に炷敲入、向^火筋立、乙の雨器の間左方中央に香爐右方 

に銀葉箱、香爐は相對して置いたのと、同じく長盆中央火箸立、左方香爐、右方重旬似：L置いたのと 

同じく長盆に、左方志野袋、右方火筋立を置いたのを、何.fLか一個床或は棚に飾つたのもある。又, 

箱上の棚に飾れば、中棚には火取香爐、火取箱を地敷紙に,せて置き、下には重箱、或は料紙に砚箱 
*»?■ 

とを;naたの名ある。又「かぅろく」を床柱或は附書院の上に飾3、或は床乃至は附書院の天井の釘 
ばない も,?りん 

へ船(C花生け、或は又香爐或は風鈴をかけ、附書院には左方の板に唐鏡、或は名作の®2などlr掛け/a 

のもあつ穴。尙、床の柱は由來、始んど丸柱に限つたが當時代に至つて始めて角柱をもf^用した。而 

して床の一體に、張附の畫或は色紙を以つてされたのも多く傅は-CN、現御洛西修學院林丘寺^は、腰 

張があつて、金と群靑とを交互に塗6、をの上{C千鳥形に色紙を張つて一面に泥引をし/'2のがある。 
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阈 m 代 古 第八編庭園及び茶室， 

| 第一章古代の庭園 

|一..日本庭園の起源I我が國庭園の起源は明かでないけれども、fs*f=l«l^M-の時すで{c、0!y,#; 

一を本祀して囤相社を定められた乙とがあるから、記錄上には乙れをわが^に於ける庭作の始めである 

一とせねはならぬ。しかも、をのいかなるものを作つたかは想像だR出來ない乙とである。しかし庭園 

;は常に建築と關係したものであるから/Vの沿革も亦建築の沿革と親密—關係に—ことは勿論で 

;ある3しかる^、往古帝都は屢々移4、都城の經營}0遑なく、且つ或る時は朝鮮風を學び、或る時は 

一支那風に做つて、次第に進步を見たけれども、なほ屋制の一定せざ6しほどであるから、庭阗も亦別 

jに方式のなかつ？とは明かである。その後、M.S*天をの時、曲水宴を催ほされ乙とがあるから、當 

時禁苑の設けのあつた4想像3れるけれど，P、しかし乙れ乙れとて斷言はで—い。たV此の宴の崔 

3れVょぅ考へれば、必ずや酒盃を水に浮べて、流すべき苑池の如きもの、存在したZ1とは知られる® 



二九二 

降つて藤原氏隆盛の時において、此の宴を樂しまれた乙とM々書中に見ぇるけれども、をのもとは 

昏1.£|にあつ？のIベく、しか！の遊びは我國創意？？はなくて支那朝鮮よ"傅 

一はつたZ:と勿論である， 

| 1飛鳥^ir^時代I忠^の時、2&-4^と呼ばれた百濟の歸化人あ4、須彌山の形ぉよ 

中一び吳橋(唐藤0乙と)を南庭に構へたとある。ために、乙れは庭園ではないかと說く人もある。また蘇我 

I.B?..?:のことを記載した中に、彼を時人「il霞」といつたとある。乙れ馬子が自邸に小池小f興し 

|たためRして、^た以ていさ、か庭のあつ/2乙とを想像Sれる。ついで寧樂時代R入ると、聖武天皇 

の一以後別業を營んだ乙と、および庭中に島を築いた乙と等、しば<史書に見ぇてゐる。Z.れ、當時庭 

庭一園の築かれたMとを證するものてある。Sれどその狀態はもとよ6明かでない。要するに、寧樂時代 

園一においては、すでR庭園のあつたZ.とは疑aないけれども、^だ十分に發達したものでなかつた乙と 

一もたしかである。 

I 第二章中古の庭園 

I平安時代の庭11震2帝都皋安に移意、や、大SS■興し、蠢の殿宇は 



唐にならaて規模大に、建築法も亦大に備はつたのである。しかし、それらの禁苑Roいては徵すべ 

き記事なく、南殿の櫻、御階の橘、および吳竹臺について僅に知るのみである。尤も、諸殿に附餳し 

|て.Q/2庭は極めて狹小であつた乙とは明かである。3れば、壺および前栽なる語は此の頃よ6始つた 

一ものらしS。そして宮闕はその樣に禁苑3へも十分に設ける餘地がなかつたのであるから*宮廷にあ 

中 一sても別に神泉苑を構へられる乙とになつた。 

古 一|神 泉 苑|神泉苑は帝の命を奉じ、巨勢金岡石をた、1Tと稱せられる。而してのち 

|世々の天子の御遊覽に用aられ、中世の歷史、詩歌には必らず記載せられざるとなき著明の禁苑であつ 

の一たが、その後漸く衰へ、或る時は雨乞aの場所とな6、遂に寺の所有地たるに至つ穴。しかもその御 

庭也は今も尙、通矣宮の西に存し、その狹小にして風雅に乏しき一小池は、乾臨閣と神泉苑との名に 

WIよ〇て、些か面影，v存してゐる。されど、をの中世に著名な-^し故5:以て、平安京の固藝を說くにあ 

J之つては、乙の苑を第一位となし、-±たしば^'^我が國の庭園の祖として一n/る人が多い 

| ^^^^名一^一雲林院。嵯峨院•淳和院•粟田院•亭子院•朱雀院•冷泉院等の林泉は、いづ 

れも當代の名苑と稱せられ、その記事は多く當時の文學および詩歌に殘つてゐるが、大抵はすでRar-- 

へ6て、、遂に佛地となつてゐる。而してi7-i闕は右の如く唐制に擬して甚だ宏壯を極め、遂に各茹の 
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庭 0 の 古 中 
平安城をなした。したがつて梧紳の第宅も/心のづからその感化を受け大に發達し、遂に寢殿造なる形 

式を造るに至つた乙と、咬た語るを要しない。而して寢殿造は中央正面を正殿とし、をの束M及び北 

に對屋を構へ、ill西の對の屋よぅは更に南方にのび、廻廊によ6て泉殿：jli翼)、釣殿(西翼)につfき 

そして正殿の南力には池をた、へ、中島を設け。橋を架し、大に林泉の美を發揮した。乙れを南庭又 

は廣庭と稱する。 

It 庭の^^ 緒一かくて屋制の一定と典に造庭にも一室の方式をなすに至つたので、乙れ 

よ6築||[、立石、流水などと稱する造庭の方法唱へられ、又屢々當時の畫人によつて多くの名苑が設 

計せられた。乙れ晝人は當時第一の美術家{Cして、造庭の乙と名當時の美術の一として取扱はれた證 

據であると兑てよい。而して、以上の名苑並に寢殿造の南庭は未聞の發達をなした如くであれど、そ 

の景趣はみな自然風よ6起れるいはゆる景色園又は自然園にして、繪畫の如くに理想によ-^て起した 

ものはなかつた。然るに河原院の別業起るに1よびで、わが國の造庭に名勝を冩すの術が起0た。 

0^原院涉成園I卽ち河原院は、左大臣源融の第にして、假山を築き、池をた、へ、中島 

V.設け、且つ日毎に難波の浦よ6潮水を運び、その鹽を燒いて奥州鹽竈の煙に摸し、をの勝景を寫し 

たものである。乙の園、今は蒐本願寺の別業とな6、枳殼邸の涉成園といはれ、その林泉は縮少し、 



代 時 の 古 中 
普時の趣を變じたといへども、今も京都名苑の一としてをの名が高い。藤原氏權勢を握う、漸く驕奢 

を極めるに至るや、建築は寢殿造の如く稍々一定したが故に、庭園も-J:た方式にはま6、趣をつくす 

の餘地がなかつた。乙、において別に山水明媚の地を選んで別業を構へる乙とが流行した。莊園の起' 

うも亦乙、、にある^らう。 

^1莊—及—かくて別業の名高きは、宇治の別業、葛葉野の別業、小野山莊、山階m 

莊、深草別業、平等院別業、雙丘別莊、福原の別業、龜山のIII莊、小倉山莊、粟田口山莊、河原院の 

別業等にてみな知名のものである。又庭園はかく隆盛を極めたから、その術についても種々に說く者 

が出でた。卽ち造庭には小山を設け、池を穿ち、中岛を築き、遺水を流し、瀧を落し、橘5:架し、石 

を立て、垣を造るべしとをの法を詳說した。しかも各苑の狀況は記事に趣きを殘し、或は繪卷物にそ 

の姿を寫せる乙とは、並rlねく人の知るとC1ろである。——かくの如くして、庭園は延曆の神泉苑に始 

ま6藤原氏の庭陨に至.〇をの技術大に進み、大成したるの?1がある。藤原氏についで平氏勢力をふる 

つたけれども、をの沏間莊だ短く、六波羅等に宏大な第宅を構へたのも、をの多くは寢殿式であつた 

らうし、莛園については甚だ明瞭を缺けども、藤原氏の造庭と大葙なかつたであらう。 
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-】九六 

第三章鎌倉、室町時代の庭園 

家式庭111起る一源氏の鎌倉に幕府を開いてょ-^、鎌倉においては京の寢殿造と異ぅ、極 

めて素朴の風を帶びた武家造6起-^、乙れょ6邸宅にあける庭園の如きはろく^-顧みられなかつた 

如くである。しかるに一方、此の時代には禪宗の傅來につれて、建築はやぅやく禪味を加へ來$、そ 

れがやがて造庭の上に本及ぼし、尊ら閑雅、幽邃の風を好むの傾向を生じ、つaに足利時代に至つて 

をの大成を見たのである。而して禪宗の影響を受けたものは、陰陽、禁忌に附砘して園冶？法を說き 

築山、立石、遺水、垣、枯山水等に至るまで、或は形に16、或は佛說に基きてそれ^^命名し、を 

の扱a方法の眞髓は秘法となすの風を生ずるに至つた。故に當代に現はれた後京極攝政良經の「作庭 

記」の如きも、立石の大意及び種類、池河、岛嶼の姿、洲濱の作6方、瀧の種類、落し方、遣水、野 

筋のつけやぅ、枯山水について詳細に說き、つとめて自然の趣を寫すやぅに敎へ、をの多くの寢殿風 

の造庭に適合する如く示してあるも、尙ほ仑の間禁忌、陰陽を說くに至つて.Qる。而して當時寢殿風 

の庭は多く殿上人の間に行はれ、武家' 佛者は禪宗の影響を受けし造庭の風を行つた如くである。 

一庭園と禪宗思想一足利氏が室町に幕府を開いて以來は、建築はます < 禪宗め感化を受け、 



寺院は勿論、住宅も漸く變化を來すR至つた。卽ち寢殿造、武家造の外に、住宅には玄關k附し、書 

院を設け、遂に#院造なる形式を生ずるに至つた。をれはやがて庭園にも影響を及ぼし。禪味の恬淡 

一なる風を加へ、且つ漸く勃興せる茶道と禪趣味を帶びたる畫趣とに誘はれて大に變化するに至つた。 

實に室町幕府の中頃に至つては、園冶の盛んなる乙と殆どをの極に達したが、應仁亂以降は世は亂れ、 

鎌一都は兵馬の巷と^ぅ、爻た庭園を顧るものなきに至つた。然るに更R織田、豐臣二氏の立つて天下を 

Ml統一するに及び、ZLの種の事業もまた再興をiiたのである。 

町I |夢窓國師と庭園I而してをの始め隆盛に至つ/2ものを觀るに、夢窓國師(疎石)の力の、大 

代一に與つてゐるZ1と4:知るのてある。國師は造庭に特殊の技能を具へ、乙れに禪味を加へて遂に一流を 

の一出したものである。國師は天龍寺の開祖とな6、こ、にをの泉を營み、飛石等の類を用aる乙と少な 

K1一く、樹木，V刈6込み、嵐IIIの遠景を招致し、自ら舊來と趣の異るものを造6、大に世に稱賛せられた。 

一世人乙れを嵯峨流の造庭と稱し、屢令模本とする。又西芳寺の庭園も、國師の遺作として有名である。 

一庭聖相阿彌の出現一その後茶人相阿彌出て、ぃょ<造庭の法に新案を凝らし、足利隆盛時 

代の造庭に更に^た一流を開いた。相阿彌は繪畫をもょくしたから、茶事と相結んで乙れを造庭の上 

に應用し、遂に今日相阿彌流と稱するもの、範を垂れるに至つた。從つて"洛外洛中にをの作多く、 

二九七 
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遺法と稱して築山山水傅の如きものを論ずるものあるに至つた。「虎の子渡し」と稱する龍安寺方丈の 

石庭、大徳寺塔頭、大仙院の石庭、慈照寺銀閣の林泉、靑蓮院方丈、清水寺成就院方丈の林泉等、み 

な相阿彌の作にして、をの名高く、斯道の範となるものである。而して龍安寺の庭は、庭内には草木 

を植免咬た東山、淀川、東寺の塔を招Sて、景となし、銀閣の林泉は、一草一木みな名品を選び、如 

意獄を負aて背景となす等、共に一種の借景園にして、此の種の庭園また此の時代よ4漸く盛である。 

i造庭術の二派Iかくの如く庭園美術は隆盛とな3、大に進步したがために、乙vに二派 

を生じた。一は禁忌、吉凶、陰陽を說き、佛說に附會せるものと、一は夢窓國師の禪味を加へたる林 

泉とにして、後者は茶道の加味によ-CSて愈々益々發達し、相阿彌R至{て遂に大成し、特種のものを生 

ずるに至つたのてある。且つ幕府は庭奉行、庭者を置きて、庭園のMとを司らしめたから、い.よ<發 

達し/2のであるは當然と云はねばならぬ。よぅて亦造庭{C關する著作名多く出でた。「尺素往來」「山水 

秘傅抄」の如き乙れである。けれども、その說くと乙ろ作庭記等と大差なく、却つて忌禍祥吉、立石 

陰陽、本所離別、律呂の石、佛名配當、五大配當等の禁忌類を詳說し，眞に相阿i、i窓阈iの方と 

Mはれざるもの多く出でた。かく林泉の美術は隆盛に趣SたとSへども、當時なほ多くは公鄕、權門 

の樂みにして、一般庶民に及ばなかつた如くである 



nF^!fl)!l木の出^Iしかるに、茶人千利^.ハ宗易9出でるに及/Iで、寸尺の地も、人家稠密の 

間R7PIII家幽遂の趣を寫し得るに至6、茶道と共に庭園も貴賤の別なく風流人の問に普及したから、 

いよ-^隆盛を極め、茶庭の發達を促し、茶室建築と共に禪味に富める藝術を生み、その景とその趣 

I味とは全く融合してよく我國人の趣好に投じ、我國造庭上最も獨特のものとなるに至つ穴ので、豐 

鎌一一i、德川兩時代にわたぅて、庭園術空前の發達を見たのである。 
倉 

室j 第四章豐臣德川時代 

一一^^と庭Ml€:.ls.氏時代に入つてはをの建築、太に支那明風を加味し、且つ豪放壯麗 

のなる虱を生じ、彩色彫刻を應用して、をの短期間に驚くべき特色を現はしたのである。然るに此の間 
庭 

KI豪奔の風を全く正反對なる閑雅幽寂の味を含める茶道、茶室建势の盛大となつたのは奇とすべき乙と 

一であつて、しかも此の風は貴踐の區別なく樂しむに至ぅ、且つ千利休の如き大茶人出づるに及びて、 

|前記の如く隆盛を極めた。茶道はすでに鎌倉時代にをの萠芽を生じたが、室町時代に入つていよ^^ 

流行し？ので、殊に！^Hが、銀閣の東求.茶室の濫觴を殘した以來、遂に我が國特布の 

趣味投基成した。っ？、^.^:1:,;.8::、か«-|:、|1*{11-&^«などの茶家續'-^し、撕部ょ 
11九九 
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一一；〇〇 

3はまた小堀遠州出で、咬す<茶道をひろめ*茶室、茶庭を大成するに至つた。 

1茶室式庭園j茶室は多くは山家を寫し、葺くに茅藁の類を以てし、佗びたるやぅに構 

へるが故に、乙れに配する庭の幽雅となるは當然てある。而して此の風はひと6狹小の地のみなLず 

廣大の庭にも及ぼし穴から、I、に造庭の上に再び大變遷を來したのである。茶庭はSはゆる佛說に 

附會せる立石の法や、禁忌、陰陽を唱へるとなく、飛石、蹲踞、燈籠、籬の類を巧に樹間に排置して 

專ら幽邃の趣を寫すものにして、今日7P茶室にあらざれば巧にZ:れを造4得ずと思ふものが多い。け 

れども^の按排配列は、茶家にょ{て他少流儀を異にするとSへども、樹木の刈込等をなさず、前記 

の道具をあしらaて、自然の情を寫し、天然の美を示す乙とに於ては差違なきもので、乙れを露地 

(露地庭といふ)とネ稱する。 

I近世の禁苑一當代の禁苑又は後世禁苑となつたものにして、今に殘つてをの名の高い 

ものは京都小御所の御庭(池の御庭ともいふ)、常御殿の御池、仙洞御所、二條離宮、修學院離宮、桂離 

宮等がある。殊に桂離宮は小堀遠州の傑作にして、をの別莊的建築と相俟ちて我國名圃の代表者と稱 

せられる。而してこれ等の禁苑は、をの大部は德川幕府となぅて完成し、或は大に修復せられたを以 

て、或は江戶時代のものと稱するが適當かも知れない。その他、豐太閤の造營にか、る桃山城、聚落 
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第等は非常に廣大なるものにして、をの逑築も庭園も莊觀を極めて，Qた。その遺物は他に移轉せられ 

て、一部の面影を知る2.とを得るが、庭固^至つては痕跡だも止めない。 

\ 1遠州と有乙れに反して千利休以來、茶家の意匠を凝せる茶室及び茶庭、並に別莊 

一建築とをの庭園とは、現今の住宅建築及びその庭園の手本と^-CN參考せられるものてあつて、また實 

Iに我國庭園の一特色たるものである。をの著名なるものを擧げると、/l'-l*is*w*の作に成れるものには 

|桂の別業(前記の離常y火德寺塔頭の孤蓬庵、南禪寺塔頭の金地院等がある。l木齋の作には、 

建仁寺塔頭正傅院如庵あ6、その他醍醐三寶院、妙法院、高臺寺、知恩院、西本願寺の飛雲閣及び滴 

翠園等、みな傑出せる著名の林鼓てある。尙ほ當時よ6江戶時代に一旦つて作られた茶席の有名なもの 

|が多い。をの二三は江戶時代に述べよぅ。 

に近.代式庭園一江戶時代には住宅雞築がいよ<發達し、ために建築上最7P見るべき時 

代と3れるのである。隨つてその庭園の進步した乙とも明かであつて、住宅と相待つて|種の趣味を 

|生じ、今Uの住宅の源となつた。而して江戶城に附屬せる$のは、吹上苑、濱苑{Cして、現今皇室の 

御苑となつて，QるものZLれである〇而して諸大名の江戶に邸宅を構へるもの亦各々廣大なる占有地內 

に庭園を造つたから、をの殘れるもの、および著名1Cして今は荒廢に歸せるものが少なくない。 
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一江戸の名苑I水戶侯の後樂園(小石川砲兵工廠內)は朱舜水の意匠に出で、或は東海道 

の名勝を移し、大堰川に模し、或は支那西湖提の意を寫し、廣大なるものを造ぅて名高く、松浦侯の蓬 

萊園(淺草鳥越)-±た遠州、江月の作にして、大なる池を穿ち、をの周園に配置せる茶席、石積等に特 

色をあらはして人に知られ、共に造庭家の手本とすると乙ろである。をの他著名であつたものには、 

江戶には尾張侯の外山園、郡山侯の六義園(駒込岩崎邸)、桑名侯の浴恩園、出雲侯の大崎庭園、廣島 

の泉邸、高松の栗林園等がある。 

I德川時代の造庭術一幕府はまた、吹上苑の爲めには吹上奉行を置き、又作事奉行を設けて一 

般庭作の事を司らしめた。されば足利中世におSて、一度衰微し72造庭の事も、豐臣、德川を經て再 

び隆盛とな4、遂に連-〇に造庭{C眞、行、草の說を唱へるもの、及び造庭の書等が續出するに至つた。 

「築山造庭術」「築山庭作傅」「石組園生八重垣傅」等Mれである。しかれども、^の說くとZLる大同小 

異にして、多くは用阿彌の作法と稱し。且つMnR立石、陰陽、吉凶、禍福、佛名配當の說を附加す 

るも、要は自然風の景色園を現出するにあつた。 

一遺存の名茶^T京都に在つては足利•豐臣の頃に造れる名園のほか、殘れるもの少く、多 

くは壤毁し、維新後の修復又は新營にか、るものである。乙れに反して茶席、茶庭は前期以降著名の 
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ものにて-殘れるものが多S。その二三をMrれば、桂離宮内の松琴亭、笑意軒、修學院の上御茶屋、 

隣雲亭、窮邃軒、中御茶庭、下御茶庭、藏六庵、山崎妙喜庵、黑谷の反古庵、建仁寺の如庵、高臺寺 

時雨亭、傘亭、孤蓬庵中の山雲牀の席、おょび忘筌の席、眞珠庵中の庭玉軒、金閣寺の夕佳亭、表千 

家の不審庵、殘月、基千家の今H庵、又隱、薮内家の燕庵、南禪寺八つ窓の席等は名あるものである。 

一惟新衡の名園i維新の改革は事甚だ急劇にして、眞に社會一般の大改革であつたから、 

名阖と云はれた7Pのもをの際に破壤したものが頗る多い。その殘れるものも、大名屋敷、寺院等の內 

にあつたものにして、しかも前期のものに屬する。而して又西洋の文物、洋建築の移入につれ、庭園 

も漸やくM洋風を校するZ.と流行したが、明治の晚年あょび大正に至つては、一時却つて國風保存の 

聲に反鄕音して、再び京都名園を模し、或は名勝を寫せるもの興るに至〇た。けれども未だ名園とい 

ふに足るほどのものは一つも現はれない。明治以後の名あるものとして、柬京においては大隈侯の庭 

園、山縣公の椿山莊、酒井伯の庭聞、澁澤子の王子の庭園、前田侯の庭園、岩崎男の深川の邸、原六 

氏の高輪邸、益田孝男の高輪邸等決して少なくはない。 
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